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本事業の概要



◼ 平成29年度に、国、県、千葉県、成田空港圏自治体連絡協議会
を構成する９市町及び成田国際空港株式会社（ＮＡＡ）の四者協
議会で、滑走路の増設などを含めた成田空港の更なる機能強化
について、最終的な合意が行われた。

◼ 平成30年度には、この成田空港機能強化という一大契機を活か
し、当町における人・モノの新たな流れを生み出す都市構造への
転換を将来像とした、「横芝光町土地利用ビジョン」が定められ、
町における都市づくりの方向性やエリアゾーニング等の検討・整
理を行った。

◼ 現在、当該土地利用ビジョンに基づき、人や企業の呼び込みに
向けた施策の実行に取り組んでいるところであるが、今後、施策
の実効性を高めるため、居住者が望む住宅地に関するニーズ調
査や、当町ならではの暮らし方として他市町村との差別化に資
するコンセプトを持った住宅地整備等、更なる取組の推進が不
可欠となっている。
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当事業の検討背景

空港機能強化の効果を踏まえ、新たな居住者獲得に向けた検討を行う

◼ 本業務では、空港機能強化を活かし、当町に“新たな居住者”を
呼び込むために、町が将来に向けて持続的な発展を実現してい
くことを念頭に、当町の目指すべき町のより具体的な方向性等
の検討を行うことで、獲得していくべきターゲット像と整備すべき
町の居住地形成イメージの明確化を図り、今後のまちづくりの施
策実行及び戦略的プロモーションに繋げるための構想策定を行
うことを目的としている。

当事業の目的

ターゲット像やニーズを把握し、目指すべきまちの
具体的な方向性やアクションプランを作成・実行

ヒト/企業の誘引まちの
機能の充実

ヒト/企業を誘引し、まちの機能の充実がなされる
“好循環”を生み出すことが肝要

成田空港の滑走路新設等により、
空港内従業員が2.7万人、

空港外も含めると最大約6.4万人増加する見込み
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横芝光町は、空港機能強化に伴う定住者獲得を目指して政策の策定を推進してきた
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成田空港機能強化に伴
う新規定住者4032人
獲得を見込む。

第2期人口ビジョンにおける人口推計

第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略（抜粋）

横芝光町の各計画の中での空港機能強化の位置づけ

◼ 成田空港の更なる機能強化に伴い、成田空港内の就業者
数は2.7万人増加することが想定さ れており、本町における
就業者等の新規定住による人口増の大きなチャンスがある。

◼ 成田空港の更なる機能強化自体は短期間に実現するもの
ではないが、今の段階から更なる機能強化に伴う企業の立
地ニーズや住宅供給ニーズを捉え、準備を進めていく必要
がある。

横芝光町土地利用ビジョンの策定

重点戦略として、利便性の高
い地区を空港関連施設の就
業者等、新規定住者のための
居住地の整備を計画。

◼ 生活利便性を軸にエリア設定しているが、“望むライフスタイ
ル”や“設定すべきターゲット像”によって、エリア設定に向け
た検討をすべき

◼ “望むライフスタイル”実現に必要な施策プランを検討すべき
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参考：横芝光町の転出入状況

横芝光町の転出入状況は、年齢別には20歳から24歳の転出超過傾向が強く、自治
体別には千葉市や東金市への転出超過傾向が強い
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本事業において、検討対象とするターゲット

本事業におけるターゲット検討のゴールを以下の通り設定した

空港関連従業員
COVID-19*により、

地方への移住ニーズを有する都心居住者

メイン

◼ 空港関連業務は労働集約型の産業であり労働者数が多
いことや、空港機能強化により、更なる空港関連従業員の
拡大が見込まれていることから、横芝光町の居住者増加
に向け、狙うべきターゲットである

◼ また、空港関連従業員は、第2期人口ビジョンにて目標値
「4032人」の新規居住者獲得を掲げていることから、実現
に向けた計画・アクションプランの検討・策定が必要

◼ COVID-19により、在宅ワークが推奨され、職住近接から
職住融合への転換が進んでおり、地方への移住ニーズが
高まってきている

◼ そのため、横芝光町の居住者増加に向け、サブテーマで
はあるが、COVID-19により、地方への移住ニーズを有す
る都心居住者も検討すべきターゲットとして加えるべきと
思料

➢ メインターゲットであるため、空港実態調査やデスク
トップ調査、ヒアリング調査といった多様な手段により、
対応する想定

➢ サブターゲットであるため、デスクトップ調査により効
率的に対応する想定

*）新型コロナウィルス感染症
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本事業にて検討対象とするターゲットに関する討議

2028年度の成田空港第三滑走路供用開始時に増大する空港従業員の受け入れに
向け、次年度から誘引すべき空港従業員のターゲット像を設定すべき

現状

◼ “海・川”といったテーマ型のライフスタイルをおく
る受入環境基盤の整備がなされ、共感する空港
従業員の居住が増加したことにより、居住候補
地域として一定の認知がなされている

空港従業員の居住候補として、
一定の認知と基盤を整備

第三滑走路供用開始により
増大する空港従業員を誘引

次年度から誘引を開始することと、
アクションプランの対象年度を踏まえると、
本事業では、この状態を実現するための

ターゲットを設定すべき

2021年度

2024年度

2028年度

◼ これまで整備してきた基盤と認知度を活用し、
第三滑走路供用開始により、増大する空港
従業員を誘引し、居住人口の増加を図る

国内外から空港従業員を集める
ことが想定されるため、
ターゲット設定が困難

◼ 空港関連従業員を多く抱える企業、2、3社
にヒアリングし、空港機能強化を見据えどう
いった人材を確保する想定かを確認する程
度が限界と思料
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主要項目における成果イメージ

本事業を通して、まちづくりの方向性やアクションプラン等の主要項目についてアウト
プットを作成する

まちづくりの
方向性の
具体化

エリア具体化や
具備すべき機能の

整理

アクションプラン
の整理

その他参考

① 目指すべきまちづくりの方向性の整理
外部環境・内部環境や競合となる他の市町の動向を踏まえ、空港従業員等獲得に
向け、どういった方向性をめざすべきかの考え方を整理

② 注力すべきテーマや目指すべき姿の具体化
活用すべき地域資源（シーズ）×暮らし方（ニーズ）等を掛け合わせ、まちが注力す
べきテーマ（EX：サーフィン、カヤック、サイクリング等）を導出し、目指すべき姿を具
体化

③ エリアの具体化及び具備すべき機能の整理
土地利用ビジョンで明記されている空港従業員を呼び込むエリアを基礎とし、注力
テーマやヒアリングから導出されたニーズを踏まえ、エリアの絞り込みとエリア毎の
具備すべき機能を導出

④ 狙うべきターゲット像等の導出
空港実態調査やヒアリング結果等を踏まえ、狙うべきターゲット像・ニーズ（求める
ライフスタイル）を具体化

⑤ 目指すべき姿実現に向けたアクションプランを整理
I. 中長期（2028年度末）を目標に据えた、抽象的なロードマップを作成
II. 目指すべき姿実現に向け、3か年における具体的な施策プランを作成
III. 次年度取り組む施策の概要を作成

◼ 参考事例/競合事例の調査結果
注力テーマを推進する上で参考/競合となる自治体の導出・概要整理と、案件を絞り
（3、4件程度想定）に対し、取組みの過程を深堀調査

◼ 活用可能な国補助金の整理
目指すべき姿を実現する上で、活用可能な国補助金の整理と有望な補助機制度の
導出を実施

コロナにより、
地方への移住

ニーズを有する都
心居住者に
関する調査

•ターゲット像、
ニーズ

•具備すべき
まちの機能
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本事業のスケジュール

2021年4月より本事業を開始。各種タスクを推進、 2022年1月報告書を作成

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

現状分析

◼ 強み/弱みの把握

◼ 外部環境の整理

◼ ターゲット像/ニーズ
の導出

仮説構築・仮説検証

◼ 現状分析を踏まえた
仮説の構築

◼ 参考事例調査

◼ 仮説検証

◼ 仮説ブラッシュアップ

成果物策定

◼ 成果物作成

◼ その他調査

観点検討

重点テーマ仮説

スライド作成
（横芝中学校跡地, 神山町事例）・補助制度検討

目指すべき方向性及び
重点テーマ初期仮説の導出

空港実態
調査検討

第1回有識者会議
Kick off 最終報告会

第2回有識者会議

先進事例の深堀調査

空港関係者等へ
の初期ヒアリング

導出された重点テーマ仮説に沿って
先進的取組を調査

有識者会議立上

空港関係者等ヒアリング
追加ヒアリング

アンケート

次年度予算概算要求

観点検討

机上調査

机上調査

調査対象
洗出し

ヒアリング
準備

ヒアリング結果等の反映

メインターゲット
仮説目指すべき

方向性仮説 ゾーニング/機能仮説 サブターゲット仮説

最終報告素案
策定 概要版作成

最終版作成

アクションプラン案

仮説検証・再構築

必要に応じて追加調査

初期ヒアリングにより
ターゲット初期仮説の精度を向上

中間報告会

アクションプラン精緻化

次年度施策概要

中間報告
後対応
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本PJアプローチ全体像

現状調査から、横芝光町の目指すべき方向性やターゲット像のニーズに関する仮説を
構築し、ヒアリングなどにより検証を実施する

現状分析 仮説構築・仮説検証 成果物策定

◼ 横芝光町の既存計画・データや、空港機能
強化といった外部要因、参考事例調査等を
通じて仮説構築に必要な情報を整理

◼ 現状分析から、まちの具体的な方向性等の
仮説を構築し、ターゲットや有識者へのヒアリ
ングを通じて仮説検証を実施

◼ ヒアリング結果から、まちの具体的な方向性
や新たな居住者を誘引するための施策等の
とりまとめを実施

概
要

主
な
流
れ

◼ 横芝光町の強み/弱みの把握
総合戦略や総合計画等といった既存計画や
統計情報から、新たな居住者誘引に関係す
る強み/弱みを整理

◼ 外部環境の整理
空港機能の強化や国家戦略特区拡大の動
き、コロナ状勢等といった外部環境を整理

◼ ターゲット像/ニーズの導出
“空港関連従業員”や“現在の横芝光町への
転入者”、“コロナを踏まえた新たなターゲッ
ト”等を既存データや初期ヒアリングから導出

◼ 仮説の構築
必要な情報による情報分析から、目指す
べきまちの具体的な方向性等やターゲット
のニーズ等の初期仮説を構築

◼ 仮説検証
空港関連従業員、コロナを踏まえた新たな
ターゲット候補、有識者、テレワーク推奨
企業等にヒアリングによる仮説検証を実施

◼ 仮説のブラッシュアップ
ヒアリング結果を基に、構築した初期仮説
のブラッシュアップを実施

◼ 目指すべきまちの具体的な方向性
➢ 打ち出すまちの具体的な方向性
（競合動向を踏まえたまちのポジショニング
含む）

➢ 人を誘引するためのエリアの具体化
➢ 人を誘引するための機能・施策プラン
（実現に向けた必要な規制緩和案含む）

➢ 活用可能な国の主な補助制度の整理

◼ ターゲット像・ニーズの具体化
➢ 空港関連従業員
➢ コロナを踏まえた新たなターゲット

◼ 成果物作成
➢ 最終報告書作成及び、関連企業などへの
説明に使用可能な概要版の作成

◼ 参考事例/競合調査
“海”又は“空港”といった横芝光町の強みと同様の類似自治体から、デスクトップ調査やヒアリン
グを通じて、参考にすべき成功要因を調査するとともに、実効性の高い施策を導出



本事業の成果



定住人口誘引に向けた検討の基本的な考え方
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基本的考え方①：検討対象とすべき範囲

定住人口獲得を目指すにあたっては「住む」段階だけではなく、横芝光町を「知る」段
階や、「来る」段階に着目した一体的検討が必要

必要な機能

目指すべき
潜在的定住者
の行動変容

横芝光町に
「来る」

横芝光町に
「住む」

横芝光町を
「知る」

◼ 潜在的定住者が、TV、雑誌、SNS等の
各種媒体を通じて横芝光町の存在を知
る。

◼ 潜在的定住者が、横芝光町の魅力を認
知し、横芝光町の来訪を望むようにな
る。

◼ 潜在的定住者が、横芝光町を目的を
もって来訪し、町内で時間を過ごす。

◼ 潜在的定住者が、横芝光町の魅力を体
感することで、再訪意欲を醸成する。

◼ 潜在的定住者が、横芝光町に居住する
ことの魅力を認知し、引っ越し・移住を
行う。

認知度向上のための
ブランディング・プロモーション

来訪目的を形成する
拠点・コンテンツ

魅力的な住環境

一体として検討することで、定住人口獲得可能性が高まる
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関係人口の概要と移住・定住人口との関係

国は関係人口を増やすことで、地域の活力を維持する政策を推進している

関係人口とは

関係人口の定義 ◼ 地域や地域に継続的に多様な形で関わる人々のことを指す。

地域との関わり方
◼ 地元企業での労働など地域の内発的発展に比較的直接的に寄与する人から、地域での消費活動や趣味
活動を楽しむ人など、幅広いかかわり方がある。
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市区町村毎の転入超過回数と関係人口数の関係

10.0人- 7.5人-10.0人 5.0人-7.5人
特定の市区町村に対して、関係者人口であると回答した人数

転入超過回数が多い
自治体ほど、関係人口が

多い傾向。

関係人口と移住・定住人口の関係関係人口のイメージ

政策潮流・参考事例
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移住者を惹きつける自治体の取組概要

利便性と関係人口・交流人口増加の双方への取り組みを進める自治体による移住者
施策が移住者誘致の成果を上げている

一宮町の移住者誘致施策概要
（一宮町まち・ひと・しごと創生総合戦略）

◼ 海岸から県道30号線に沿ったエリア
をサーフストリートとして位置付け

◼ 住民とサーファーや同行者などが交
流を育むためにサーフィンセンターを
設置

….
サーフ
ストリート
構想

都市軸
の整備

雇用と
事業創出

子育て支援と
個性ある教育
の推進

シティ
プロモーション

成果

◼ 転入超過による社会増が
続いている。

◼ 特に0～9歳、30歳～44歳ま
での人口が毎年転入超過
しており、子育て層、ファミ
リー層の移住が多いと考え
られる。

サーフォノミクス
5本の柱

概要

豊後高田市の移住者誘致施策概要
（豊後高田市総合計画ーまち・ひと・しごと「活力」創生プランー）

….

….

….

成果

◼ 転入超過による社会増
が続いている。

◼ 0歳～14歳、30歳以上
の人口の転入超過傾
向が強く、一宮町同様
ファミリー層の移住が
多いと考えられる。

大目標

◼地域特性を活かした交流・関係人口増加
➢昭和の町ブランド力の向上のためのリ・
ブランディング事業
➢新たな体験型観光の開発及び誘客事業
の実施

ひとを育み活力創生1

ひとを呼び込み活力創生3

ひとを大事に活力創生2

仕事を作り活力創生4

基礎を整え活力創生5

概要

 -300
 -200
 -100

0
100
200

転入超過数（2016-2020合計）

 -300
 -100

100
300
500 転入超過数（2016年-2020年合計）

政策潮流・参考事例

出所：「住民基本台帳人口移動報告」、総務省、2016年-2020年 出所：「住民基本台帳人口移動報告」、総務省、2016年-2020年
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基本的考え方②：横芝光町の目指すべき方向性

既に一定の利便性を備えている横芝光町は、共感型のまちづくりを行うことで、定住
者誘引を図ることが可能であると思料

便利である（生活上の不便・不安の無い街）

移住する意味がある（移る理由となる“コト”≒共感できるライフスタイルが明
確に存在する街）

（周辺で全て揃った上で）

新たな便利さを追求した街

先進技術投下を通じて新たな
利便性≒スマートさを追求した街

ライフスタイルを追求した街

仕事ではない趣味や生活環境上の嗜好・志向に
強く応えた街

所謂、普通の田舎

不便で特徴が見いだせず、
敢えて住む理由が見出しにくい街

ライフスタイルを追求でき、
大きな生活不便のない街

敢えて移る理由を与え、
移るハードルを抑制した街

横芝光町がターゲット
とすべき街

新技術の投入・投資合戦、供給者主体
の「プロダクトアウトタウン」になる傾向も

従来のベッドタウン

現在のベッドタウン等、
通勤を基点に形成された街

現在の横芝光町

一定の利便性と
有望な地域資源を有し

ている
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参考：利便性追求型の移住者誘致政策の帰結

利便性一辺倒の移住者誘致戦略は、周辺自治体との競争を激化させる可能性が高い

◼ 近隣自治体との財政力の差を考慮すると、財政力に直接左右さ
れる、行政サービスの拡大による利便性追求のみで戦うべきで
はないと思料。

0.44

0.47

0.49

0.54

0.58

0.61

0.80

0.99

1.31

0.00 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00 1.20 1.40

神崎町

横芝光町

山武市

香取市

栄町

多古町

富里市

芝山町

成田市

財政力指数

空港周辺9市町の財政力明石市と神戸市の子育環境整備を巡る政策競争

年 明石市の動向

2016年12月 勤続2年で計30万円の
一時金を支給

2017年9月 勤続4年で計40万円の
一時金を支給

2018年3月 勤続7年で計140万円の
一時金を支給

2018年6月 勤続7年で計150万円の
一時金を支給

2018年9月 勤続7年で計160万円の
一時金を支給

2020年6月 勤続7年で計160万円の
一時金を支給

神戸市の動向

◼ 慢性的な待機児童を抱えていた明石市と神戸市は、保育士の
確保を目指して競うような財政支出を繰り返している。

政策潮流・参考事例
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コト消費の高まり

モノの所有よりも、体験・ストーリー・共感などから心の豊かさを求めるコト消費への需
要が高まっている

求める豊かさの変化 体験・ストーリー・共感に関する消費意識

34%

33%

33%

人や企業・地域を応援するためにお金を使う

「応援消費」をしたことがあるか

応援消費をしたことがある

応援消費をしたことはないが、魅力的な考え

方だと思う

0% 20% 40% 60%

商品は物そのものが重要で、物が良けれ

ば背景やストーリーは気にしない

商品の背景やストーリーまで含めて商品

の価値である

商品の価値について、どちらの考え方に近いか

自らの考え方に近い やや自らの考え方に近い

0% 50% 100%

多くの物を所有することは幸せだ

物を所有するより、得られる体験にお金

をかけたい

所有と体験についての意識

非常にそう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

出所：プルデンシャルジブラルタファイナンシャル生命保険
「シェアリング・エコノミーと所有に関する意識調査2016」、2016年より

出所：株式会社ヤラカス舘 SoooooS.カンパニー
「生活者の「社会的意識・行動調査」、2015年より

n=500

n=2000

出所：株式会社ジャパンネット銀行「「応援消費」に関する意識・実態調査」、2020年より

62%

30%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

1971年1976年1981年1986年1991年1996年2001年2006年2011年2016年

これからは心の豊かさか、まだ物の豊かさか

物質的にある程度豊かになったので、これからは心の豊かさやゆとりのあ

る生活をすることに重きをおきたい

まだまだ物質的な面で生活を豊かにすることに重きをおきたい
n=1000

出所：内閣府「「国民生活に関する世論調査」、2019年より

居住に関するニーズ
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移住先を決定する要素

居住地選択の判断材料として、生活利便性に関する要素とともに、自然の豊かさが
上位に入る

居住地選択の際の判断要因 移住のメリット

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%

居住地を選択する際に重視する項目

（上位3要素を選択） 1位 2位 3位

58.0% 55.5%
49.5% 49.5% 49.0% 46.5% 46.0% 44.5% 43.0% 41.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%
移住経験者が感じる移住のメリット

52
56

59
88

100

0 20 40 60 80 100

5位:便利
4位:山

3位:都会
2位:海

1位:自然

単語出現数

テレワークで住みたい市区町村を選んだ理由【頻出ワード】

出所：三重県「全国の地方移住経験者に対する意識調査」、2020年より

n=200
n=2071

出所：国土交通省「居住地域に関する意識調査」、2010年より

出所：株式会社AlbaLink「テレワークになったら住んでみたい街ランキング調査」、2021年より

n=500

居住に関するニーズ



ターゲットとニーズの具体化
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本事業において、検討対象とするターゲット

本事業におけるターゲット検討のゴールを以下の通り設定した

空港関連従業員
COVID-19*により、

地方への移住ニーズを有する都心居住者

メイン

◼ 空港関連業務は労働集約型の産業であり労働者数が多
いことや、空港機能強化により、更なる空港関連従業員の
拡大が見込まれていることから、横芝光町の居住者増加
に向け、狙うべきターゲットである

◼ また、空港関連従業員は、第2期人口ビジョンにて目標値
「4032人」の新規居住者獲得を掲げていることから、実現
に向けた計画・アクションプランの検討・策定が必要

◼ COVID-19により、在宅ワークが推奨され、職住近接から
職住融合への転換が進んでおり、地方への移住ニーズが
高まってきている

◼ そのため、横芝光町の居住者増加に向け、サブテーマで
はあるが、COVID-19により、地方への移住ニーズを有す
る都心居住者も検討すべきターゲットとして加えるべきと
思料

➢ メインターゲットであるため、空港実態調査やデスク
トップ調査、ヒアリング調査といった多様な手段により、
対応する想定

➢ サブターゲットであるため、デスクトップ調査により効
率的に対応する想定

*）新型コロナウィルス感染症
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ターゲット設定の意義

居住者獲得に向け、横芝光町として狙うべきターゲットセグメントの設定をすべき

市場全体

狙うべき
ターゲットセグメント

横芝光町

適切な施策/
プロモーション

【参考】
◼ 流山市のターゲット：首都圏の DEWKS（Double employed with kids≒30 歳代 40 歳代の共働き子育て世代）
◼ 掛川市のターゲット：掛川市及び近隣市町出身の 20代後半～30代前半の都市部在住者

呼び込み

◼ 市場全体の中で、共通のニーズを持ち、認識の仕方や価値観、ライフスタイル等が似ている集団を切り分け、狙うべきターゲットに対象を絞
ることで、効果的かつ効率的な施策/プロモーションの実行が可能になる

セグメントを特定する「切り口」が重要で、
当該事例における「切り口」の検討が必要



24

空港関連従業員におけるターゲット設定

千葉県内に居住し、空港関連業務を行う、20代後半から～30代の共働き子育て世帯
をターゲットとする

ターゲットに出来る層
横芝光町の強みを
活かすことができる層

横芝光町が呼び込むべき層

◼ 千葉県内に居住し、空港関連業務を行う、20～30代の子育て世代
◼ 千葉県内に居住し、空港関連業務を行う、50代のシニア世代

◼ 空港関連従業員の約9割を占
める千葉県内在住者

◼ 家の購入などのライフイベント
を控えた、居住地選択の自由
度が比較的高い、20代から30
代の空港従業員。

◼ リタイアを見据えて移住意欲
が向上する千葉県内に居住
する50代の空港従業員。

◼ 自然環境・子育て環境・ゆと
りのある生活空間へのニー
ズが強まる30代の子育て初
期の世帯

◼ 一定の収入を確保できる共
働き世帯。

◼ 自然環境へのニーズを有す
る、リタイア前後の世代。

◼ 増大する空港従業員を誘引
したい（空港内従業員の大半
が千葉県内に在住）

◼ 人口増加の観点から、特に、
子育て世代が望ましい

◼ ターゲット像：千葉県内に居住し、空港関連業務を行う、20代後半から～30代の共働き子育て世帯
（ペルソナ具体例：千葉県内に居住し、航空機サービス業（グランドハンドリング等）やその他サービス業（清掃・警備等）、航空運送事業（航
空会社）に従事、かつ横芝光町／自然豊かな地方出身の20代後半から～30代の共働き子育て世帯）

◼ ニーズ：自然の多い環境での子育てをしながら、自身の生活を楽しむことを両立させたい

ターゲット
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空港関連従業員ヒアリング結果概要（本構想への主な意見）

多くのターゲット候補から、本構想への賛同が得られた

◼ 空港関連従業員を呼び込むには、まずは訪れてもらうことが必要

➢ 空港関連従業員の中でも横芝光町を知っているものは多くないため、まずは訪れてもらい、知ってもらうこ
とが必要である。

◼ 海・川を活かした活性化策に賛同する

➢ 横芝光町への居住を選んだ理由が、「海があり、自然が豊か」であることから、本構想における「海・川を
活かしたまちづくり」に強く共感する。

➢ 正にこうあって欲しいという形が目指すべきまちづくりに描かれているので、是非実現して欲しい。

➢ 海辺だけでなく海隣接エリアへの趣味追求型の住宅整備も推進すべき。

◼ 学童保育の運営時間延長が必要

➢ 児童クラブの終了時間が18:30までのため、成田空港で仕事を終えて急いで帰宅しても間に合わないこと
があり、いつもぎりぎりの生活を送っている。空港関連従業員を呼び込みたいなら改善が必要である。

◼ 日常生活に必要な機能よりも、生活を豊かにする機能の整備を強化して欲しい

➢ 日常生活に必要な小売店は充足しているが、生活を豊かにするカフェや個店が少ないので、改善が必要
である。

◼ 将来的な持続可能なまちづくりの検討が必要

➢ 将来、高齢者になり、自動車が運転できなくなった際の生活への不安があるので、将来的には、交通弱者
でも住みやすいまちづくりも組み入れて検討して欲しい。
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現居住地を選択した理由の比較（成田市在住者と横芝光町・山武市等在住者）

成田市在住者に比べ、横芝光町・山武市等在住者は、居住地の選択理由として自然
の豊かさを理由とする割合が高い

3.0% 1.9%
5.3%

3.8%

11.6%

22.0%

11.5%
0.3%

6.4%

4.6%

3.9%
2.6%
2.3%
4.3%

3.4%
2.8%

0.5%
1.4% 1.6%

0.3% 0.3%
0.0%

6.4%10.5%

10.5%

13.2%

7.9%

2.6%
13.2%5.3%

0.0%

7.9%

5.3%

2.6%
0.0%
0.0%
0.0% 0.0%

2.6%
5.3% 2.6%
0.0%

0.0% 0.0%

0.0%
10.5%

横芝光町・山武市等*在住者の回答[n=38] 成田市在住者の回答[n=740]

自然が豊かだから

田舎の良さがあるから

静かな環境だから

街の雰囲気がのどか／落ち着くから

交通の便が良いから

職場や学校が近いから

買い物など日常生活が便利だから

都会の良さがあるから

子育てしやすいから

住宅価格、家賃が安いから

治安が良いから

自然災害が少ないから

エンタメ等で賑やかな環境だから

スポーツ活動が盛んだから

文化芸術活動が盛んだから

その他

医療環境が充実しているから

公共施設が充実しているから

学校設備が充実しているから

趣味の活動に便利だから

図書館が充実しているから

福祉が充実しているから

*）成田国際空港以東の九十九里浜近隣市町として横芝光町(26件)山武市(7件)匝瑳市(1件)東金市(4件)の回答を合算
（本項では設問13（複数回答可）の総回答数2369の内、一定の居住地の回答を母数として割合を算出）

“自然の豊かさ”
に該当する回答

14.0%

“自然の豊かさ”
に該当する回答

42.1%

“利便性”に
該当する回答

21.1%

“利便性”に
該当する回答

45.4%

“自然の豊かさ”に区分
“利便性”に区分
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職種における現居住地割合の比較（成田市在住者と横芝光町・山武市等在住者）

官公署や空港運営等に比べ、航空運送事業や航空機サービス業に従事する方は、
横芝光町・山武市・匝瑳市・東金市在住者の割合が高い

34.3%

32.6%

42.4%

37.2%

5.5%

9.3%

5.5%

3.1%

2.3%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

成田市 横芝光町 山武市 匝瑳市
東金市 その他千葉県内市町村 富里市 東京都
香取市 その他茨城県内市町村 多古町 栄町
芝山町 埼玉県 神奈川県 神埼町
印西市 鎌ケ谷市 船橋市 八街市
龍ヶ崎市 京都府 佐倉市 市川市
酒々井町 千葉市 栃木県 稲敷郡河内町

*）成田国際空港以東の九十九里浜近隣市町として横芝光町(12件)山武市(4件)匝瑳市(1件)東金市(1件)の回答を合算
（本項ではアンケートの総回答者数872を母数として割合を算出）

横芝光町・山武市等*の割合

4.7%

横芝光町・山武市等*に区分

職種分類別の居住地割合[n=872]

2.0%
官公署や
空港運営等

航空運送事業や
航空機サービス業等



アンケートの実施概要

【参考】メインターゲットのニーズ仮説を検証するため、空港関連従業員に対し居住地
の選択理由等を中心としたアンケートを実施した

目的

◼ 空港従業員の属性情報と居住地の選択理
由を収集することで、横芝光町への移住に
関心を持ちうるターゲット像の検証・精度向
上を図る

対象者 ◼ 成田国際空港関連従業員

実施期間 ◼ 10/20~10/31

アンケート
設置場所

◼ 成田国際空港従業員休憩室 等

実施方法
◼ Microsoft Formsを利用したWebアンケート
◼ 15の問を設定

1 年齢

2 性別

3 家族構成

4 職種

5 主な勤務地

6 勤務形態

7 通勤所要時間（自宅から成田国際空港までの片道）

8 出身地

9 出身地の自然の豊かさ

10 現在の居住地

11 現居住地の前に住んでいた居住地

12 転居のきっかけ

13 現居住地を選んだ際の理由（現居住地の特徴）

14 設問13で「自然環境が豊かだから」を選択された理由

15 転居を検討する場合に重視したい街の特徴

設問*

回答者数 ◼ 872

*）居住地域に関する意識調査（平成22年 国土交通省土地市場課）等をもとにデロイト作成

28
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サブターゲットの設定

23区内に在住し、マーケティング・企画職などのリモートワーク普及率の高い職業に
就く20代から30代の若者をサブターゲットとするべき

◼ テレワークを積極的に取り入
れており、マーケティング・企
画職、専門職、営業職、クリエ
イティブ職。

◼ リモート普及率の高い、東京
都23区内の住民。

◼ 少数であっても、横芝光町活
性化にポジティブなインパクト
をもたらせる人材。

◼ サブターゲット像：23区内に在住し、マーケティング・企画職などのリモートワーク普及率の高い職業に就く20代から30代の若者
◼ ニーズ：リモートワークの普及により、都心へのアクセスよりも、自身が望む柔軟なライフスタイルをおくれる生活を重視したい

◼ 自然環境・子育て環境・ゆとり
のある生活空間へのニーズ
が強まる30代の子育て初期
の世帯

◼ 一定の収入を確保できる共働
き世帯

◼ 自然環境へのニーズを有する、
リタイア前後の世代

ターゲットに出来る層とは？
横芝光町の強みを活かすことが

できる層とは？
横芝光町が

呼び込むべき層とは？

◼ 現在設定されているサブターゲットについては、横芝光町に頻繁に訪れて移住を検討している人
の像と相当程度一致すると考えている。

有識者

サブターゲット
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検討対象とする業種

空港従業員の中でも、今後横芝光町に居住する可能性が高い業種に絞った検討を
実施することを想定

官公署

航空運送事業

報道業

航空機サービス業

旅客サービス業

貨物サービス業

その他サービス業

飲食業

物品販売業

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

従
業
員
数

成田・東京・千葉市以外の在住比率

従業員数×成田・東京・千葉市以外の在住比率

成田市・千葉市・東京都
に在住する比率が高い。

従業員数が非常に少ない

0 5000 10000 15000 20000

成田市

富里市

香取市

山武市

芝山町

横芝光町

多古町

神埼町

栄町

千葉市

八千代市

佐倉市

その他市町村

茨城県

東京都

その他都道府県

居住地別

官公署 航空運送事業 報道業

航空機サービス業 旅客サービス業 貨物サービス業

その他サービス業 飲食業 物品販売業

誘引が難しいと考えられる業種

◼ 現状の居住地と従業員数から検討すると、航空機サービス業（グランドハンドリング・航空機整備業等）やその他サービス業（警備業・施設
保守管理業等）が誘引可能な空港関連従業員のメインボリュームを形成する可能性が高い。

◼ 官公署（税関・検疫・入出国管理・外交等）や航空運送業（国際線旅客等）は成田・東京・千葉市への在住が70%近く、誘引が難しい層であ
ると考えられる。

取扱注意
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東京都からの転出人口を誘引する自治体

東京都の転出人口の誘引に成功している自治体は、
都心からのアクセスが良好な自治体か、高いブランド力を持つ自治体である

717人
674人

577人
437人

423人
421人
415人
413人

366人
336人

303人
294人

228人
224人
218人
217人
217人
211人
210人
209人

0 100 200 300 400 500 600 700 800

神奈川県藤沢市

神奈川県中区

神奈川県宮前区

千葉県船橋市

神奈川県鎌倉市

神奈川県葉山町

神奈川県港北区

茨城県つくば市

神奈川県高津区

千葉県八千代市

神奈川県多摩区

茨城県つくばみらい市

神奈川県緑区

神奈川県南区

神奈川県神奈川区

埼玉県岩槻区

千葉県柏市

神奈川県三浦市

神奈川県中央区

千葉県中央区

◼ 東京都からの転出人口を誘引することに成功している自治体は、都心へのアクセスが1時間前後の自治体が多い。
◼ 鎌倉市や葉山町など、居住地としてのブランドを確立した自治体も上位に位置している。

東京都からの転入者が増加した自治体
（2020年転入者数-2019年転入者数） 東京都からの転入者が増加した自治体の位置

60km

40km

20km

現状のトレンドから判断すると、東京都からの転出人口により、「人口増」のような数的目標を目指すのは現実的ではない。
少数でも、まちの活性化に資するスキルのある人を誘引することを目標とするべきでないか。

ポイント

出所：総務省「住民基本台帳人口移動報告」より
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リモートワークによるライフスタイルへの影響

リモートワークの経験により、ワークライフバランスを見直す意識や、移住に対する関
心が高まる傾向にある

移住に対する関心ワークライフバランスに対する意識

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年12月

2021年4月

2020年12月

2021年4月

強い関心がある 関心がある

やや関心がある あまり関心がない

全く関心がない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年12月

2021年4月

2020年12月

2021年4月

感染症拡大前よりも、生活を重視するように変化

変化はない

感染症拡大前よりも、仕事を重視するように変化

わからない

◼ リモートワークを経験することで、ワークライフバランスに対する意識や移住に対する関心が向上する傾向がある。

リモートワークを実施していない就業者の意識 リモートワークを実施していない就業者の意識

リモートワークを実施した就業者の意識 リモートワークを実施した就業者の意識

出所：内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」より



33

居住地別リモートワーク経験率・利用頻度

リモートワーク経験率・利用頻度共に特に高い、23区内居住者をターゲットとすべきで
はないか

居住地別リモートワーク経験率

17.8%

48.4%

42.8%

53.5%

10.3%

27.7%

21.5%

30.8%

8.1%

19.0%

14.0%

21.9%

0

10

20

30

40

50

60

2019年12月 2020年5月 2020年12月 2021年4月

東京都23区 全国 地方圏

3.5%

23.9%

12.8%

14.3%

1.9%

11.7%

13.0%

15.8%

2.6%
8.0%

8.3%

12.1%

9.8%

4.8%

8.7%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

2019年12月

2020年5月

2020年12月

2021年4月

東京都23区内

ほぼ100％テレワーク テレワーク中心で、定期的に出勤を併用

出勤中心で、定期的にテレワークを併用 基本的に出勤だが、不定期にテレワークを利用

2.8%

10.3%

5.5%

5.2%

1.1%

6.9%

4.9%

6.6%

1.6%

4.7%

4.4%

8.3%

4.8%

5.8%

6.7%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

2019年12月

2020年5月

2020年12月

2021年4月

全国

居住地別リモートワーク利用頻度

◼ 居住地によりテレワーク経験率・利用頻度には大きな差が生じており、東京都23区内での普及率が特に高い。

出所：内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」より
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職種別リモートワーク経験率・移住に対する関心

職住分離の可能性を高めるリモートワーク経験率と、移住に対する関心の二軸から
ターゲットとなる職種を特定すべきではないか

12%

12%

12%

28%

31%

41%

44%

50%

52%

52%

56%

65%

65%

66%

72%

86%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療・福祉・介護関連職

交通・運輸関連職

サービス職（販売・飲食など）

農林水産関連職

生産技術・製造技術・品質管理関連職

経営者・会社役員

教育・保育関連職

事務職

公務員・団体職員

クリエイティブ職（広告・出版関連）

専門職（コンサルタント・士業・金融）

営業職

総務・人事・経理職

Web・ゲーム関連職

エンジニア（IT、製造、素材、化学、⼟⽊、建…

企画・マーケティング職

40%

41%

42%

43%

44%

44%

44%

45%

47%

48%

48%

50%

54%

54%

59%

62%

0% 20% 40% 60% 80%

生産技術・製造技術・品質管理関連職

サービス職（販売・飲食など）

医療・福祉・介護関連職

Web・ゲーム関連職

交通・運輸関連職

農林水産関連職

事務職

経営者・会社役員

公務員・団体職員

教育・保育関連職

総務・人事・経理職

エンジニア（IT、製造、素材、化学、⼟⽊、…

営業職

専門職（コンサルタント・士業・金融）

クリエイティブ職（広告・出版関連）

企画・マーケティング職

リモートワーク経験率 移住に対する関心

◼ リモートワーク経験率は職種によって大きな差が生じており、企画・マーケティング職や、エンジニア職などで広く普及している。
◼ 移住に関する関心とリモートワーク経験率は一定の相関関係が観られるが、Web・ゲーム関連職などではリモートワーク経験率が高い一方
で、移住に関する関心は低位に留まる。

出所：KDDI総合研究所 「コロナは移住を加速させるか？〜⾸都圏⽣活者の移住意向調査 」より
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ターゲットとすべき職種の検討

リモートワーク経験率と移住への関心が共に高い、企画・マーケティング職などが主
たるターゲットとなるのではないか

医療・福祉・介護関連職

交通・運輸関連職

サービス職（販売・飲食など）

農林水産関連職

生産技術・製造技術・品質管理関連職

経営者・会社役員

教育・保育関連職

事務職 公務員・団体職員 クリエイティブ職（広告・出版関連）
専門職（コンサルタント・士業・金融）

営業職

総務・人事・経理職
Web・ゲーム関連職

エンジニア（IT、製造、素材、化学、
⼟⽊、建築等）

企画・マーケティング職
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100%
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リ
モ
ー
ト
ワ
ー
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率

移住への関心（計画・検討・関心）

◼ リモートワーク経験率が高く、職住分離が可能である職種であり、かつ移住への関心が高位である企画・マーケティング職や専門職などが
有望なターゲットとなり得る。

リモートワーク経験率×移住への関心（職種別）

出所：KDDI総合研究所 「コロナは移住を加速させるか？〜⾸都圏⽣活者の移住意向調査 」を基に弊社作成
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ターゲットとすべき年齢の検討

コロナ感染症の影響で、地方移住への関心が高まり、具体的な行動をとる人の割合
が上がっている20代・30代をターゲットとすべきではないか

27.2%
22.9%

37.9%
28.4%

32.2%
25.8%

22.0%
16.3%

19.0%
16.5%

19.7%
24.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年12月
2021年4月

2020年12月
2021年4月

2020年12月
2021年4月

2020年12月
2021年4月

2020年12月
2021年4月

2020年12月
2021年4月

具体的に行動している 具体的に行動していない

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

◼ 移住に関する関心、行動ともに20代から30代で高まる傾向がみられる。

感染症の影響による地方移住への関心の変化
地方移住に関心のある人のうち

移住先の情報収集などの行動を半年以内にとった人の割合

7.0%

12.4%

9.8%

4.0%

1.7%

11.9%

24.8%

20.4%

13.6%

5.8%

73.5%

55.8%

60.6%

75.0%

85.9%

4.2%

3.6%

2.8%

2.1%

1.8%

3.4%

3.4%

6.5%

5.2%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代以上

関心が高くなった 関心がやや高くなった 変わらない

関心がやや低くなった 関心が低くなった

出所：内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」より



内部環境・外部環境を踏まえた
取り組むべき方向性の導出
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内部環境・外部環境サマリ

以下のような横芝光町の内部環境・外部環境を踏まえた戦略の立案が肝要である

内
部
環
境

外
部
環
境

弱み

~Weakness~

強み

~Strength~

機会

~Opportunity~

脅威

~Thread~

◼ 低位な交流人口数
◼ 交通利便性の悪化
◼ 街並み・景観の悪化

◼ 海・川・星などの豊富な自然資源
◼ 充実した子育て環境
◼ 図書館などの公共施設
◼ ゆとりのある居住空間を可能とする、安価

な居住コスト

内部環境・外部環境サマリ

◼ コト消費の高まり
◼ Covid-19の影響によるリモートワークの普及

と移住機運の高まり
◼ 居住地選択時に自然環境を重要視する傾向
◼ 共働き世帯の増加

◼ 周辺市町の移住者誘致の取組
◼ 近隣市町の公共交通強化の取組
◼ 近隣市町の宅地形成の取組

◼ 自然資源を磨く取組と、既存
の利便性を活用した取組の
双方が必要

◼ 交流・関係人口を増やすた
めの施策が求められる

◼ 自然環境などを活用し、コト
需要に応じることができる町
づくりが必要

◼ 共働きやリモートワークなど
の新たな働き方への対応が
必要

◼ 短期的には空港従業員以外
のターゲットが、より重要に
なる可能性

◼ 他自治体との差別化を図る
取組が必要

取組テーマへの示唆
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クロスSWOT分析の考え方

以下の強み・弱みと外部環境に関する要素を掛け合わせることで、横芝光町の取り
組むべき重点テーマ導出に向けた考え方を導出する

強み・弱みと外部環境に関する要素を掛け合わせる
【クロスSWOT分析】

掛け合わせ

強み×機会

強み×脅威

弱み×機会

弱み×脅威

積極的攻勢

差別化戦略

逆転戦略

致命傷回避

テーマの方向性

横芝光町の強みを前提に、機会を有効活用する

横芝光町の強みを前提に近隣市町との差別化を図る/環境変化に適応する
機会を有効に活用することで、横芝光町の弱みを、強みに変える

横芝光町の弱みが、致命傷とならないよう防衛策を講じる

概要

プラス要素

外
部
環
境

内
部
環
境

マイナス要素

強み：目標達成にプラスとなる横芝光町の特質

機会：横芝光町のチャンスとなる外部要因 脅威：横芝光町を脅かす外部要因

弱み：目的達成の障害となる横芝光町の特質

海・川・星などの自然資源

充実した余暇施設

安価な居住コスト

充実した子育て環境
低位な交流人口数

交通利便性の低さ

街並み・景観の悪化

移住先決定時に自然環境を重視する傾向

共働き世帯の増加

リモートワークの普及

コト消費の高まり
近隣市町の移住者誘致の取組

近隣市町の公共交通強化の取組

近隣市町の宅地形成の取組



魅力的な居住環境の創出
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クロスSWOTによる取組むべき方向性案の導出

重点テーマ導出に向けた6つの考え方を、横芝光町の強み/弱み・外部環境をもとに
検討した

O
pportunity

外
部
環
境

Thread

積極的攻勢 逆転戦略

差別化戦略 致命傷回避

横芝光町の強みを前提に、
機会を有効活用する

横芝光町の強みを前提に、近隣都市との
差別化を図る/環境変化に適応する

機会を有効に活用することで、
横芝光町の弱みを、強みに変える

横芝光町の弱みが、
致命傷とならないよう防衛策を講じる

子育て世帯に優しく、
女性に選ばれるまちづくり

移住先の
自然環境を重視する

傾向

a

コト消費の
高まり

b

共働き世帯の
増加

c

After/Withコロナ時代の働き方を実現する
就業環境の創出

6 d

Strength Weakness
内部環境

海・川・星
などの自然資源

充実した
余暇施設

安価な
居住コスト

低位な
交流人口数

交通利便性の低さ
街並み・景観の

悪化

1 4 5 6
充実した
子育て環境

2 3

公共交通による空港アクセス向上の模索

1 43

e

2

リモートワークの普
及

d

近隣市町の
移住者誘致の取組

e

a b

3 c

4 e

7

1 42 3 f6

サブターゲットである都心居住者が主たる対象となるテーマメインターゲットである空港関連従業員が主たる対象となるテーマ凡例:

他自治体と差別化された
シティブランドの確立

海・川などを活かした、ライフスタイルが体感できるまちづくり

1 7

5

近隣市町の
公共交通強化の

取組

f

近隣市町の宅地形
成の取組

ｇ

COVID-19



空港関連従業員ヒアリング 抜粋空港関連従業員アンケート 抜粋
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空港関連従業員アンケート／ヒアリングから推察される”星”の魅力

【参考】空港関連従業員へのアンケートおよびヒアリングを踏まえ、星がきれいに見え
ることも横芝光町の強みといえるのではないか

アンケート全体 [n=255*1] 横芝光町在住者 [n=7*1]

設問14. 設問13(現居住地を選んだ際の理由)で、「自然環境が豊かだか
ら」を選択した理由

*2)本設問は複数回答可のため、当該総回答者数(12)ではなく総回答数(7)を母数とする
*1)本設問は複数回答可のため、総回答者数(872)ではなく総回答数(255)を母数とする

➢ 「星が良く見える」ことは、居住地検討において自然環境を重視
する方の間で一定の優先度が推察される

• 横芝光町在住者において居住地選択の理由として、「星が良く見える
こと」を理由とする回答はゼロとなっているものの、アンケート全体では、
「海・川が近い」ことよりも「星が良く見える」ことを理由とした回答が多
いため、「星が良く見える」ことの一定の優位性が推察される

横芝光町の自然環境について

➢ 海や自然を求めて転居し、実際に満足している。
• 住むまで訪れたことはなかったが、自然に癒されたい想いと、
空港に通えること、こどもに自然環境を与えたいという考えで横
芝光を選び、実際に満足している。

• 海好きで空港従業員なら、横芝光はとてもよいのではないか。
一宮は遠すぎる。

• 星空、夏は天の川、流星群もよく見える。普段の流れ星もよくみ
られる。海沿いが未開発で光が少ないため、星が良く見えるの
では。開発エリアと星エリアを分けて開発してもよいのでは。
朝日や月夜、星空の感動は3年住んでも薄れない。

（参考資料編、日本貨物航空株式会社 F様へのヒアリング概要（2021年10月29日）（2/2）より

➢ 実際に横芝光町に住まわれている空港関連従業員から、
星空の魅力について意見を頂いており、横芝光町の強みになり
うると推察される

• “星空、夏は天の川、流星群もよく見える”
• “朝日や月夜の感動は3年住んでも薄れない”

参考：横芝光町のリゾート宿泊施設NANJA MONJAでは、「NANJA MONJA 冬の星空鑑賞会」が企画されており、町内で星を活用した取り組みが実態として進んでいる



取り組むべき方向性を踏まえた取組テーマの具体化
• 重点取組テーマ海・川などを活かした、ライフスタイルが体感できるまちづくり
• テーマⅠ魅力的な居住環境の創出
• テーマⅡ子育て世帯に優しく、女性に選ばれるまちづくり
• テーマⅢ公共交通による空港アクセス向上の模索
• テーマⅣ After/Withコロナ時代の働き方を実現する就業環境の創出
• テーマⅤ他自治体と差別化されたシティブランドの確立



人々の海や川へのニーズを踏まえたメインテーマと、横芝光町に根付いている/まち
が強く推進しているアクティビティを踏まえたサブテーマを設定した
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メインテーマ/サブテーマの設定

コンセプトを実現するための機能を備えることで、
サブテーマのターゲットを誘引

サブテーマのターゲットが誘引することで、
機能が更に集積

海や川での
目的性の強い
アクティビティの

推進

サブテーマ

横芝光町の海・川に根付いているアクティビティ・まちが強く推進しているアクティビティ

サーフィン カヤック 釣り サイクリング

海や川と緩やかに
関わりながら

居心地の良い時間
を過ごすことができ
る空間の創出

風景
散策 休息 飲食 ・・・

九十九里浜・栗山
川の空間・風景を
楽しむ

海岸や川辺での散
策を楽しむ

居心地の良いス
ペースで穏やかな
時間を過ごす

海岸や川辺を背景
に、食事を楽しむ

買物

海岸や川辺のマ
ルシェや個性的な
ショップでの買い
物を楽しむ

今後ヒアリングなど
を通じて継続検討

メインテーマ 風景を楽しむだけではなく、飲食や休息などの要素を付加することで、
多様な人々が居心地の良さを感じる事が出来る空間を実現すべきではないか。

メインテーマ・サブテーマを充足することで、
その他のテーマを担う事業者を誘引

その他のテーマに関するターゲットを誘引
することによる認知度向上による相乗効果

その他海・川に関するテーマ

ビーチバレー ビーチサッカー ・・・

海・川などを活かした、ライフスタイルが体感できるまちづくり
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海を活かした重点テーマのイメージ概要

参考事例を踏まえた「海と緩やかに関わりながら居心地の良い時間を過ごす」イメー
ジを整理した

海や川と緩やかに関わりながら居心地の良い時間を過ごすことができる空間の創出×海岸部・九十九里浜

風景
散策 休息 飲食 買物

「海の見える公園の中のリ
ビング」をテーマにテーブル
やソファなどを設置した空
間を構築。

BEACH⇔PARK 
LIVING

「海を感じながら豊かに暮ら
す自分を体現できるような
居心地のよい場所」をテー
マにコンテナ店舗で食事や
お酒を提供する空間を構築。

青島ビーチパーク

横芝光町の海岸部が既に備えている要素 横芝光町の海岸部で今後強化する必要があると考えられる要素

「海辺で過ごす休日」をテー
マに、地元の雑貨店・生産
者・飲食店が出店するマー
ケットを開催。

北条海岸
ビーチマーケット

屋形海岸

日本の渚100選に選出され
た美しい風景を一望可能。

神奈川県横須賀市 宮崎県宮崎市 千葉県館山市
マリンピアくりやまがわ内に
充実した遊歩道が整備済み。
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川を活かした重点テーマのイメージ概要

参考事例を踏まえた「川と緩やかに関わりながら居心地の良い時間を過ごす」イメー
ジを整理した

海や川と緩やかに関わりながら居心地の良い時間を過ごすことができる空間の創出×栗山川

風景
散策 休息 飲食 買物

「水辺のアウトドアラウン
ジ」をテーマに株式会社ス
ノーピークとの連携で、テン
トなどを活用した休息エリア
を構築。

水辺アウトドアラウンジ
やすらぎ堤

水辺に新たな魅力を創り出
すため、民間のノウハウや
活力を導入した「水辺の
オープンカフェ」を設置。

水辺のオープンカフェ

栗山川が既に備えている要素 栗山川で今後強化する必要があると考えられる要素

地域で暮らす人達により日
常的な空間としてな河川活
用を促せる仕掛けとして、
地元店舗が出店するマル
シェを開催。

リバーフロントマルシェ栗山川

九十九里浜最大の二級河
川であり、穏やかな水面を
有する。

新潟県新潟市 広島県広島市 鹿児島県西開聞町川辺の散策可能な道路が
一定整備されている。



海・川に関するニーズ調査サマリ

海や川へのニーズトレンドは、「海・川を感じながら質の高い時間を過ごすことができ
る」ことにあるのではないか

◼ 「自然が存在する場」や「良好な景観」を河川に求める人が多く、河川や河川敷では「散策」・「自然観察」などへのニーズが高い。
◼ 1996年と比較して、散策に並んで「水辺でのレストランでの飲食」へのニーズが大きく上昇している。

◼ 全年代を通じて、海・ビーチ・磯などを「自然を眺める」場であると捉えている人が多数派。
◼ 男女ともに「景色を楽しみたい」、「リフレッシュしたい」などの、比較的ライトな目的が海へ行く理由の上位を占めている。

◼ 全年齢で「海」への好感度は高く、7割が海に行きたいと考えている
◼ 一方で、全ての年代で海に入ることが嫌いな人が多数派である

「海は好きだが、海には入りたくない。」

「海は景色を楽しみ、リフレッシュする場所。」

「川は散策や自然観察をする場であり、自然豊かで良好な景観であるべき。」

◼海や川へのニーズのトレンドは、「海や川と緩やかに関わりながら居心地の良い時間を過ごす」ことにあるのではないか。
→「心地の良い時間」を実現するためには、拠点や飲食物提供、あるいは特色ある小売店などが必要不可欠と思料。

46
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重点テーマ導出に向けたニーズ調査結果

全年齢で「海」への好感度は高く、7割が海に行きたいと考えている一方で、全ての年
代で海に入ることが嫌いな人が多数派である

32%

41%

17%

10%

全年齢

海に行きたい

どちらかというと海に行きたい

どちらかというと海に行きたくない

海に行きたくない

72%

73%

73%

72%

74%

76%

28%

27%

27%

28%

26%

24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

年齢別

海に行きたい+どちらかというと海に行きたい

どちらかというと海に行きたくない+海に行きたくない

「海に行きたいか/行きたくないか」聞かれた場合の
あなたの気持ちに近いものを選んでください

16%

17%

20%

19%

17%

17%

23%

24%

23%

22%

27%

27%

28%

32%

33%

37%

35%

38%

23%

20%

17%

16%

16%

14%

10%

8%

7%

6%

6%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

年齢別

全く当てはまらない あまり当てはまらない
どちらともいえない 少し当てはまる
非常によくあてはまる

海に入ることが好きか
（海水浴、サーフィン、ダイビングなど）

17%

24%

18%
7%

34%

全年齢

全く当てはまらない

あまり当てはまらない

少し当てはまる

非常によくあてはまる

どちらともいえない

出所:「海と日本人に関する」意識調査結果、日本財団、2019 出所:「海と日本人に関する」意識調査結果、日本財団、2017
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重点テーマ導出に向けたニーズ調査結果

多くの人は海・ビーチは「自然を眺めて楽しむ」存在と捉えており、「景色を楽しむ」、
「リフレッシュをしたい」が海へのニーズの上位を占める

海・ビーチ・磯等のイメージは「自然を眺める」か
「自然系アクティビティをする」のどちらか

73.0%

69.5%

67.0%

62.0%

60.5%

84%

88%

92%

94%

98%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

20代

30代

40代

50代

60代

「とても当てはまる」と「まあ当てはまる」の合計

「自然を眺める」 「自然系アクティビティをする」

海に行く理由

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

花火をしたいから

写真を撮ってSNSに投稿したいから

海の家に行きたいから

釣りをしたいから

日焼けをしたいから

マリンスポーツをしたいから

泳ぎたいから

リフレッシュしたいから

景色を楽しみたいから

女性 男性

全年代を通じて、海・ビーチ・磯などを「自然を眺める」場であると捉えている人が多数派であり、
男女ともに「景色を楽しみたい」、「リフレッシュしたい」などの、比較的ライトな目的が海へ行く理由の上位を占めている。

ポイント

出所:「海・ビーチで何して遊ぶ？」調査結果、JTB、2013 出所:「旅行先での海」に関する調査、株式会社エアトリ、2018
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重点テーマ導出に向けたニーズ調査結果

自然・景観としての川を求める人々が多く、散策や自然観察などを通じた川と親しむ
利用へのニーズが高い

0% 20% 40% 60% 80%

その他

わからない

災害の際、避難場所に利用される場

観光・イベントの場

流域の住民が交流・連携を行う場

散策やスポーツなどが行える健康増進の場

良好な景観をもつ街の顔

自然が存在する場

河川に求める役割

河川や河川敷でどのようなことをしてみたいか
（1996年/2016年比較）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

野球・テニスなどのスポーツ

カヌーなどの水上スポーツ

祭りや伝統行事

キャンプ

水辺のレストランでの飲食

釣り

水泳・水遊び

自然観察

散策

1996年 2016年

「自然が存在する場」や「良好な景観」を河川に求める人が多く、河川や河川敷では「散策」・「自然観察」などへのニーズが高い。
また、1996年と比較して、散策に並んで「水辺でのレストランでの飲食」へのニーズが大きく上昇している。

ポイント

出所：「日本人の河川環境に関する意識アンケート調査」、国土交通省、2016年
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参考：地図上での「海」に関する各エリアの特徴

横芝光町の海に関する特色を把握することを目的に、下記の通り調査を実施した

マリンピア

海岸隣接地

◼ 九十九里浜を一望できる
海浜公園。

浅瀬・洋上

◼ 年間を通じて波に恵まれ
たサーフィンスポット

こどもの国跡地

海岸隣接地

屋形市街地

海岸後背/沿川地域

◼ 釣具店やペンションなどが
所在。

木戸市街地

海岸後背地

◼ スポーツ施設を併設した
民宿などが所在。

尾垂市街地

海岸後背地

◼ サーフショップやペンション
などが所在。

尾垂浜

砂浜

木戸浜海岸

砂浜

◼ 九十九里浜の原風景が
広がる。地引網体験が可
能。海水浴場は閉鎖中。

屋形海岸

砂浜

◼ 九十九里浜の原風景が広
がる。海水浴、サーフィン
などが可能。

尾垂浜野球場

スペックサーフボード
製作所

九十九里郷土料理
山本さかなや

山柄荘

松原荘

旅館白磯

釣具店

とん亭九十九

YUGEN 
GLASS

一棟貸古民家
「羽琉の里」

笑虎喫茶部

fu~ fu~cafe

小さなおやつやblanc

桜茶や

光クリーンパーク
多目的広場

ほっこりごはん
くるり

九十九里
ペンションCOCO

ペンション・ダック

コテージ＆ペンション
NANJA MONJA

フレンチレストラン
merle

貸別荘
バーネットビレッジ

トレジャーサーフ

斉藤葡萄園

栗山川漁港（閉鎖中）

漁港

◼ 栗山川の河口に位置する
漁港。現在は閉鎖中。

成田山御本尊
上陸の地

尾垂浜隣接エリア

海岸隣接地
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参考：地図上での「川」に関する各エリアの特徴

横芝光町の栗山川に関する特色を把握することを目的に、下記の通り調査を実施し
た

尾垂浜野球場

スペックサーフボード
製作所

九十九里郷土料理
山本さかなや

山柄荘

松原荘

旅館白磯

釣具店

とん亭九十九

YUGEN 
GLASS

一棟貸古民家
「羽琉の里」

笑虎喫茶部

fu~ fu~cafe

小さなおやつやblanc

桜茶や

光クリーンパーク
多目的広場

ほっこりごはん
くるり

九十九里
ペンションCOCO

ペンション・ダック

コテージ＆ペンション
NANJA MONJA

フレンチレストラン
merle

貸別荘
バーネットビレッジ

トレジャーサーフ

斉藤葡萄園

栗山川

河川

◼ 九十九里平野最大の2級
河川。カヤックによる川下
りなどが可能。

◼ 新栗山橋から下流では釣
り人で賑わう。

栗山川河川敷

河川敷

◼ 堤防上には道路が整備さ
れている。

◼ 下流域でも高水敷は限ら
れている。

成田山御本尊
上陸の地

中心市街地

沿川地域

◼ ヨリドコロや光町特産品直
売所、多くの飲食店などが
集中している。

ヨリドコロ

光町特産品
直売所

北部田園地帯

沿川地域

◼ 整備された田園地帯の美
しい風景が広がる。

下流地帯
（栗山・木戸・北清水）

沿川地域

◼ 右岸には、市街地が広
がっており、レストランやカ
フェなどが所在。

◼ 左岸には特色のあるペン
ションやレストランなどが
所在。河川改修に伴い、
光クリーンパークが設置さ
れている。
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横芝光町の海や川におけるアクティビティ

横芝光町の海や川でのアクティビティとしてはカヤック・サーフィン・釣り・サイクリング
が挙げられる

カヤック

釣り

サーフィン

概要

◼ 町民が主体となって集まったよこぴか倶楽部が運営する、
栗山川でのカヤック体験ツアーが実施されている。

◼ よこぴか倶楽部はmont-bellが主催する日本レクリエーショ
ナルカヌー協会公認カヌースクールの認定を受けている。

概要

◼ 屋形海岸の静かな環境での早朝サーフィンを楽しむ人が
多い。

◼ 町内にはサーフィンスクールやサーフボード工房が位置し
ている。

概要
◼ 栗山川下流域から河口にかけては釣りの名所として知られ、
コイ、ヘラブナ、ハゼ、イシモチなどを狙う人で賑わう。

サイクリング

概要

◼ サイクリングモデルコースを設定するなど、サイクリングの
推進に取り組んでいる。

◼ 株式会社モンベルとの連携の取組であるモンベルフレンド
エリア九十九里でも一つのテーマとして掲げられている。
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「海」に関する各エリアの特徴

九十九里浜の原風景の眺望、サーファーに評価される波質、釣場の存在などが横芝
光町の海に関する特色といえるのではないか

エリア区分 屋形海岸 木戸海岸 尾垂ヶ浜

洋上
・
浅瀬

砂浜

海岸
隣接地

海岸
後背地

港・漁港

海水浴場の遊泳範
囲など。サーフィンな
どのマリンスポーツ
が行われるエリア。

ビーチスポーツを
行ったり、海の家が
立地するエリア。

砂浜と連続した、海
浜公園などが立地
するエリア。

海岸隣接地よりも陸
側の、飲食店や宿
泊施設、住宅街が
立地するエリア。

船を停泊させるため
のエリア。

◼ 遠浅で、年間を通じて波質に恵まれ
た日本でも有数のサーフィンスポット。

◼ 夏には海水浴場が開設される。
◼ 日本の渚100選に選出されている。

◼ 栗山川漁港は河口に位置する漁港
だが、現在は漁港としては閉鎖中。

◼ 堤防側は釣り人で賑わう。

◼ 九十九里浜の原風景が広がる。
◼ 夏には海水浴場が開設されるが、海
の家は設置されない。

◼ 九十九里浜を一望可能な、マリンピ
ア栗山川が位置する。

◼ 屋形海岸利用者向けのシャワーや
更衣室が設置されている。

◼ 釣具店やペンション/民宿、ガラス工
房などが所在。

◼ 少数ながら飲食店も所在している。

◼ 成田山御本尊不動明王御上陸之地
が所在。

◼ 砂浜に隣接した尾垂野球場が所在。

◼ テニスコートや野球場などを併設した
民宿/ペンションが所在。

◼ 少数ながら飲食店も所在している。

◼ サーフボード製作所や、ペンション/
民宿が所在。

◼ 九十九里浜の原風景が広がる。
◼ 海水浴場などは設置されていない。

◼ 九十九里浜の原風景が広がる。
◼ 海底浸食により、海水浴場は閉鎖中。
◼ アカウミガメの産卵地でもある。
◼ 地引網を体験可能。

◼ 海底浸食により、海水浴場は閉鎖中。
◼ 日本の渚100選に選出されている。 ◼ 海水浴場などは設置されていない。

① 日本の渚100選にも選出されている壮大な眺望及び、
② サーフィンの聖地とも呼ばれる九十九里浜の恵まれた波質は日本全国でも、九十九里浜沿岸の自治体にしかない強みではないか。
③ 栗山川漁港は閉鎖中であるが、堤防側は釣りスポットとして知られる。

特色
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「川」に関する各エリアの特徴

美しい風景を持つ田園地帯から河口の屋形海岸まで、川沿いに横芝光町を縦断でき
る「交通路」となり得る点こそが、栗山川最大の特色と言えるのではないか

エリア区分 北部田園地帯 中心市街地 下流地域（栗山・木戸・北清水）

河川

沿川地域

河川敷

通常時に水流が流
れる、カヤックや
SUPが行われるエリ
ア。

堤防よりも外側の、
飲食店や宿泊施設、
住宅街が立地する
エリア。

増水時に水没する
高水敷や、河原に隣
接する堤防を含むエ
リア。

◼ 横芝光町の中央を縦断する、九十九里平野最大の2級河川。
◼ 流れは穏やかで在り、カヤックによる川下りやSUPなどが可能。
◼ 新栗山橋から下流では釣り人で賑わう。

◼ 整備された田園地帯の美しい風景が
広がる。

◼ 右岸には、レストランやカフェなどが
所在。

◼ 左岸にはペンションやレストランなど
が所在。河川改修に伴い、光クリー
ンパークが設置されている、

◼ ヨリドコロや光町特産品直売所、多く
の飲食店などが集中している。

◼ 下流域でも高水敷（堤防内の所謂河原）は限られている。
◼ 堤防上には一定の道路が整備されている。
◼ 下流域から河口にかけては釣りスポットとして知られる。

① 町の中央を縦断し、徒歩や自転車のみならず、カヤックやSUPなどでも移動が可能であることから、横芝光町で過ごす際の「ユニークな交
通路・移動路」となりうる点が、栗山川の特徴と言えるのではないか。

② 下流域から河口にかけては釣りスポットとして知られる。
③ 沿川地域としては、北部田園地帯において、美しい田園風景が広がる。

特色
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重点テーマ導出に向けた周辺自治体による取組調査結果

海という観点では山武市が、川という観点では香取市がそれぞれ計画・取組を進めて
いる

◼ 横芝光町と同様、九十九里浜海岸線に位置する山武市は海岸
線に、大規模なプールやゴルフ場などから成る蓮沼海浜公園を
有している。

◼ 都市計画マスタープランでは民宿や別荘の誘致を掲げる。

◼ 香取市が、水運に関する、江戸時代からの歴史的町並みを活か
した「かわまちづくり」を進める。

◼ 山武市は人口的なレジャー施設、香取市は文化的な蓄積を武器に取組を進めている。
◼ 差別化のためには、九十九里浜や栗山川のもつ「自然の魅力」に重点を置いた取組が肝要ではないか。

示唆

山武市 香取市

「海」に関する取組における競合可能性のある自治体 「川」に関する取組における競合可能性のある自治体



新規宅地の創出、既存宅地の高付加価値化、空家の有効活用を通じて魅力的な居
住環境の創出を目指すべきと思料
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「魅力的な居住環境の創出」に関する取組テーマの設定

◼ ライフスタイルへの共感を柱として訴求力を高める基本的考え方を基にすると、横芝光町の強みである地価の安さや緑の多い環境を活か
して、コンセプト性のある「横芝光町らしい新規宅地」の実現が重要である。

◼ 一方で、既存市街地における景観悪化が懸念される現状を踏まえると既存市街地も含めた市街地全体の一体感を醸成するためには、景
観誘導による既存市街地の高価値化を並行して行うが重要である。

◼ サブターゲットとして想定する層は、空家へのニーズが強いため、空家の一層の活用を推進するべきである。

テーマI-③

テーマI-②
テーマの概要

テーマI-①

既存市街地を含めた
一体的景観の醸成

既存市街地へ
の波及効果

空家活用による
景観の維持

海や川などを
活かしたまちづくり

海や川と緩やかに関わ
りながら居心地の良い
時間を過ごすことができ

る空間の創出

相乗
効果

重点テーマ

相乗
効果

横芝光町らしい
新規宅地の創出

テーマの概要

余裕のある敷地や、統一感のある街並みに加えて、
横芝光町らしい暮らしを実現するコンセプト性のある新規宅地の創出を図る

既存市街地の
高価値化

既存市街地において、横芝光町らしい特色ある住宅の立地誘導や景観誘導により、
横芝光町らしい景観を持った宅地の形成を目指す

魅力ある空家の
有効活用

テーマの概要

空家バンクの充実や、借上げ転貸モデルにより
魅力ある空家の流通の促進を通じて、サブターゲットへの訴求力を高める
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子育て世帯の住環境へのニーズ

親と子（長子5歳以下）
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親と子（長子12～17歳）

全体（子育て世帯以外含む）
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子育て世帯の居住環境へのニーズ

生活機能のうち居住地選択において大きなマイナスとならないために補完が必要な
機能は「公共交通」、活かすべき強みは「子育て支援」であると考えられる

◼ 子育て世帯は、自然環境や敷地のゆとり、子供の遊び場・子育て支援サービスなどへのセグメント特有のニーズを持つ。
◼ 子育てと仕事を両立するために、通勤通学の利便性や、日常の買物などの利便性について、強いニーズを持つ傾向がある。

出所:「住生活総合調査」、国土交通省、2018年

生活機能

居住機能 余暇機能

生活機能

ニーズが高いが、横芝光町
が弱みとする機能

横芝光町の強みを引か
すことができる機能

ニーズが高い一方で、弱みとなら
ない水準で具備している機能

生活機能 生活機能
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横芝光町の居住コスト概要

9市町の中でも住居に関わるコストが最も低く、よりゆとりのある住宅での生活を実現
しやすいと考えられる
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82%
88% 87%

69%
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住宅の広さと持家率

１住宅当たり延べ面積 持家率
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成田市
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山武市

横芝光町

延べ面積１ｍ2当たりの家賃
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成田市

富里市

栄町

香取市

多古町

芝山町

山武市

横芝光町

平均価格（円/㎡）
公示地価

全用途 住宅地

出所：国土交通省「市区町村別地価公示」より

出所：総務省「平成30年住宅・土地調査」より 出所：総務省「平成30年住宅・土地統計調査」より

低い居住コスト ゆとりのある住宅と高い持家率
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周辺市町での宅地開発状況

周辺市町では、子育て世帯に配慮した多古台や、特色あるコンセプトに基づく川津場
地区の開発が進められている

多古台（多古町）

成田国際空港

多古台

川津場地区（芝山町）

開発主体 積水ハウス不動産東京株式会社*

特徴

◼ 自然と調和した環境共生型の住宅地の形成
を目指し、1区画100坪のゆとりある区画で造
成された住宅地。

◼ 近隣にはパーク＆ライドを実現する、駐車場
一体型のバスターミナルや保育園が併せて整
備されており、子育て世帯が暮らしやすい環
境となっている。

現状 第1期造成区画分譲済（平成26年分譲開始）

検討パートナー 山万株式会社

特徴

◼ 「農と暮らす居住地の確保」などを基本方針に、
就農希望者を受入就農の切っ掛けとなるまち
などを目指す「田園型居住地」をコンセプトに
検討を進めている。

◼ 成田国際空港機能強化に伴う移転者及び新
規定住者の居住を念頭に、農地付き住宅や観
光農園などを整備する構想を検討中。

◼ 川津場地区以外にも、小池地区・千代田地区
で居住拠点形成を構想している。

現状 計画構想中

成田国際空港

川津場地区

*）譲渡契約締結当時の社名は積和不動産株式会社



横芝光町の景観・まちなみの状況

耕作放棄地、空家、太陽光パネルの増加など、景観への影響が懸念される状況である

地面設置型太陽光パネルの立地状況

226
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255 

200
210
220
230
240
250
260
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耕作放棄地面積の推移

22%
15%

24%

0%
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20%

30%

0

1000

2000

3000

2008 2013 2018

空家数の推移

空家数 空家率

◼ 中心市街地内にも地面設置型太陽
光パネルが立地しており、住宅街の
景観悪化が懸念される。

◼ 自然的景観への満足度は高いが、街並み景観の美しさの満足
度が低く、街並み/景観の形成への課題が示唆される。

現在お住まいの地区の生活環境について
どのように感じていますか。

出所：横芝光町「横芝光町都市マス見直しアンケート調査報告書」より 出所：衛星写真をもとに弊社調査

（軒）（ha）

出所：農林水産省「農林業センサス」より 出所：総務省「住宅・土地統計調査」より
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街並みへの横芝光町民による評価 景観への悪影響が懸念される要素
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参考事例：東川グリーンビレッジ

北海道東川町では、町長の掲げる「適疎」なまちづくりという理念の下で、景観条例や
緑化協定などを駆使した特色ある宅地造成を進めている

事例概要

事業名・呼称 東川グリーンビレッジ

場所 北海道東川町

開発主体 東川町土地開発公社

特徴

◼ 町長の掲げる「適疎」なまちづくりという理念の
下で、単に人口を増やすのではなくゆとりのあ
る空間を重視し、過疎でも過密でもないまちを
目指している。

◼ ゆとりのある適疎で、魅力のある住環境の整
備に力を入れており、景観条例を制定し、｢東
川風住宅設計指針｣というデザインの指針を
示している。指針に沿った住宅については補
助金支援がある。

◼ 土地開発公社が開発を行い、子育て世代が
多く住む、分譲地の｢グリーンヴィレッジ｣は、
購入時に｢建築緑化協定｣を結ぶ必要があり、
道路境界から２ｍはグリーンゾーンとし、２本
以上の樹木を植栽することなどが定められて
いる。 東川風住宅モデルハウス

東川グリーンビレッジ

出典：東川町HP等を基に、デロイト作成
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移住希望者の空家のニーズと横芝光町内の空家状況

サブターゲットである東京圏からの移住者は空家への居住を希望することが多いが、
横芝光町内での空家供給円滑化は改善の余地がある状況

有識者会議での委員からのご意見

◼ 都市部からの移住検討者については、古民家
やそれに近しい雰囲気の家を探すのが常であ
る。

◼ 長塚の周辺には使われていない別荘が多い。
所有者は高齢化して、横芝光町に来ることは
ないが、子供達が使うのではないかと考えて
手放さないために市場に流通しない。空き家
同様の状況となっている。

◼ 空家バンクも充実する気配がないため、新た
な取組が必要であると考えている。

横芝光町内の空家状況

47.1%
18.7%

13.0%
10.1%

5.4%
3.4%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

空家（戸建て、所有・賃貸含む）

アパート

マンション

新築一軒家

公営住宅

その他賃貸

その他

東京圏からの移住希望者が求める物件

空家バンク
活用状況

掲載開始

登録物件件数

相談件数

2021年2月9日

4件
（2021年4月21日時点）

159件
（2021年4月21日時点）

凡例： 空き家

出所：NPO法人ふるさと回帰支援センター「来場者アンケート」2014年
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参考：高知県梼原町による借上げ転貸モデル

高知県梼原町では、借上げ転貸モデルによる空家活用に成功しており、横芝光町で
も導入検討の余地があると思料

概要

借上げ転貸モデルの概要

スキーム

◼ 町内の空家を梼原町が借上げ、450万円を上限に
改修を実施。

◼ 改修後は移住定住促進住宅として貸し付けること
で、工事費用を回収する。

◼ 当初は貸し出す所有者が居なかったが、先行して
モデル事業を行ったことで理解を得られ、これまで
に48戸の改修を実施。

◼ 改修が行われた物件は現在満室となっている。

改修された住宅

所
有
者

梼
原
町

入
居
者

定期賃貸借
10年間

賃料支払無し

建築業者

改修費用施工

定期賃貸借
10年間

15000円/月

◼ 高知県梼原町では、町内の空家を梼原町が借上げ、450万円を上限に改修を実施した上で移住者に貸し出す取り組みを実施。
◼ 当初は町民の協力を得られなかったが、モデル事業などを実施したことで町民の理解を調達し、現在に至るまで48戸の改修を実施。

ゆすはら



育児負担の軽減、女性に心地よい居場所の創出、空家の有効活用女性の活躍支援
を一体として取り組むことで、女性に選ばれるまちを目指すべきと思料

64

「子育て世帯に優しく、女性に選ばれるまちづくり」に関する取組テーマの設定

女性・家族に
心地よい居場

所の
創出

育児負担の
軽減

テーマII-➀ テーマII-②

女性の
活躍支援

テーマII-③
空間の
創出

コミュニティの
創出

「余裕」の
創出

テーマの概要

保育・児童クラブの時間拡大や
ファミリーサポートの導入などを
通じて育児負担の軽減を図る

周辺市町

一体として取り組むことによる差別化

テーマの概要

カフェなどの女性に心地のよい
居場所を創出することで

訴求力を高める

活力の
創出

海や川などを
活かしたまちづくり

海や川と緩やかに
関わりながら居心
地の良い時間を過
ごすことができる空

間の創出

海や川での
目的性の強い
アクティビティ

相乗
効果

テーマの概要

◼ ターゲットニーズを基にすると、育児負担の軽減と子育て中の親に心地の良い居場所の創出が取組テーマとなり得る。
◼ 先進自治体の取組を基にすると、女性の活躍支援に着目することで周辺自治体との差別化・訴求力向上につながる可能性がある。

創業支援や再就職支援などを通じて、子育て中・子育て後の女性の活躍を支援する

重点テーマ
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10%

20%

30%

40%

50%

60%

子育て世帯の住環境へのニーズ

親と子（長子5歳以下）

親と子（長子6～11歳）

親と子（長子12～17歳）

全体（子育て世帯以外含む）
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子育て世帯の居住環境へのニーズ

子育て世帯は、子供の遊び場・子育て支援サービスなどへの強いニーズを持つ

◼ 子育て世帯は、自然環境や敷地のゆとり、子供の遊び場・子育て支援サービスなどへのセグメント特有のニーズを持つ。
◼ 子育てと仕事を両立するために、通勤通学の利便性や、日常の買物などの利便性について、強いニーズを持つ傾向がある。

出所:「住生活総合調査」、国土交通省、2018年

生活機能

居住機能 余暇機能

生活機能

ニーズが高いが、横芝光町
が弱みとする機能

横芝光町の強みを引か
すことができる機能

ニーズが高い一方で、弱みとなら
ない水準で具備している機能。

生活機能 生活機能
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空港従業員の就業実態に関する初期調査結果

空港従業員の就業実態を考慮しても、「子育て支援」と「公共交通」の強化・拡充を検
討する余地があると考えられる

◼ 横芝光町において定住人口増加が見込まれる可能性が高い航
空機サービス業・その他サービス業・航空貨物業従事者は、原
則としてシフト勤務であり、休日も固定ではない。

就業実態の初期調査結果概要 空港関連従業員の居住地ニーズ初期仮説

◼ 平日の固定時間での勤務を想定した生活機能とのずれが予想さ
れる。

◼ 空港従業員の就業リズムを考慮した生活機能に対してニーズを
抱く可能性がある。

※空港従業員のニーズについては現状では仮説で記載。有識者会議以降に、順次ヒアリングを通じて明確化する方針。

商業機能

子育て支援

公共交通

◼ 夜間認可保育園の創設や土日保育の拡充、
ファミリーサポートなどによる、子育て支援の拡
大。

◼ シフト勤務時の通勤に配慮したダイヤでの通勤
バスの運行。

◼ 深夜まで営業している日用品小売店。
→現状の横芝光町の機能で一定は充足。
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共働き世帯の増加と夫婦間育児負担

女性の社会進出傾向と、家事・育児の夫婦間負担の実態踏まえると、子育て世帯・女
性への訴求力を高めるためには公助による育児負担の軽減が重要である

1.000

0

200

800

600

400

1.200

1.400

1980年

専業主婦世帯

（男性雇用者と

無業の妻からなる世帯）

共働き世帯

（雇用者の共働き世帯）

1990年 2000年 2010年 2019年

専業主婦・共働き世代の推移

1990年以降共働き世代が
メジャー化

出所：内閣府「男女共同参画局」（平成30年）

0

100

200

300

400

500

1996 2001 2006 2011 2016

夫の1日当たりの家事・育児関連時間

買物 育児 介護・看護 家事

出所：総務省「社会基本調査」

0

100

200

300

400

500

1996 2001 2006 2011 2016

妻の1日当たりの家事・育児関連時間
458分 461分 447分 461分 454分

38分 48分 60分 67分 83分

◼ 女性の社会進出傾向は進んでいるものの、子育て世帯における家事負担は妻に集中する構造が続いている。
◼ 町外から誘引する空港関連従業員については、親子・親戚間での自助による子育て支援を受ける事が難しいことが予想されるため、積極
的な公助による女性の負担軽減が重要であると考えられる。

6歳未満の子供をもつ夫婦の
家事・育児関連時間共働き世帯の増加
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横芝光町の子育て環境の概要

人口比で非常に多くの保育園を有していることや、手厚い財政補助は子育て世代誘
引に際しての強みとなりうる

多古町 0人 0人 0人 0人 0人
芝山町 0人 0人 0人 0人 0人

香取市 0人 0人 0人 4人 0人

山武市 0人 0人 0人 0人 0人

栄町 1人 0人 0人 4人 0人
神崎町 0人 0人 0人 0人 0人

成田市 36人 18人 15人 36人 35人
富里市 73人 13人 6人 43人 56人

横芝光町 0人 0人 0人 0人 0人

継続的に
待機児童を抱える

待機児童が生じ
る場合がある

継続的に
待機児童ゼロを

達成

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年傾向 自治体名

37%

69%

51%

87%

33%
40%

56%

85%
93%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0
1000
2000
3000
4000
5000
6000
7000
8000 保

育
園
定
員
数
比
率

保
育
園
定
員
数
（
人
）

空港周辺9市町の保育園定員数比較

保育園等定員数 5歳以下人口 5歳以下人口に対する保育園定員数
0 5 10 15 20

富里市

成田市

芝山町

香取市

山武市

栄町

多古町

横芝光町

神崎町

教員1人に対する児童数（人）

教員一人当たりの児童数（小学校）

横芝光町

多古町

神崎町

芝山町

栄町

山武市

香取市

富里市

成田市

自治体名

中学3年生まで
中学3年生まで
中学3年生まで
中学3年生まで

中学3年生まで(第3子以降)
-
-
-
-

給食費無償化

高校3年生まで
高校3年生まで
高校3年生まで
中学3年生まで
中学3年生まで
高校3年生まで
高校3年生まで
中学3年生まで
中学3年生まで

医療費無償化

待機児童数 子育てへの財政的支援

強み 子育て環境

出所：各自治体の公開情報を参考に弊社調査出所：千葉県「市区町村別保育所等利用待機児童数」より

出所：厚生労働省「令和2年社会福祉施設等調査」より。人口は平成27年国勢調査を使用 出所：文部科学省「学校基本調査」より。人口は平成27年国勢調査を使用

充実した教育環境・財政的支援余裕をもって整備された保育園
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横芝光町の保育園・児童クラブの概要

【参考】空港従業員の就業実態を考慮すると、延長保育・延長学童の強化や、託児機
能を補完するサービスなどの施策は訴求力があると考えられる

横芝光町内小学校における学童保育横芝光町内保育園における保育時間

大総保育所

横芝保育所

上堺保育所

社会福祉法人
フタバ保育園

社会福祉法人
日吉保育園

社会福祉法人
光町保育園

社会福祉法人
光町中央保育園

社会福祉法人
白浜保育園

8時30分～17時15分
(17時15分～18時30分)

8時30分～17時15分
(7時30分～18時30分)

7時00分～18時00分
(18時00分～19時00分)

7時30分～18時30分
(7時00分～19時15分)

8時00分～17時00分
(7時30分～19時00分)

8時30分～12時30分
(7時30分～16時00分)

8時30分～12時30分
(7時30分～16時00分)

7時30分～16時00分

8時00分～16時00分

7時15分～18時15分

8時00分～16時00分
(7時30分～8時00分)

保育所 平日・通常保育時間 土曜日・通常保育時間

対象者

児童クラブ

開所日

児童クラブ
保育料

◼ 町内に住所を有し、かつ、町内の小学校に就学中の児
童で、授業の終了後、小学校の長期休業中に、保護者
等が労働などにより昼間家庭にいないため、家庭で保
護を受けることができない児童

◼ 横芝小学校児童クラブ
◼ 横芝小学校第2児童クラブ
◼ 上堺小学校児童クラブ
◼ ひかり児童クラブ
◼ 白浜小学校児童クラブ

◼ 平日 授業終了後から18時30分
◼ 土曜日及び長期休業期間 8時から18時30分

＜年間利用＞
8月以外の月 7,000円/月 8月 10,000円/月
＜長期休暇のみ利用＞
春休（4月）2,000円（3月）3,000円 夏休（7月）4,000円（8
月）10,000円 冬休（12月）2,000円（1月）2,000円

7時30分～18時30分
(7時15分～18時45分)
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周辺市町の学童保育開所時間

空港周辺9市町のうち、6市町については19時までの延長学童保育を提供している

周辺市町の学童保育開所時間

多古町

◼ 下校時～午後7時

◼ 午前8時～午後7時

平日

土曜日
長期休暇期間

芝山町

◼ 下校時～午後6時
（延長午後7時まで）

◼ 午前9時～午後6時
（延長午前7時30分～午後7時）

平日

土曜日
長期休暇期間

成田市

◼ 下校時～午後6時30分
（延長午後7時まで）

◼ 午前8時～午後6時30分
（延長午前7時30分～午後7時）

平日

土曜日
長期休暇期間

富里市

◼ 下校時～午後6時（延長午後6
時30分/一部午後7時まで）

◼ 午前8時から午後6時（延長午
後6時30分/一部午後7時まで）

平日

土曜日
長期休暇期間

栄町

◼ 下校時～午後6時30分
（延長午後7時まで）

◼ 午前8時～午後6時30分
（延長午前7時～午後7時）

平日

土曜日
長期休暇期間

神崎町

◼ 学校終了後～18時30分

◼ 8時00分～18時30分

平日

土曜日
長期休暇期間

山武市

◼ 下校時～午後6時00分
（延長午後7時まで）

◼ 午前8時～午後6時00分
（延長午前7時30分～午後7時）

平日

土曜日
長期休暇期間

香取市

◼ 下校時～午後6時
（延長午後6時30分まで）

◼ 午前8時から午後6時
（延長午後6時30分まで）

平日

土曜日
長期休暇期間

横芝光町と同等の開所時間の自治体

横芝光町よりも開所時間の長い自治体
凡例
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多古町の子育て支援施策

隣接する多古町では手厚い子育て支援を実施しており、差別化のためには別観点か
らの取組が必要

医療費補助

出産祝金

奨学金

給食費補助

◼ 高校卒業までの保険対象医療費自己負担額を
全額補助。

◼ 第一子、第二子の出産時に10万円の給付金支
給を実施。

◼ 第三子以降の出産時に100万円の給付金支給
を実施。

◼ 高校生に対して月額2万円、大学生に対して月
額3万円の返済不要の奨学金を支給。

◼ 町立病院の医師を目指す学生1名に月額20万
円の返済不要の奨学金と、返済半額免除の
1000万円の一時金を支給。

◼ 小学校1年生から中学校3年生まで学校給食費
を無償化。

こども園

学童保育

病児保育

◼ 小学校6年生までを対象に19時までの学童保
育所を開設。

◼ 千葉県内初の公立病院病児保育である多古病
児保育所を令和2年4月に開設。

◼ 7時から19時まで開園。

◼ 3歳児以上は、無料通園バスを利用可能。

◼ おむつの持ち帰り無し。

子育て世帯向け補助金施策 保育・学童の整備施策
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居心地の良い場所へのニーズと横芝光町の現状

女性はカフェなどの居心地の良い場所への強いニーズを持つが、横芝光町内では
ニーズを充足できない現状がある

家庭・職場以外の居心地の良い場所へのニーズ

66%

49%

59%

54%

34%

51%

41%

46%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未婚女性

既婚女性

未婚男性

既婚男性

家庭・職場以外で平日に月1回以上利用する
居心地の良さを感じる場所があるか

ある ない

横芝光町の現状

◼ 横芝光町には、生活をするための必要な機能は
そろっているが生活を楽しむための飲食店や小
売店は非常に少ない。古民家カフェなどが増えて
くればよいが、中々そうならない。

◼ 飲食店は点在しているが、特に美味しいと思うよ
うな店は非常に少ない。カフェなどの気軽にコー
ヒーを買ったりするような店少ない。

18%
13%

12%
11%

10%

0% 5% 10% 15% 20%

街歩き

セルフコーヒー店・カフェ

喫茶店

居酒屋

公園

平日に月1回以上利用する居心地の良さを感じる場所
（上位5項目）
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87件

53件
32件

20件
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8件
8件

5件
3件

0 50 100 150 200

成田市

佐倉市(参考）
流山市（参考）

香取市

山武市

富里市

横芝光町

神崎町

多古町

栄町

芝山町

各市町内のカフェ件数

横芝光町内在住
空港関連従業員

◼ 未婚女性の66％はカフェなどの家庭・職場以外で月1回以上平日に利用する居心地の良い場所を持つが、結婚後にはその割合は49％に
まで低下する。

◼ 女性は、カフェなどのへのニーズを持つ一方で、結婚後の多忙さでそうした場所を喪失している現状があるため、子育て中でも気軽に訪れ
る事が出来るようなカフェは訴求力が強いと考えられる。
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参考：女性の活躍支援事業

草加市や流山市では、女性の活躍を後押しすることでブランド力を高める取組を進め
ている

◼ 自分の得意なことや趣味を活かして月に3万円稼ぐ
ことを目指す「月3万円ビジネス」に着目し、市内の子
育て世代の女性が小さなビジネスを通して地域とつ
ながることを目指した事業。

◼ ビジネスアイデア、ビジネスモデルの作り方やプロ
モーション方法などを学ぶ連続講座を通じて女性の
起業を後押ししている。

草加市女性創業スタートアップ事業 流山市女性向け創業支援事業

概要

成果

◼ 月1回ランチを提供するパン屋や、
イベント出店で販売するアクセサ
リーショップなど、子育ての傍らで
無理のないビジネスを行う女性を
輩出している。

運営

◼ 子連れで働ける「シェアアトリエつ
なぐば」を運営するつなぐば家守
株式会社が運営に協力しており、
修了生が実際に販売をする場の
提供などをしている。

◼ 平成27年度から女性向け創業
スクールを運営。

◼ 地域の企業に飛び込み営業をす
る授業や、オリエンテーションか
らプレゼンテーションまで企業が
関わる企業参加型授業など「実
践」をベースに取り組んでいる。

概要

成果

◼ 受講生は延べ160名以上、創業者は30名以上にの
ぼる。

◼ 事業内容はエステサロン、デザイナー、カウンセラー、
食品輸入販売など多岐に渡る。

運営

◼ コンサルティングやシェアオフィスを事業とする「株式
会社新閃力」が運営を行う。

◼ 「女性が住みやすい町日本一」を目指す長野県飯綱
町で、女性のコミュニティづくりや移住促進プロジェク
ト、リーダー育成などにも関与している。
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有識者会議及び空港従業員ヒアリングでのご意見

有識者会議及び空港従業員ヒアリングでは、女性に選ばれるまちづくりを進める必要
性や、子育て支援の充実の必要性についてご意見を頂戴した

有識者会議での委員からのご意見 空港関連従業員へのヒアリング結果

◼ 女性が輝けるような機能が必要である。横芝光
町の強みは人の活力であると考えており、女性
が輝いているようなシーンを具体化してくことが
重要である。

◼ 流山では、「母になるなら流山」というキーワード
を掲げて、駅前保育ステーションの整備や、都心
への集中的プロモーションに取り組んできた。

◼ 近年の流山のプロモーションを見ていると、人へ
の着目を進めている。保育ステーションなどの利
便性で誘引した女性のなかでも、活躍している
女性に着目したプロモーションを展開している。

◼ 埼玉県草加市では「3万円ビジネス」の試みを
行っている。。自分の得意なことや趣味を活かし
て月3万円稼ぐことを目指すスモールビジネスを
応援する自治体の取組である。

◼ 共働きを前提とすれば、子供のケアは重要であ
る。シフト勤務者の多い空港関連従業員につい
ては、就業時間帯にあった保育などが考えられ
るのではないか。

◼ 横芝光町には、生活をするための必要な機能は
そろっているが生活を楽しむための飲食店や小
売店は非常に少ない。古民家カフェなどが増えて
くればよいが、中々そうならない。

◼ 飲食店は点在しているが、特に美味しいと思うよ
うな店は非常に少ない。カフェなどの気軽にコー
ヒーを買ったりするような店が少ない。

◼ 空港内保育園は、7時から22時まで保育が可能
で、夕飯なども提供してもらえるため非常に人気
が高い。

◼ 元々は21時までの保育のみであったが、シフト勤
務の従業員への配慮から22時まで保育時間を延
長している。

◼ サービスが手厚いため倍率は非常に高い。特に1
歳から2歳の倍率が高い。
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参考：流山市の取組事例

「母になるなら流山」をスローガンに子育て世帯の誘引に成功した流山市では、「送迎
保育ステーション」の整備などで、家庭の子育て負担の軽減を図っている

◼ 平成２２年度より「母になるなら、
流山市。」のキャッチコピーに、
各種子育て支援施策と、首都
圏駅でのプロモーションを展開
している。

◼ 送迎保育システム、ファミリー・
サポート・センターや子育て応
援マンション認定制度などの支
援施策を整備している。

◼ 流山おおたかの森駅前ビルに送迎保育ステーションを設置。
◼ 出勤する親が連れてきた子供を朝に預かり、市内の保育園まで
バスで送り、夕方、バスで戻ってきた子どもを保護者が迎えに来
るまで預かるシステム。

概要

成果

送迎保育システム

自宅

認定保育園

駅前送迎保育
ステーション

送迎

イメージ

0

500

1000

1500

０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

転入超過数（2018-2020平均）

流山市の取組の方向性と成果 特徴的な取組



横芝光町・成田空港間の公共交通アクセスの向上により空港従業員への訴求力を向
上させるべきではないか
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「公共交通による空港アクセス向上の模索」に関する取組テーマの設定

持続可能な
空港アクセ
スの検討

テーマの概要

横芝光号成田便等の公共交通による成田空港への
通勤手段の利便性・持続可能性の向上を図る。

テーマIII

育児負担の
軽減

関連：テーマII-➀

テーマの概要

保育・学童の時間拡大やファミリーサポートの導入などを
通じて育児負担の軽減を図る

横芝光町
らしい

新規宅地の
創出

余裕のある敷地や、
統一感のある街並みに
加えて、横芝光町らしい
暮らしを実現する
コンセプト性のある

新規宅地の創出を図る

テーマの概要

関連：テーマI-①

通勤
アクセス向上

住民による
利用

負担軽減への
寄与

◼ 空港従業員を誘引するにあたっては空港従業員の勤務時間を考慮した公共交通の検討が必要である。
◼ 一方で、自家用車普及率の高い横芝光町では増便だけでは利用者の増加につながらない可能性もあり、ダイヤやルートなどの継続的な見
直しを含めた持続性の観点からの検討が重要となる。
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子育て世帯の住環境へのニーズ

親と子（長子5歳以下）

親と子（長子6～11歳）

親と子（長子12～17歳）

全体（子育て世帯以外含む）
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子育て世帯の居住環境へのニーズ

生活機能のうち居住地選択において大きなマイナスとならないために補完が必要な
機能は「公共交通」、活かすべき強みは「子育て支援」であると考えられる

◼ 子育て世帯は、自然環境や敷地のゆとり、子供の遊び場・子育て支援サービスなどへのセグメント特有のニーズを持つ。
◼ 子育てと仕事を両立するために、通勤通学の利便性や、日常の買物などの利便性について、強いニーズを持つ傾向がある。

出所:「住生活総合調査」、国土交通省、2018年

生活機能

居住機能 余暇機能

生活機能

ニーズが高いが、横芝光町
が弱みとする機能

横芝光町の強みを活か
すことができる機能

ニーズが高い一方で、弱みとなら
ない水準で具備している機能。

生活機能 生活機能
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空港従業員の就業実態に関する初期調査結果

空港従業員の就業実態を考慮しても、「子育て支援」と「公共交通」の強化・拡充を検
討する余地があると考えられる

◼ 横芝光町において定住人口増加が見込まれる可能性が高い航
空機サービス業・その他サービス業・航空貨物業従事者は、原
則としてシフト勤務であり、休日も固定ではない。

就業実態の初期調査結果概要 空港関連従業員の居住地ニーズ初期仮説

◼ 平日の固定時間での勤務を想定した生活機能とのずれが予想さ
れる。

◼ 空港従業員の就業リズムを考慮した生活機能に対してニーズを
抱く可能性がある。

商業機能

子育て支援

公共交通

◼ 夜間認可保育園の創設や土日保育の拡充、
ファミリーサポートなどによる、子育て支援の拡
大。

◼ シフト勤務時の通勤に配慮したダイヤでの通勤
バスの運行。

◼ 深夜まで営業している日用品小売店。
→現状の横芝光町の機能で一定は充足。

※空港従業員のニーズについては現状では仮説で記載。有識者会議以降に、順次ヒアリングを通じて明確化する方針。
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横芝光町の交通利便性の概要

近隣の多古町・山武市では空港アクセスの強化に力を入れており、空港従業員の定
住地選択への影響が生じる可能性がある

多古こども園大型商業施設

バスターミナル

多古台住宅団地

大型駐車場

多古第一小学校

多古町におけるパーク＆ライド構想

◼ 自家用でバス停まで行き、バス
停付近の駐車場に駐車し、バス
で目的地に向かう乗り換えシス
テムであるパーク＆ライドを意識
した機能を多古台に配置。

◼ 駐車場付きのバスターミナル周
辺に、こども園と商業施設を集約
することで利便性を高め、バス利
用のインセンティブを高めている。

芝山町とWILLERによるMaaS実用化を目指した包括連携協定締結

◼ 「マイカー依存度が高いこと
による成田空港までの交通
渋滞」等を課題とする芝山町
と、『MaaS』等で交通効率化
を目指すWILLERが2020年
にMaaSの実用化を目指し、
包括連携協定を締結。

連携事項

① 地域経済活性化に貢献するモビリ
ティサービスやMaaSの検討

② 地域交通の利便性の向上に関する
取り組みの実施

③ 新たなモビリティサービスやMaaS
の実装に向けた実証実験の実施

④ その他本協定の目的達成に必要な
事項

概要

路線名 便数
空港行 空港発

始発 終発 始発 終発
中心市街地
停留所

横
芝
光
町

芝
山
町

多
古
町

空港
シャトルバス

24便 5:33 20:48 6:31 21:52無し

横芝光号
成田便

20便 5:20 21:00 7:45 22:10有り

空港
シャトルバス

24便 6:16 20:48 6:31 21:52有り

成田シャトル
（WILLER） 45便 5:30 21:45 6:50 26:15有り

多古-成田空港
間シャトルバス

5:50 20:48 6:31 22:5040便 有り

多古町・芝山町における公共交通に関する取組状況

◼ 横芝光町・成田空港間で運行されているバスは、近隣の多古町・芝山町と比較して便数としては遜色ないものの、便数の半数以上を占める
空港シャトルバスが横芝光町の中心市街地を通過しない状況となっている。

◼ 多古町ではパーク＆ライドによる自家用車から公共交通への転換促進が図られており、芝山町はMaaS実用化に向けた動きを進めている。

成田空港間へのバス運行状況
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さんむウイングライナーの取組概要

山武市では空港アクセス強化の観点から「さんむウイングライナー」に関する実証実
験を続けてきたが、利用者数は低位に留り、運行は終了した

◼ 2018年10月よえり、成田国際空港周辺企業への就業促進の
流れをつくる一環として、成田方面への路線バスであるさんむ
ウイングライナーを実証実験運航してきた。

◼ 実験運行を、2021年3月末で終了し、成田国際空港の第3滑走
路（C滑走路）の新設など空港の機能強化の進展に併せて、本
格運行を検討することにしていたが、運行終了。

0
100
200
300
400

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0

成田方面行

1日平均乗車数 1便平均乗車数 運行便数

0
100
200
300
400

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0

山武方面行

1日平均乗車数 1便平均乗車数 運行便数
2018年 2019年 2020年 2021年

2018年 2019年 2020年 2021年

山武市役所－（JR求名駅）－（城西国際大学カリ
ヨン通り）－（成東高校前）－JR成東駅－山武成
東インター入口－日向台－椎崎（令和2年3月1
日新設）－さんぶの森公園－山武北小学校前－
風和里しばやま－芝山中学校入口－整備地区
－空港第2旅客ターミナル－（イオンモール成田）
－（京成成田駅）

10往復/20便便数

路線

運行情報

さんむウイングライナーの概要 さんむウイングライナー実証実験結果

取組概要
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参考：川越市を拠点とするイーグルバスの取組事例

地域交通の再生に成功したイーグルバスの事例を踏まえると、路線配置・便数・ダイ
ヤなどを総合的に検討して持続可能な公共交通網を目指すべきと考えられる

会社概要

◼ 埼玉県川越市に本社を置き、2003年より路線バス事業に参入。
◼ 大手バス会社が、2006年に日高市、飯能市、ときがわ町、東秩父村などを通る3つの不採算路線の廃止を決めたことを受

けて、廃止路線を引き継ぐ。
◼ 同路線の再生に成功したことで注目を集め、国土交通大臣賞などを受賞。

ハブ＆スポーク

◼ 複数のバス路線について、役場近くにハブ停留所を設置
し、すべてのバスの発着を集約。

◼ ダイヤの調整により、ハブでの乗換をスムーズ化。

データに基づく路線・ダイヤ編成

◼ バス乗降口に赤外線センサーとGPSを設置し、「どの停
留所で何時に何人が乗降するか」のデータを収集。

◼ 低利用率の時間帯など明確化し、時刻表やルートを頻繁
に変えることで不採算路線を効率化・黒字化してきた。

取組概要



テレワーカーの仕事場ニーズを充足するとともに、地域との協働の場となるようなコ
ワーキングスペースの創出を目指すべきではないか
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「After/Withコロナ時代の働き方を実現する就業環境の創出」に関する取組テーマの設定

リモートワーカーの
ニーズに応え、

地域に活力をもたらすワーキ
ングスペースの創出

テーマの概要

サブターゲットへの遡及を主眼として、
リモートワーク時の自宅以外の仕事場ニーズを充足し、

かつ地域との協働の場となるようなワーキングスペースを創出する

テーマIV

女性の
活躍支援

関連：テーマII-③

テーマの概要

創業支援や再就職支援などを通じて、
子育て中・子育て後の女性の活躍を支援する

連携

海や川などを
活かしたまちづくり

海や川と緩やかに
関わりながら居心
地の良い時間を過
ごすことができる
空間の創出

海や川での
目的性の強い
アクティビティ

重点テーマ

活力の
創出

◼ サブターゲットとして誘引を図るテレワーカーは、自宅以外の仕事場へのニーズを持つため優良なコワーキングスペースの創出が訴求力を
持つ可能性が高い。

◼ サブターゲットとして想定されているのはマーケティング・企画職・クリエイティブ職などであり、地域との協働を推進する場として設計するこ
とで、関連テーマへの波及効果が期待できる。
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リモートワークによるライフスタイルへの影響

リモートワークの経験により、ワークライフバランスを見直す意識や、移住に対する関
心が高まる傾向にあるため、リモートワーカーを軸にサブターゲットを検討すべき

移住に対する関心ワークライフバランスに対する意識

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年12月

2021年4月

2020年12月

2021年4月

強い関心がある 関心がある

やや関心がある あまり関心がない

全く関心がない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年12月

2021年4月

2020年12月

2021年4月

感染症拡大前よりも、生活を重視するように変化

変化はない

感染症拡大前よりも、仕事を重視するように変化

わからない

◼ リモートワークを経験することで、ワークライフバランスに対する意識や移住に対する関心が向上する傾向がある。

リモートワークを実施していない就業者の意識 リモートワークを実施していない就業者の意識

リモートワークを実施した就業者の意識 リモートワークを実施した就業者の意識

出所：内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」より
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ターゲットとすべき職種の検討

リモートワーク経験率と移住への関心が共に高い、企画・マーケティング職などが主
たるターゲットとなるのではないか

医療・福祉・介護関連職

交通・運輸関連職

サービス職（販売・飲食など）

農林水産関連職

生産技術・製造技術・品質管理関連職

経営者・会社役員

教育・保育関連職

事務職 公務員・団体職員 クリエイティブ職（広告・出版関連）
専門職（コンサルタント・士業・金融）

営業職

総務・人事・経理職
Web・ゲーム関連職

エンジニア（IT、製造、素材、化学、
⼟⽊、建築等）

企画・マーケティング職

0%
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80%

90%
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ー
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率

移住への関心（計画・検討・関心）

◼ リモートワーク経験率が高く、職住分離が可能である職種であり、かつ移住への関心が高位である企画・マーケティング職や専門職などが
有望なターゲットとなり得る。

リモートワーク経験率×移住への関心（職種別）

出所：KDDI総合研究所 「コロナは移住を加速させるか？〜⾸都圏⽣活者の移住意向調査 」を基に弊社作成
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リモートワーク時の仕事場ニーズ

リモートワーク実施時の不満として、自宅の環境などを挙げる人が多く、57%の人が、
リモートワーク時の自宅以外の仕事場ニーズを感じている

出所：KDDI総合研究所 「コロナは移住を加速させるか？〜⾸都圏⽣活者の移住意向調査 」を基に弊社作成

リモートワーク時の自宅以外の仕事場ニーズリモートワーク実施時の不満

22%

35%
21%

13%

9%

強く感じる

やや感じる

どちらでもない

あまり感じない

全く感じない

34%

32%

31%

29%

27%

0% 20%

オンオフの切り替えがしづらい

自宅では出来ない仕事がある

自宅だとつい仕事以外のことをしたくなる

仕事上のコミュニケーションが取りづらい

仕事をするのに適した環境ではない
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参考事例：富士見森のオフィス

長野県富士見町のコワーキングスペース「富士見森のオフィス」は、移住者・地域住
民を繋ぎ、地域活性化につながるプロジェクトが生まれる場となっている

事例概要

事業名・呼称 富士見森のオフィス

場所 長野県諏訪郡富士見町

特徴

◼ 2015年12月に、富士見町が進める移住促進
施策「テレワークタウン計画」の一貫として
オープンした施設である。

◼ コワーキングスペースを中心として、個室型オ
フィス・会議室・食堂・キッチン、シャワールー
ム・庭などを備える。

◼ 単に作業場としてだけではなく、「つながりを求
めて」利用する人が多く、利用者の間で八ヶ岳
のローカルメディアをつくるチームが立ち上が
るなど、3年間で120以上のプロジェクトが生ま
れている。

出典：SUUMOジャーナルHP等を基に、デロイト作成
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「他自治体と差別化されたシティブランドの確立」に関する取組テーマの設定

統一的なプロモーション体制の中長期的な構築と、効率的かつ効果的なプロモーショ
ンの実行を通じてシティブランドの確立を目指す

◼ 相応の期間にわたるまちづくり構想においてシティブランドを確立するためには、専門知見にもとづく一貫したプロモーション施策の継続が
必要であるという考え方に基づき、中長期的なプロモーション体制の構築・専門家の登用を図る

◼ まちづくりにおいて開発された居住機能や交流機能が最大限の効果を発現するために、専門知見にもとづく効率的かつ効果的なプロモー
ションの実行が必要

プロモーションの実施内容・効果
等のフィードバック

専門的知見にもとづくプ
ロモーションの促進

海や川などを
活かしたまちづくり

海や川と緩やかに
関わりながら居心地
の良い時間を過ごす
ことができる空間の

創出

重点テーマ

重点テーマに基づく
プロモーション戦略

の検討

重点テーマに基づく
プロモーションの実行

統一的・中長期
的なプロモー
ション体制等の

構築

テーマの概要

シティブランドの実現に向けたプロモーションの検討・実行においては、専
門家による継続的な関与と中長期的な計画が必要不可欠であることから、
プロモーションを担当する専門家の確保と計画の策定が必要がある

テーマの概要

効率的かつ効
果的なプロモー
ションの実行

任命した専門家のプロモーション計画及びプロモーションの指示に基づき、
SNSや広告物など多様な媒体を効率的かつ効果的に活用し、横芝光町

の認知度と好感度の向上を図る

テーマⅤ-①

テーマⅤ-②
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千葉県流山市にけるシティプロモーションのキーマンと計画及び実行内容

流山市では、キーマンが複数年にわたってまちづくりのプロデュースやプロモーション
に関与する体制下で、一定の成果を上げている

自治体との関係性

プロモーション計画

実行内容

特筆すべき
プロモーション

• 5年任期付職員として採用。広報官として任期を継続更新し、現在は流山市役所のマーケティング課長
（参考：）

継続してシティプロモーションに係るプラン策定を実施
• 2011年、第1期シティセールスプラン策定
• 2016年、第2期シティセールスプラン策定
• 2021年、流山市ブランディングプラン策定

• 2010年10月より「母になるなら、流山市。」のコピーのもと、首都圏の駅で広告を展開、市外への発信を継続

• 特設PRサイトを開設し、住民によるまちの紹介動画の掲載や、市民から寄せられたまちでのストーリー紹介、
移住ウェルカムガイドの展開等を行っている

• プロモーション効率や町の盛り上がりの観点から、市民を巻き込んだPR活動を展開。メディアへの市民の露出
を高めること等で、町の一体感を高め、市民による自主的なPR活動を引き出した

河尻和佳子
• 14年間の電力会社で営業、マーケティングを担当。流山市への移住をきっかけに広報官に応募。
「母になるなら、流山市。」のコピーを発案。

成果
10年間で約2万人の人口増加
• 「母になるなら、流山市。」のコピーに基づく一連のPR等施策により人口の増加傾向を実現

広告

Webサイト
活用

キーマン
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流山市におけるマーケティング課長職の公募要件 抜粋

自治体事例を参考に任期付職員の公募条件の検討が可能

応募資格
応募資格

◼ マーケティングに関連する業務に従事した経験を有する者で、平成28年10月31日現在、年齢満58歳以下で
あること。なお、次のいずれかに該当する人は、応募できません。

• 日本の国籍を有しない者
• 地方公務員法第16条に定める欠格条項に該当する者
• 成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。）
• 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人
• 流山市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から2年を経過しない人
• 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを
主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

職位と主な職務内容
◼ マーケティング課長（課長級）
◼ マーケティング活動及びシティセールスの推進

任期 ◼ 2年

応募

◼ 提出書類
① 任期付職員選考申込書（第１号様式）
② 履歴書（第２号様式）
③ 職務経歴書（第３号様式）
④ 推薦状（第４号様式）
⑤ レポート課題「流山市の戦略的なマーケティング活動における課長としての役割」
（パソコンで作成すること。A４縦長の用紙で日本語の横書きとし、１行 40 字、１ページ 30 行、文字の
大きさはおおむね 12 ポイントとすること。課題及び氏名を冒頭に記載して 1 枚で完成すること。参考
として図表又はグラフを添付しても良い。）

給与等
◼ 給料は、流山市職員の給与に関する条例の規定に基づき、学歴、職歴等を勘案し決定します。その他、通勤
手当、住居手当、扶養手当、期末・勤勉手当等がそれぞれ支給要件に応じて支給

出所：流山市HP職員（一般任期付職員）採用選考案内もとにデロイト作成
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千葉県流山市にけるプロモーション計画

流山市では、プロモーションやブランディングに係るプランニングを継続して行い、
中長期にわたって計画的なプロモーション活動を実施している

第1期シティセールスプラン（2011年） 第2期シティセールスプラン（2016年） 流山市ブランディングプラン（2021年）

◼ 定住対象を30～40代前半の共働き子育て
世代（ＤＥＷＫＳ）に定めたマーケティング戦
略を展開

◼ ＤＥＷＫＳへのメッセージ「母になるなら、流
山市。」｢父になるなら、流山市。」を設定

◼ 市のブランド価値の向上とさらなる｢住み続
けたい」｢住みたい」需要の強化のため、「住
み続ける価値の高いまち」ブランドを目指し、
プランを推進

◼ 流山市が「選ばれる」まちでありつづけるた
めに、市のマーケティング戦略は市のブラン
ド価値向上のための推進活動「ブランディン
グ」に注力し、「良質な住環境」「快適な都市
環境」が共存する「住み続ける価値の高いま
ち」の実現を目指す
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千葉県流山市におけるプロモーションの実行

流山市では、首都圏駅での広告物展開や特設PRサイト活用によるプロモーションを
実行している

➢ 平成２２年度より、「母になるなら、流山市。」のキャッチコピーを
使い、首都圏駅でプロモーションを継続

➢ 特設PRサイトを開設し、居住者の声やウェルカムガイドの提示
を行っている

（ウェルカムガイド）

（特設PRサイト）

（令和元年11月1日より首都圏4駅5か所に展開のデジタルサイネージ）
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青島ビーチパークにおけるプロモーションのキーマンと計画及び実行内容

青島ビーチパークでは、キーマンが複数年にわたってプロデュースやプロモーション
に関与する体制下で、一定の成果を上げている

プロモーション計画
• 立ち上げ時、総合プロデューサーのもと、プランニングからネーミング、リーシング、空間プロデュースや店舗プ
ロデュース等、統一的な計画を策定 。その後プロヂューサーが統括ディレクターとして関与を継続

特筆すべき
プロモーション

• SNSを積極的に活用する一方で、地元向けには紙媒体でのPRも行うなど、ターゲットに応じた効果的なプロ
モーションを展開

成果

年間23万人の誘致と周辺エリアへの波及効果の創出
• 開業年度の2015年には23万人の誘致を実現（2014年までの約10年間は7~18万人を推移）
• 周辺店舗のリニューアルや新規出店等の波及効果も発現
• 第10回まちづくり賞 受賞（公益社団法人日本建築士会連合会）

実行内容

• タブロイド版リージョナル紙の発行等を実行

• 公式Webサイト、Facebookページ制作、実行

広告

Webサイト
活用

自治体との関係性
• 宮原氏と宮崎市の間に雇用関係はない。宮原氏は、「渚の交番青島プロジェクト実行委員会」から委託を受け、
助言等を提供する形で青島ビーチパークの統括ディレクターを務めた

宮原秀雄
• 17年間の博報堂勤務を経て独立。2015年1月より、家族で宮崎へ移住。青島ビーチパークの総合プロデュー
サーとして立ち上げに関与。現在も青島ビーチパークの統括ディレクターを務める。

キーマン

出所：宮原氏へのインタビュー記事、まちづくり受賞記事、宮崎市へのヒアリング等をもとにデロイト作成
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青島ビーチパークにおけるプロモーションの実行

青島ビーチパークでは、ターゲット等を考慮することで効率的かつ効果的なプロモー
ションを実行している

➢ 地元向けには、紙媒体でのPRも行うなど、ターゲットに応じたプ
ロモーションを展開

➢ 地元以外のポロモーションターゲットに対し、HPやFACEBOOK
等SNSを積極的に活用

（facebook） （Instagram）

（タブロイド紙：AOSHIMA BEACH STYLE）

（HP）
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青島ビーチパークにおける体制づくり

青島ビーチパークは、プロモーションの成功に向け大手広告代理店出身者をプロ
デューサーに起用し、民間のノウハウの活用が可能な体制を構築した

➢ 民間事業者の知見を取り込む体制の整備

特徴
◼ 渚の交番の運営主体として、宮崎市観光協会と宮崎市ライフセービングクラブの共同事業として設置された「渚の交
番青島プロジェクト実行委員会」を中核として、民間事業者やアドバイザーのノウハウを活用できる体制を整備。

青島ビーチパークに関する体制図

青島ビーチパーク

渚の交番
青島プロジェクト実行委員会

（公社）宮崎市観光協会

（NPO法人）
宮崎市ライフセービングクラブ

管理運営

宮崎市

宮崎県

補助金

土地
貸付 立ち上げ

（株）キャンバス

民間事業者

管理運営（一部）

委託

委託

助言

代表取締役
宮原秀雄



定住者誘引に向けた目指すべき姿の導出



横芝光町が目指すべき将来像

定住人口増加に向けて、横芝光町が具備すべき機能とエリアの位置づけを踏まえ、
まちの将来像のイメージを策定した
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➢ 個性的な飲食店や、趣味性の高い
住居の集積を図り、定住者、観光客の
双方にとって魅力的な海岸エリアを創出

➢ サーファーなどをターゲットとして
想定したコワーキングスペースなどを
整備し、新たな働き方・暮らし方ができる
拠点を目指す

➢ 堤防上の道路

（管理用通路）の整備を
行い、川沿いのサイクリ
ングロードとして機能強
化を促進

➢ 多くの人が九十九里
浜の魅力を体感でき
るように、仮設建築
などを駆使したカフェ
などによる憩いの空
間を創出

➢ こどもの国跡地と栗
山川漁港等の活用
による交流拠点の
創出

➢ カヤックや釣りの
拠点にもなって
いる親水施設等を
中心に賑わいを
創出

出典：横芝光町

➢ 子育て世帯をターゲットと
して、ゆとりのある区画、
緑化に配慮した宅地を形成

➢ 住居と合わせて、住民が
交流を図ることができる
コミュニティスペースを創出

➢ 単身者や子育て
世帯をターゲットとした
多世代共生型の
まちづくりを促進

出典：COPLUS HP

出典：Marine&Farm HP出典：HOWSTAY HP出典：下北線路街 BONUS TRACK

出典：ニュースイッチHP

出典：楽天トラベルHP

出典：横芝光町

出典：青島ビーチパーク HP

出典：横芝光町土地利用ビジョン

出典：ビーチパークリビング HP

➢ 横芝光ＩＣ周辺に、

商業・製造業・物流業
の誘致に加えて、アウ
トドア向け交流エリア
を備える複合拠点を形
成

出典：横芝光町産業導入拠点形成戦略

➢ 本格的な田舎暮らしを
志向するターゲットを
誘引するため、空家の
円滑な流通を促進

出典：横芝光町
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コンセプトの考え方と案

【参考】まちづくりのコンセプト案の考え方

➢ キーワード：海・川・星

◼ 内部環境・外部環境整理において見出された横芝光町の
強み「海・川などの豊富な自然資源」を踏まえ、海・川を地
域資源起点のキーワードとしたい

◼ 「海岸で星をきれいに見られる点で、青島ビーチパーク等
と差別化可能ではないか」といった有識者意見を踏まえ、
海川のみならず、星をキーワードとしたい

地域資源起点

➢ キーワード：スローライフ／敷居が低い

◼ 本構想は、多くのターゲット候補を対象と考え、メインテー
マを「海や川と緩やかに関わりながら居心地の良い時間を
過ごすことができる空間の創出」と掲げており、その意味
合いは、誰もが気軽に地域資源に触れ、楽しみ、憩うこと
を意図することから、そのニュアンスを表す”スローライフ”
をヒト起点のキーワードとしたい

◼ 例として栗山川は穏やかな流れを有し初心者でもあっても
川遊びに親しみやすい環境となっている。海・川・星といっ
た自然環境に親しむアクティビティに気軽にチャレンジでき
る意味合いを込めて”敷居が低い”をヒト起点のキーワード
としたい

ヒト起点

海・川・星を感じながら自分らしく過ごすまち

コンセプト

考え方 コンセプト案は、地域資源起点やヒト起点でキーワードを考案し、それらを掛け合わせることで導出することが有効
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東側宅地エリアにおける目指すべき姿・機能の概要

子育て中の世帯を主たるターゲットとし、ゆとりのある区画で、開放感・一体感のある
住宅地の形成を図るべきではないか

位置

エリアの概要

目指すべき姿・機能

◼ 子育て中の世帯を主たるターゲットとし、ゆとりのある区画で、開
放感・一体感のある住宅地の形成を図る。

◼ 横芝光町の強みである自然環境と調和した、緑化に配慮された
宅地形成を目指す。

◼ 新規定住者と既存住民が交流を図り、また新規定住者が横芝
光町というフィールドで様々な取組を行うことができるようなコ
ミュニティースペースや、親子で過ごしやすいサードプレイスとな
るような空間整備を検討する。

他エリア・関連機能との連動

◼ メインターゲットである空港従業員のニーズを踏まえた、子育て
支援の強化・公共交通の整備を模索・検討する。

大規模小売店立地エリア

公共施設等が集積するエリア

◼ 約16ha（推計）の農振農用地

◼ 大規模小売店等が集積するエリアまで約2㎞ほどの
距離。

◼ 図書館、体育館、光中学校などが集積するエリアまで
1Km以内の位置。

現況

位置
関係

参考イメージ

当該エリア

福岡県北九州市「サトヤマビレッジ」 北海道東川町「グリーンヴィレッジ」

居住拠点
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参考事例：東川グリーンビレッジ
（宅地）

北海道東川町では、町長の掲げる「適疎」なまちづくりという理念の下で、景観条例や
緑化協定などを駆使した特色ある宅地造成を進めている

事例概要

事業名・呼称 東川グリーンビレッジ

場所 北海道東川町

開発主体 東川町土地開発公社

特徴

◼ 町長の掲げる「適疎」なまちづくりという理念の
下で、単に人口を増やすのではなくゆとりのあ
る空間を重視し、過疎でも過密でもないまちを
目指している。

◼ ゆとりのある適疎で、魅力のある住環境の整
備に力を入れており、景観条例を制定し、｢東
川風住宅設計指針｣というデザインの指針を
示している。指針に沿った住宅については補
助金支援がある。

◼ 土地開発公社が開発を行い、子育て世代が
多く住む、分譲地の｢グリーンヴィレッジ｣は、
購入時に｢建築緑化協定｣を結ぶ必要があり、
道路境界から２ｍはグリーンゾーンとし、２本
以上の樹木を植栽することなどが定められて
いる。 東川風住宅モデルハウス

東川グリーンビレッジ

出典：東川町HP等を基に、デロイト作成
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参考事例：サトヤマヴィレッジ
（宅地）

福岡県北九州市では、「里山で暮らす」をコンセプトに、共有林をもつ宅地である「サト
ヤマヴィレッジ」を産官学連携で整備した

事例概要

事業名・呼称 サトヤマヴィレッジ

場所 福岡県北九州市

開発主体 コプラス/エス・コンセプト/九州大学/北九州市等

特徴

◼ 北九州市施行による「北九州学術・研究都市
北部土地区画整理事業」の一環で、〝彩りの
まち、響きの〟モデル街区整備事業として
2008年造成された街区。

◼ 〝里山で暮らす〟をコンセプトに、約1.2haの
敷地内に約3,000㎡の共有地を設け、800本
にも及ぶ樹木で雑木林造成。その周りに43戸
の家々を配置。

出典：株式会社コプラス HP等を基に、デロイト作成
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参考事例：ワンダーデバイス
（住宅）

株式会社アールシーコアは、 「住むよりも楽しむ」をコンセプトとするログハウスを展
開している

事例概要

呼称 ワンダーデバイス

事業者 株式会社アールシーコア

特徴

◼ 「住むよりも楽しむ」をコンセプトとするログハ
ウスブランドラインであるBESSをはじめとする
個性的な住宅を展開する株式会社アールシー
コアが展開する、「オープンに暮らす」ことを実
現する住宅。

◼ リビングとして使えるデッキと大開口の正面を
特徴としする。

◼ DIYやアウトドア好きの人々からの人気を集め
ている。

出典：株式会社アールシーコアHP等を基に、デロイト作成
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参考事例：渋谷東しぜんの国こども園
（保育園）

社会福祉法人東香会は地域に開かれた保育施設を目指して、地域の人々が活用可
能な空間を併設した「渋谷東しぜんの国こども園 」を運営している

事例概要

事業名・呼称 渋谷東しぜんの国こども園 ‒ small alley ‒

場所 東京都渋谷区東1丁目29-1 渋谷ブリッジ

運営主体 社会福祉法人東香会

特徴

◼ 地域に開かれ、街との関係性を深め、豊かな
出会いを育む保育施設を目指して2018年に
総定員123名の保育園として開園。

◼ 1階には、一般利用可能なカフェや、多目的ス
ペースを設置し、子供を中心に据えながら多
様な人々が集まる事が出来る自由度の高い
空間を実現している。

保育施設 カフェ
多目的
スぺース

こども園

多目的スぺース：子育てひろば BUTTERsmall alley cafe

保育施設

出典：渋谷東しぜんの国こども園 ‒ small alley ‒HP等を基に、デロイト作成

施設の機能概要
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西側宅地エリアにおける目指すべき姿・機能の概要

生活や児童・教育施設との近接性を活かした西側エリア周辺の価値を高める
新たな居住拠点を目指すべきではないか

位置

エリアの概要

目指すべき姿・機能

◼ 大規模商業施設や駅、児童・教育施設との近接性といった利便
性×地方での暮らしにニーズを有する単身者（老若男女）や子
育て世帯をターゲットとした多世代共生型のまちづくりを目指す。

◼ 単身者向けのアパートや子育て世代向けの戸建てエリア、多世
代が交流を図る屋外型のコモンスペース、一部一階を店舗にし、
エリア内外の住民が訪れる仕組・仕掛けを具備し、西側周辺エリ
アの居住ニーズを高める新たな拠点化を目指す。

他エリア・関連機能との連動

◼ 当エリアの開発を通じて、西側周辺エリアの空き家・宅地の更な
る造成の推進・検討を模索する。

大規模小売店立地エリア

公共施設等が集積するエリア

◼ 約14ha（推計）の農振農用地。
◼ 航空機騒音障害防止地区を含む。

◼ 大規模小売店等が集積するエリアまで約３００mで利
便性が高い。

◼ 保育園や横芝小・中学校などが集積するエリアまで
2.5Km以内の位置。

現況

位置
関係

参考イメージ

東京都東久留米市
「ルシュバル東久留米」

東京都世田谷区
「下北線路街 BONUS TRACK」

当該エリア

居住拠点
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参考事例：下北線路街 BONUS TRACK
（店舗兼用住宅・商業施設）

小田急の線路跡地において、新築の商店街を店舗兼用住宅で構成することで、
まちに新たなつながりを生む場所として、活性化を図っている

事例概要

事業名・呼称
下北線路街 BONUS TRACK
（兼用住宅・商業施設/新築）

場所 東京都世田谷区代田二丁目

当該企業の
主な役割

設計・内装監理（施主は小田急電鉄）

特徴

◼ 地下化した小田急線の線路跡地に、個人が小
商いを始めやすい環境を生み出すことで、下
北沢の街並みを引き継ぐ新築の商店街をつく
るプロジェクト

◼ 個人が店舗を持続して構えやすいように、1区
画10坪（住戸5坪・店舗5坪）兼用住宅を設計

◼ 兼用住宅とすれば、住宅地のうち49%は住宅
以外の機能を持つことができ、この余白を活
用していくことで、住宅地をまったく別の環境
へと生まれ変わらせることを狙った

◼ 本枠組みを近隣の空き家活用へと展開してい
くためのロールモデルとしても位置付けている

時期 2020年4月竣工

出典：株式会社ツバメアーキテクツ HP等を基に、デロイト作成



事例概要

事業名・呼称 ルシュバル東久留米

場所 東京都東久留米市神宝町2丁目2-5

当該企業の
主な役割

ランドスケープデザイン
（ブルースタジオが建築実施）

特徴

◼ 東久留米市にある築27年の賃貸住宅とその駐車
場をコモンガーデン（私設公園）にリノベーションし
たプロジェクト

◼ コモンガーデンをつくるという発想はブルースタジ
オが行い、ランドスケープデザイン社はコモンガー
デンの設計監理者として本プロジェクトに参画

◼ 工事段階では、全てを作り込みせず、近隣の人々
も巻き込んだ芝張りや小屋づくりのワークショップ
によって地域コミュニティのつながりをデザイン

◼ 本取り組みが、郊外の共同住宅リノベーションの
先進事例として広く認知され、緑豊かなコモンス
ペースのつながりが郊外エリアの価値向上に寄与
することを目指す

時期 2017年竣工
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参考事例：ルシュバル東久留米
（賃貸住宅リノベーション）

アパートのリノベーションのプロジェクトでは、新たにコモンガーデンとして緑豊かなス
ペースを設け、地域コミュニティのつながりをデザインした

◼ リノベーション前

◼ リノベーション後

出典：株式会社ランドスケープ・プラスHP等を基に、デロイト作成
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参考事例：moto.8：モトッパチ
（店舗兼用住宅）

店舗兼用住宅の造成に加え、コミュニティ広場も設けたことで、
まちに新たなつながりを生む場所として、活性化を図っている

事例概要

事業名・呼称 moto.8：モトッパチ

場所 千葉県市川市

当該企業の
主な役割

設計

特徴

◼ 市川市の本八幡駅近くに建つ、新築木造2階建
てのテナント兼用住宅を設計

◼ 道路に面した1階のテナントは大きな開口部を作
り、また建物の中央部分にはコミュニティ広場を
配置し、地域住民の憩いの場やイベント時等に
利用できるよう設計

◼ 元々敷地内に建設されていた旧母屋を設計のシ
ンボルとして、一度解体した後、部材を再利用し
て再現を行い、テナント施設として再生

時期 2019年竣工

◼ 竣工後の様子

出典：株式会社みかんぐみHP等を基に、デロイト作成
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参考事例：茅ヶ崎なりわいヴィレッジ 『TSUBANA』
（店舗兼用住宅）

店舗兼用住宅の造成により、居住者が店舗に訪れた人とつながり、同じ場で店をひら
く仲間たちと関わり合い、今までになかった新たなひろがりを生むことを目指す

事例概要

事業名・呼称 茅ヶ崎 なりわいヴィレッジ 『TSUBANA』

場所 神奈川県茅ヶ崎市幸町7-26

当該企業の
主な役割

建築設計監理

特徴

◼ 「やりたかった」を街にひらく暮らしの形を実現
するもので、1LDKのメゾネットタイプの2階で
暮らし、1階をなりわいのスペースとして、職住
近接型の住居を設計

◼ 個人の何気ない趣味やこだわりを街にひらくこ
とで、訪れた人とつながり、同じ場で店をひらく
仲間たちと関わり合い、今までになかった新た
なひろがりが生むことを目指す

◼ アトリエ兼ワークショップスペースとして活用す
る人や飲食店を営む人が居住している

時期 2020年完成

◼ 住居のイメージ

◼ 賃貸住宅の種類

• 店舗可タイプの住居
• 賃料：17万～18万程度
• 面積／間取り：1LDK
（メゾネットタイプ）

• アトリエ付き住居
• 賃料：15万程度
• 面積／間取り：2LDK
（メゾネットタイプ）

出典：株式会社ブルースタジオHP等を基に、デロイト作成
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居住拠点としての屋形海岸における目指すべき姿・機能の概要

屋形市街地では、特色ある住宅やコワーキングスペースの整備により、 After/With 
コロナ時代の、新たな働き方・暮らし方を実現可能な拠点を目指すべきではないか

位置 目指すべき姿・機能

◼ 本検討で、交流・余暇機能の中心的な位置づけがされている屋
形海岸の後背地に位置する市街地であり、海に魅力を感じて横
芝光町を居住地に選択する移住者をターゲットに、趣味性の高
い居住地を目指す。

◼ サーファー向けの住宅や、早朝サーフィン後にテレワークを行う
事が出来るコワーキングスペースの導入などにより、After/With 
コロナ時代における、海辺での新たな働き方・暮らし方を実現す
可能な拠点を目指す。

エリアの概要

居住拠点

◼ 一定の住居・コンビニ・飲食店などが集積する住宅街。

◼ 最寄の大規模小売店等が位置するエリアまで約4㎞
ほどの距離。

◼ 屋形海岸の砂浜まで約800mの距離に位置。

現況

位置
関係

当該エリア

参考イメージ

サーファー向け住宅：
SUNRISE

こどもの国跡地

栗山川漁港

マリンピアくりやまがわ

コワーキングスぺース：
たかすなベース
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参考事例：サーフィン住宅
（個性的なライフスタイルの提供における事例）

自治体のサーフィン移住の推進に呼応し、ライフスタイルに合致した住宅造成がなさ
れている

サーフィン住宅

◼ 居宅の前に、個別にシャ
ワーが設置され、海のライ
フスタイルに対応

◼ 広々としたエントランスの
ため、サーフィンボードの
設置が可能

◼ 千葉県一宮町
◼ 2LDK
◼ 52.78㎡

出所：株式会社バンブーインターナショナルHP
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参考事例： ：株式会社オープン・エーよる一宮町での開発事例

一宮町では、株式会社オープン・エーにより、特色ある住宅建設が行われている

施設形態 住居

場所 千葉県長生郡一宮町一宮

特徴

◼ 設計/デザインを軸としながら、社会課題の解
決や、エリアの開発、新しいカルチャーの創出
などを実現する複合的なチームを目指してい
る設計・建築事務所であるオープン・エーによ
る小規模造成

◼ 代表の馬場正尊氏が、一宮町と東京の2拠点
居住を始めたことをきっかけとして、一宮町内
での設計・施行に多数関わる。

運営 株式会社オープン・エー

事例概要

出所:株式会社OpenA HPを参考にデロイト作成
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参考事例： ：株式会社インヴァランスによる開発の概要

一宮町では、地元に根付いた設計・建築事務所以外の業者についても、特色ある宅
地開発に参入する動きがみられる

オープン日

施設形態 複合型住居施設

2021年5月

場所 千葉県長生郡一宮町一宮

特徴

◼ サーファーを中心とする、別荘や二拠点生活、
定住者をターゲットとした宅地。

◼ サーフストリートと呼ばれる県道30号線に面す
る場所に位置する。

◼ 軽飲食やコワーキングスペースなどを提供を
する CLUBHOUSE(クラブハウス)を中心に、
賃貸住宅の APARTMENT(アパートメント)エ
リア、分譲住宅の RESIDENCE(レジデンス)
エリアの3つに分かれた、およそ1,500坪を有
する施設。

運営
株式会社インヴァランス
（大東建託株式会社が100％株主）

事例概要

出所:PARASOL - The Surfside Village ICHINOMIYA HPを参考にデロイト作成
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参考事例：たかすなベース
（コワーキングスペース）

神奈川県茅ヶ崎市では、「海好きという共通の価値観を持った方と過ごせる空間」 を
コンセプトにしたコワーキングスペースを株式会社TakasunaBASEが運営している

オープン日

施設形態 コワーキングスペース

2020年12月

場所 神奈川県茅ヶ崎市

特徴

◼ 海好きのワークスペースとして、｢海街茅ヶ崎
らしい空間」・｢都心からのほどよい距離感」・
「海好きという共通の価値観を持った方と過ご
せる空間」といったコンセプトのもとで運営され
ているコワーキングスペース。

◼ コワーキングスペースでありながら、、シャ
ワーやサーフボードロッカー、レンタル自転車
などのサービスを完備した海街ならではの施
設となっている。

◼ TakasunaBASE代表の小山享祐氏は、一般
社団法人ワーケーション協会理事を務める。

運営 株式会社TakasunaBASE

事例概要

出所:タカスナベースHPを参考にデロイト作成
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田園エリアにおける目指すべき姿・機能の概要

田園エリアにおいては、自然が豊かで静かな環境での居住を求める移住者を受け入
れる拠点とすることを目指すべきではないか

位置 目指すべき姿・機能

◼ 都心からの移住を想定しているサブターゲットを念頭に、利便性
を求めず、不便であっても自然が豊かで静かな環境での居住を
求める移住者を受け入れる拠点とすることを目指す。

◼ 空家（古民家など）の流通を促進することで住宅ニーズに応える
ことを目指すほか、移住体験住宅などの整備により、転入の
ハードルの引き下げを目指す。

◼ 田園エリアならではの、移住者と住民の交流を促進するような空
間や、リモートワークが可能なコワーキングスペースなどの導入
を検討する。

エリアの概要

居住拠点

◼ 篠本新井地区など、整備された田畑の美しい風景が
広がる田園エリア。

◼ 都市機能が集中する中心市街地とは、線路を挟んで
反対側に位置する。

現況

位置
関係

参考イメージ

大規模小売店立地エリア

公共施設等が集積するエリア

福井県美浜町：移住居住体験施設「黄舎」 古民家オフィスみらいと奥出雲
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余暇・交流拠点としての屋形海岸における目指すべき姿・機能の概要

屋形海岸においては、マリンピアくりやまがわの中核的拠点としての機能の強化を図
り、余暇・交流拠点としての魅力の向上を目指すべきではないか

位置 目指すべき姿・機能

◼ マリンピアくりやまがわにおいて、より多くの人が九十九里浜の
魅力を体感できるように、仮設建築などを駆使したカフェなどに
よる憩いの空間創出や、イベント開催などを行うことで、多様な
目的の人々が川沿いや海岸で時間を過ごすことができる中核的
な拠点として機能の強化を図る。

◼ 海岸後背地である屋形市街地には、海岸を訪れた人が立ち寄る
事が出来るカフェや飲食店などの周辺的な拠点の導入を図る。

◼ 栗山川漁港・こどもの国跡地などを活用し、アクティビティ・レ
ジャーの中心となる拠点の創出を図る。

◼ 海岸部での回遊性向上に考慮した、歩きやすい道路整備や回
遊意欲を向上させる景観創出を図る。

エリアの概要

余暇・交流拠点

青島ビーチパーク 青島ビーチビレッジ

参考イメージ

こどもの国跡地

栗山川漁港

マリンピアくりやまがわ

屋形市街地

◼ 九十九里を一望でき、散策路・ベンチ
等を備えたマリンピアくりやまがわが位
置。

現況

◼ 一定の住居・コンビニ・飲食店などが集
積する住宅街。

◼ こどもの国の跡地・利用が停止された
栗山川漁港が位置している。

マリンピア
くりやまがわ

こどもの国
跡地・漁港

市街地
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参考事例：青島ビーチパーク
（海岸部憩い拠点）

宮崎県宮崎市青島では、コンテナショップや憩いのスペースからなる青島ビーチパー
クを、民間知見を取り込む体制のもとで運営し、賑わいの創出を図っている

事例概要

事業名・呼称 青島ビーチパーク

場所 宮崎県宮崎市青島

運営主体 渚の交番青島プロジェクト実行委員会

特徴

◼ 青島海岸の隣接地におけるコンテナショップを
中心とした事業を展開。

◼ これまでは4月中旬～10月上旬まで開設して
きたが、2022年度から通年での常設へと切り
替える方針。

◼ 設置以降、例年5万人から15万人が訪れる交
流拠点としての地位を確立。

◼ 渚の交番の運営主体として、宮崎市観光協会
と宮崎市ライフセービングクラブの共同事業と
して設置された「渚の交番青島プロジェクト実
行委員会」を中核として、民間事業者やアドバ
イザーのノウハウを活用できる体制を整備。

出典：青島ビーチパークHP等を基に、デロイト作成
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参考事例：青島ビーチヴィレッジ
（海岸部レジャー拠点）

キーパーソンである宮原氏を中心に据えた企画チームにより、大規模な開発を伴う青
島ビーチヴィレッジ構想の実現を目指している

事例概要

事業名・呼称 青島ビーチヴィレッジ

場所 宮崎県宮崎市青島

事業主体 青島プロジェクト株式会社

特徴

◼ 青島海岸に隣接する遊休地を活用して、「観
光と移住のあいだ」をコンセプトとする「ビーチ
コミュニティハブ」である、「青島ビーチヴィレッ
ジ」を建設する。

◼ 2022年の開業を目指しており、施設にはコ
テージ・レストラン・シェアオフィスなどが整備さ
れる予定。

◼ 青島プロジェクト株式会社を企画運営の中核
としつつ、企画チームとして青島ビーチパーク
のプロデュースに関わってきた宮原秀雄氏な
どが参画する体制を構築。

◼ 宮原氏以外にも、鎌倉七里ガ浜の
「WEEKEND HOUSE ALLEY」のプロデュー
スを手掛けた関口正人氏などが参画。

出典：AOSHIMA BEACH VILLAGE-青島ビーチヴィレッジHP等を基に、デロイト作成
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余暇・交流拠点としての栗山川における目指すべき姿・機能の概要

栗山川沿川については、堤防上の道路（管理用通路）の機能強化と、拠点機能の整
備により、川沿いでの人々の回遊を促進すべきではないか

位置 目指すべき姿・機能

◼ カヤックツアーの拠点ともなっている光クリーンパークを中心に、
横芝光町や周辺市町の飲食店や生産者を集めたマルシェなど
のイベントを開催し、より多くの人が川辺での時間を楽しむことが
できる空間を目指す。

◼ 川沿いでの人々の回遊性を上げるために、複数のレンタサイク
ルステーションの導入を図る。

◼ 堤防上の道路（管理用通路）の整備を行い、川沿いのサイクリン
グロードとして機能強化を図る。

◼ 栗山川漁港を活用し、アクティビティ・レジャーの中心となる拠点
の創出を図る。（再掲）

現況

余暇・交流拠点

栗山川漁港

長塚

栗山川河川敷

参考イメージ

とくしまマルシェ

現況
◼ ペンションが一定集積しているほか、栗
山川へのアクセスが良い光クリーン
パークが位置している。

◼ 利用が停止された栗山川漁港が位置
している。

長塚

栗山川漁港

河川敷 ◼ 堤防上の道路（管理用通路）が整備済
み区間と未整備区間が混在

重信川サイクリングロード
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参考事例：とくしまマルシェ
（河川敷での賑わい創出）

徳島県徳島市では、徳島県内の名産品を販売するとくしまマルシェを徳島市新町川
沿いのボードウォーク周辺で開催することで賑わい創出を図っている

事例概要

事業名・呼称 とくしまマルシェ

場所
徳島県徳島市東船場町1丁目
しんまちボードウォーク周辺

運営主体 株式会社ネオビエント

特徴

◼ 毎月最終日曜日、徳島市新町川沿いのボード
ウォーク周辺で開催する徳島県最大級の産直
市で、毎回約8,000人が訪れる。

◼ とくしまマルシェ事務局スタッフが直接足を運
び、徳島県内の食材を探し、出店交渉を行う
逆指名スタイルを採用。

◼ イベントや施設運営、観光を通じて「徳島に新
しい風を吹かせたい」という想いから創業され
た株式会社ネオビエントが運営を行う。

出典：とくしまマルシェHP等を基に、デロイト作成
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参考事例：湖の駅さめうらカヤックテラス
（アウトドアアクティビティ拠点）

高知県土佐町では、カヤックやサイクリングなどのアウトドアを起点した交流人口増加
を目指して、「さめうらカヤックテラス」を整備・運営している

事例概要

事業名・呼称 湖の駅 さめうらカヤックテラス

場所 高知県土佐町さめうら湖

運営主体 高知県土佐町

特徴

◼ カヤックやS U P など湖面アクティビティを核と
した体験プログラムを提供する自然体験型観
光拠点。

◼ レンタサイクルやアウトドア等の発着場所とし
て位置づけ、情報発信拠点として交流促進を
実施。

◼ 1㎞の直線距離が確保できるという全国的に
珍しい湖のため、元々競技カヤックが行われ
てきた。

◼ 多くの競技者が集まっていたことに着目し、土
佐町をカヤックの聖地として盛り上げ、競技者
だけではなく、多くの人々を誘引するための拠
点となる施設を設置する計画がすすめられた。

出典：湖の駅さめうらレイクタウンHP等を基に、デロイト作成
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アクションプラン検討に向けたプロジェクト初期案の整理

エリア別プロジェクトと機能別プロジェクトに整理した上で、各テーマの推進を図る

取組テーマの方向性

After/Withコロナ時代の働き方を
実現する就業環境の模索

公共交通による
空港アクセス向上の模索

他自治体と差別化された
シティブランドの確立

海・川などを活かした、
ライフスタイルが体感できるまちづくり

子育て世帯に優しく、
女性に選ばれるまちづくり

魅力的な居住環境の創出

プロジェクト

栗山川活用高度化
プロジェクト

屋形海岸活用高度化
プロジェクト

西側新宅地創出
プロジェクト

東側新宅地創出
プロジェクト

既存市街地価値向上
プロジェクト

女性に選ばれる
まちづくりプロジェクト

公共交通高度化
プロジェクト

エリア別
プロジェクト

機能別
プロジェクト

エリア別
プロジェクト

機能別
プロジェクト

取組テーマ

海や川と緩やかに関わりながら
居心地の良い時間を過ごすことができる空間の創出

海や川での目的性の強いアクティビティの推進

横芝光町らしい新規宅地の創出

既存市街地の高度化/
地域資源を活かした特色ある住宅の集積

魅力ある空家の有効活用

育児負担の軽減

女性・家族に心地よい居場所の創出

女性の活躍支援

持続可能な空港アクセスの検討

リモートワーカーのニーズに応え、
地域に活力をもたらすワーキングスペースの創出

統一的・中長期的なプロモーション体制等の構築

効率的かつ効果的なプロモーションの実行

シティブランド確立
プロジェクト
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2024年度末及び2028年度末の目指すべき姿初期案（1/5）

2028年度末の目指すべきゴールを達成するために必要な、3年後の目指すべき状態
を検討した

2024年度末時点で
横芝光町役場が目指すべき状態方針

＜2028年度末のゴール＞
◼ 空港関連従業員の間で

有力な居住地候補の選
択肢としての地位を獲
得し、一定の居住がな
されている状態。

◼ 土地利用規制に関する手続きが完了しており、
造成工事に着工可能な状態。

西
側
新
宅
地
創
出

◼ 区画全体を統一的に開発する手法の検討、
事業者の選定が完了しており、計画的な造成
を開始している状態。

◼ 宅地の構想及び、公園や商業施設など、附
随して整備すべき機能についての構想策定
が進められている状態。

西側新宅地における

多世代共生型住宅地の
創出

◼ 大規模商業施設や駅、児童・教育施
設との近接性といった利便性×地方
での暮らしのニーズを有する単身者
（老若男女）や子育て世帯をターゲッ
トとした多世代共生型のまちづくりが
完了しており、新規住民を受け入れて
いる状態。

◼ 土地利用規制に関する手続きに着手してい
る状態。

東
側
新
宅
地
創
出 ◼ 区画全体を統一的に開発する手法、事業者

の選定が進められている状態。

◼ 宅地の構想及び、公園や商業施設など、附
随して整備すべき機能についての構想策定
が進められている状態。

東側新宅地における
子育て世帯向け
住宅地の創出

◼ 子育て中の世帯を主たるターゲットと
し、ゆとりのある区画で、開放感・一
体感のある住宅地の形成を及び、附
随機能の開発が一部完了しており、
新規住民を受け入れている状態。

既
存
市
街
地
価
値
向
上

既存市街地における
景観誘導

魅力ある空家の
有効活用

◼ 景観誘導に関する手法検討が完了している
状態。

◼ 空家バンクなどの既存の取組を普及するた
めの検討が完了している状態。

◼ 景観誘導に関する施策が展開されて
いる状態。

◼ 借上げ転貸などの新たな空家活用事業に関
する検討が完了し、実証実験が進められてい
る状態。

◼ 空家バンクなどの既存の仕組みが機
能し、円滑に流通している状態。

◼ 借上げ転貸などの新たな空家活用事
業により、一定数の物件が供給され
ている状態。

＜2028年度末のゴール＞
◼ 空家を活用した魅力的

な物件や施設が一定程
度形成され、サブター
ゲットを中心とした移住
希望者のニーズに応え
ることができている状態。

2028年度末時点で
横芝光町役場が目指すべき状態

施策を通して
目指すべきゴール
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2024年度末及び2028年度末の目指すべき姿初期案（2/5）

2028年度末の目指すべきゴールを達成するために必要な、3年後の目指すべき状態
を検討した

方針

＜2028年度末のゴール＞
◼ 空港関連従業員をはじ

めとする、成田空港周
辺市町の住民の間で、
子育てをしやすい町、
女性が輝ける町として
認知されている状態。

◼ 保育園・学童保育の開園時間の延長や、通
園バスなどの育児負担軽減施策についての
施策が一部実行に移されている状態。

女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

育児負担の軽減

◼ 子育て前、子育て中の女性をター
ゲットとした施策が実行されており、
女性のニーズを元に継続的な施策見
直しが行われている状態。女性・家族に心地よい居

場所の創出

女性の活躍支援

テーマ横断的検討
◼ まちづくりへの女性のニーズの継続的な反映
や男女共同参画の促進を図るための検討体
制が構築されていること。

◼ 空家活用や屋形海岸活用高度化、新規宅地
開発と連携し、カフェなどの女性・家族に心地
の良い空間創出に向けた事業者誘引に着手
している状態。

◼ 成田国際空港・横芝光町間のバスについて
増便を含めた、横芝光町民の利便性に資す
る取組が試行されている状態。

公
共
交
通
高
度
化

◼ 成田国際空港・横芝光町間のバス運行につ
いて、ダイヤ・ルートなどの効率化・改善につ
いて継続的な検討を行える体制を構築出来
ている状態。

持続可能な
空港アクセスの検討

◼ 成田国際空港・横芝光町民の公共交
通アクセスについて、持続可能な形で
の利便性向上が達成され、一定の利
用者が確保されている状態。

継続的な検討体制整備 ＜2028年度末のゴール＞
◼ 空港関連従業員・横芝

光町民の双方において、
バスがアクセス手段とし
て認識され、利用されて
いる状態。

◼ 創業支援や再就職支援などの女性の活躍支
援について方針の検討がなされており、一部
実行に移されている状態。

2024年度末時点で
横芝光町役場が目指すべき状態

2028年度末時点で
横芝光町役場が目指すべき状態

施策を通して
目指すべきゴール
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2024年度末及び2028年度末の目指すべき姿初期案（3/5）

2028年度末の目指すべきゴールを達成するために必要な、3年後の目指すべき状態
を検討した

方針

＜2028年度末のゴール＞
◼ 空港関連従業員をはじ

めとする、成田空港周
辺市町の住民の間で、
週末などに訪れる場所
として屋形海岸が認知
されている状態。

◼ 横芝光町民が積極的
に屋形海岸を訪れ、
「海・川・星のある暮ら
し」を実践している状態。

◼ サーフィンなどマリンア
クティビティを趣味とす
る都内在住者が、移住
を積極的に検討するエ
リアとして認知されてい
る状態。

◼ 交流機能の開発において、統一的な推進や
全体調整機能が発揮・維持されている状態

屋
形
海
岸
活
用
高
度
化

◼ 魅力的なイベントの開催などによるソフト面で
の高度化が行われている状態。

◼ マリンピア公園の再整備などのハード面での
高度化に着手している状態。

◼ マリンピアくりやまがわの活用と連動する形
で、こどもの国跡地と漁港の活用に関する協
議が千葉県と開始されている状態。海岸部の活用高度化

・マリンピアくりやまがわ
の活用高度化

・こどもの国跡地・栗山川
漁港の活用

・屋形市街地の魅力向上

◼ マリンピアへのアクセス道路について回遊性
向上のための計画策定に着手している状態。

◼ 空家活用などを念頭に、コワーキングスペー
スや移住体験住宅といったサブターゲット誘
引のための計画策定に着手している状態。

◼ サーファー向け住宅などの特色ある住宅の
集積に向けて、設計会社などとの関係性構
築に着手されている状態。

◼ 屋形海岸での滞在時間延長に資する店舗な
どの誘致に着手している状態。

◼ 交流機能の開発において、統一的な
推進や全体調整機能が発揮・維持さ
れている状態

◼ マリンピアくりやまがわでのイベント開
催などが定着している状態。

◼ 仮設建築などを含むハード面での高
度化が完了し、更なる高度化が検討
されている状態。

◼ こどもの国跡地と漁港の活用に関す
る具体的事業に着手されている状態。

◼ 海岸部での回遊性向上に考慮した、
安全な道路整備が完了している状態。

◼ 海岸後背地である屋形市街地には、
海岸を訪れた人が立ち寄る事が出来
るカフェや飲食店などの周辺的な拠
点の導入が進められている状態。

◼ サーファー向け住宅等の個性的な住
宅・移住者向けコワーキングスペース
などが集積したエリアの形成が一定
程度実現している状態。

検討体制整備

2024年度末時点で
横芝光町役場が目指すべき状態

2028年度末時点で
横芝光町役場が目指すべき状態

施策を通して
目指すべきゴール
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2024年度末及び2028年度末の目指すべき姿初期案（4/5）

2028年度末の目指すべきゴールを達成するために必要な、3年後の目指すべき状態
を検討した

方針

＜2028年度末のゴール＞
◼ 空港関連従業員をはじ

めとする、成田空港周
辺市町の住民の間で、
週末などに訪れる場所
として栗山川が認知さ
れている状態。

◼ 横芝光町民が積極的に
栗山川を訪れ、「海・川・
星のある暮らし」を実践
している状態。

◼ 河川沿いのサイクリングロード整備に関する
計画策定が着手されている状態。

栗
山
川
活
用
高
度
化

◼ 栗山川沿いにおいて、マルシェなどのイベン
トが開催され、交流拠点としての機能高度化
が着手されている状態。

栗山川沿いの
回遊性向上

＜関連構想＞
IC周辺複合拠点の開発

➢ 土地利用規制に関する手続きの手法が確定
し、申請が完了している状態。

◼ 河川沿い道路整備が行われ、サイク
リングロードとして機能している状態。

◼ 栗山川沿いにおいて、マルシェなど
のイベントを開催し、より多くの人が
川辺での時間を楽しむことができる
空間が形成されている状態。

➢ 拠点造成に関する工事に着工してお
り、一部施設については先行して開業
している状態。

◼ レンタサイクルステーションなどのサイクリン
グ普及に係る整備の検討に着手している状
態。

◼ 複数のレンタサイクルステーションが
整備され、気軽にサイクリングを楽し
むことが可能な状態。

◼ 町内事業者及び、周辺地域の事業者による
連携体制が構築に着手している状態。

◼ 町内事業者及び、周辺地域の事業
者による連携体制が機能している状
態。

◼ 栗山川親水施設のリニューアルの検討に着
手している状態。

◼ 栗山川親水施設のリニューアルがさ
れ、居心地のいい空間として機能し
ている状態。

2024年度末時点で
横芝光町役場が目指すべき状態

2028年度末時点で
横芝光町役場が目指すべき状態

施策を通して
目指すべきゴール



126

2024年度末及び2028年度末の目指すべき姿初期案（5/5）

2028年度末の目指すべきゴールを達成するために必要な、3年後の目指すべき状態
を検討した

方針

◼ プロモーション統括担当（専門家）の指示
のもと、プロモーション施策が実行されて
いる状態。

効率的かつ効果的なプ
ロモーションの実行

◼ 一定のプロモーション戦略、ブラ
ンドコンセプトのもと、プロモー
ション効果測定やフィードバック
のサイクルが機能し効率的かつ
効果的なプロモーション活動が
実行されている状態。

＜2028年度末のゴール＞
◼ 空港関連従業員や都
心在住者に対し、ブラ
ンドコンセプトが一定
認知され、居住者の誘
致が進んでいる状態。

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
確
立

統一的・中長期的な
プロモーション
体制等の構築

◼ プロモーション統括担当（専門家）の任命
が完了し、効果的なプロモーションの実施
に向けた計画の策定がなされた状態。

2024年度末時点で
横芝光町役場が目指すべき状態

2028年度末時点で
横芝光町役場が目指すべき状態

施策を通して
目指すべきゴール



3ヵ年アクションプラン



2023年度 202４年度2022年度

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
検
討

➢ 開発手続着手

ゴールイメージ

西
側
新
宅
地
創
出
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2024年度末までに目指すべき状態から逆算した3ヵ年のアクションプランを策定した

2024年度末に向けた3ヵ年アクションプラン初期案(1/6)

西
側
新
宅
地
に
お
け
る

多
世
代
共
生
型
住
宅
地
の
創
出

東
側
新
宅
地
に
お
け
る
子
育
て

世
帯
向
け
住
宅
地
の
創
出

既
存
市
街
地
に
お

け
る
景
観
誘
導

➢ 景観誘導に関する手法・スキーム
の検討

➢ 景観誘導に関する施策実施

➢ 空家バンクの活用推進に向けた
施策検討

東
側
新
宅
地
創
出

既
存
市
街
地
価
値
向
上

魅
力
あ
る
空
家

の
有
効
活
用

➢ 開発ニーズに関するサウンディン
グ調査

➢ 開発ニーズに関するサウン
ディング調査

➢ サウンディング調査を踏まえ
た開発構想策定

➢ 都市計画手続き

継続

➢ 都市計画手続き

➢ サウンディング調査を踏まえ
た開発構想策定

継続

➢ 空家バンクの活用推進に向けた
施策展開

➢ 借上げ転貸モデルなどの新たな
取組検討

➢ 借上げ転貸モデルなどの新たな
取組に関する実証実験開始

継続・充実

継続検討

本プロジェクトにおけるアクションプラン検討の基本的考え方

✓ 本構想とは別枠で検討を進められていた「空港関連従業員を呼び込むための新た
な居住地整備」は、町の中で検討が既に進んでいることと、空港関連従業員を呼び
込むための町の重点施策であることから、優先して早期に施策を実行する方向性で
検討する

本プロジェクトにおけるアクションプラン検討の基本的考え方

✓ 「既存市街地の景観誘導に関する手法・スキームの検討」については、新たな居住
地整備に向けた「土地開発の基本構想」の中で検討する“横芝光町らしい景観”のア
ウトプットを準用し、一体的かつ効率的な検討を行うこととする。

◼ 宅地の構想及び、公園や商業施
設など、附随して整備すべき機能
についての構想策定が進められて
いる状態

◼ 土地利用規制に関する手続きが
完了しており、造成工事に着工可
能な状態

◼ 区画全体を統一的に開発する手
法の検討、事業者の選定が完了し
ており、計画的な造成を開始して
いる状態

◼ 宅地の構想及び、公園や商業施
設など、附随して整備すべき機能
についての構想策定が進められて
いる状態

◼ 土地利用規制に関する手続きに着
手している状態

◼ 区画全体を統一的に開発する手
法、事業者の選定が進められてい
る状態

◼ 景観誘導に関する施策が展開され
ている状態

◼ 空家バンクなどの既存の仕組みが
機能し、円滑に流通している状態

◼ 借上げ転貸などの新たな空家活用
事業に関する検討が完了し、実証
実験が進められている状態



2023年度 202４年度2022年度

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
検
討

➢ 開発手続着手

ゴールイメージ

西
側
新
宅
地
創
出

◼ 宅地の構想及び、公園や商業施
設など、附随して整備すべき機能
についての構想策定が進められて
いる状態

◼ 土地利用規制に関する手続きが
完了しており、造成工事に着工可
能な状態

◼ 区画全体を統一的に開発する手
法の検討、事業者の選定が完了し
ており、計画的な造成を開始して
いる状態

◼ 宅地の構想及び、公園や商業施
設など、附随して整備すべき機能
についての構想策定が進められて
いる状態

◼ 土地利用規制に関する手続きに着
手している状態

◼ 区画全体を統一的に開発する手
法、事業者の選定が進められてい
る状態

◼ 景観誘導に関する施策が展開され
ている状態

◼ 空家バンクなどの既存の仕組みが
機能し、円滑に流通している状態

◼ 借上げ転貸などの新たな空家活用
事業に関する検討が完了し、実証
実験が進められている状態
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2024年度末までに目指すべき状態から逆算した3ヵ年のアクションプランを策定した

2024年度末に向けた3ヵ年アクションプラン初期案(1/6)

西
側
新
宅
地
に
お
け
る

多
世
代
共
生
型
住
宅
地
の
創
出

東
側
新
宅
地
に
お
け
る
子
育
て

世
帯
向
け
住
宅
地
の
創
出

既
存
市
街
地
に
お

け
る
景
観
誘
導

➢ 景観誘導に関する手法・スキームの
検討

➢ 景観誘導に関する施策実施

東
側
新
宅
地
創
出

既
存
市
街
地
価
値
向
上

魅
力
あ
る
空
家

の
有
効
活
用

➢ 土地利用の基本構想検討・

排水対策調査

➢ 都市計画手続き（用途指定）

継続

➢ 空家バンクの活用推進に向けた
施策検討

➢ 空家バンクの活用推進に向けた
施策展開

➢ 借上げ転貸モデルなどの新たな
取組検討

➢ 借上げ転貸モデルなどの新たな
取組に関する実証実験開始

横芝光町主導：正体、民間主導：斜体

➢ 開発事業者の模索

➢ 土地利用の基本構想検討・

可能性調査

➢ 地区計画策定

➢ 開発事業者の模索 継続

➢ 地元調整

（地元勉強会や地権者意向調査等） 継続

➢ 農振協議・除外手続き着手基本構想内にて検討する景
観に関する整理を活用

：施策概要の作成対象



2023年度 2024年度2022年度

➢ 町民有志及び役場、有識者からな
る検討体制の整備

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
検
討

継続・充実

➢ 財政負担などを踏まえた実施計
画策定

➢ 育児負担軽減施策に関する
ニーズ調査 継続・充実

ゴールイメージ
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2024年度末までに目指すべき状態から逆算した3ヵ年のアクションプランを策定した

2024年度末に向けた3ヵ年アクションプラン初期案(2/6)

女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

テ
ー
マ
横
断
的
検
討

育
児
負
担
の
軽
減

女
性
・家
族
に
心
地
よ

い
居
場
所
の
創
出

女
性
の
活
躍
支
援

➢ 本格実施➢ 一部先行実施

➢ カフェなどの誘致に向けたス
キーム検討

➢ カフェなどの誘致に向けたス
キームに関するモデル事業実施

➢ 小規模ビジネス支援による女
性の活躍支援に関する実証
実験実施

継続・充実

本プロジェクトにおけるアクションプラン検討の基本的考え方

✓ 施策検討・実行において、“ターゲットとなる女性の声”を聴取するため、既存の各
種会議体等を活用し“ターゲットとなる女性”からの意見をもらう場を設ける。

✓ 空港関連従業員からの強くかつ緊急的なニーズ（「学童の開園時間延長がなされな
いと生活や仕事に大きな支障をきたす」）に対応するため、2022年度から当該施策
への準備・検討する（可能なら実行まで）

✓ プロジェクトにおける親和性の観点から、2023年度に予定されている「 男女共同参
画計画策定」を踏まえた施策検討ステップについても、アクションプランへの落とし
込みを行う

✓ 交流機能の向上は、本構想における必要項目であることから、「カフェ・店舗等の誘
致スキーム検討」に着手する。

◼ まちづくりへの女性のニーズの継
続的に反映や男女共同参画の推
進を図るための検討体制が構築さ
れている状態

◼ 保育園・学童保育の開園時間の延
長や、通園バスなどの育児負担軽
減施策についての施策が一部実
行に移されている状態

◼ 空家活用や屋形海岸活用高度化、
新規宅地開発と連携し、カフェなど
の女性・家族に心地の良い空間創
出に向けた事業者誘引に着手して
いる状態

◼ 創業支援や再就職支援などの女
性の活躍支援について計画が立
案されており、一部実行に移され
ている状態



2023年度 2024年度2022年度

➢ 既存の各種会議等における女性
意見の反映

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
検
討

継続・充実

➢ 学童保育開所時間延長開始

継続・充実

ゴールイメージ

◼ まちづくりへの女性のニーズの継
続的に反映や男女共同参画の推
進を図るための検討体制が構築さ
れている状態

◼ 保育園・学童保育の開園時間の延
長や、通園バスなどの育児負担軽
減施策についての施策が一部実
行に移されている状態

◼ 空家活用や屋形海岸活用高度化、
新規宅地開発と連携し、カフェなど
の女性・家族に心地の良い空間創
出に向けた事業者誘引に着手して
いる状態

◼ 創業支援や再就職支援などの女
性の活躍支援について計画が立
案されており、一部実行に移され
ている状態
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2024年度末までに目指すべき状態から逆算した3ヵ年のアクションプランを策定した

2024年度末に向けた3ヵ年アクションプラン初期案(2/6)

女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

テ
ー
マ
横
断
的
検
討

育
児
負
担
の
軽
減

女
性
・家
族
に
心
地
よ

い
居
場
所
の
創
出

女
性
の
活
躍
支
援

➢ その他子育て施策の検討

➢ カフェ・店舗などの誘致に向
けたスキームの検討

➢ カフェなどの誘致に向けたス
キームに関するモデル事業実施

➢ 小規模ビジネス支援による女
性の活躍支援に関する実証
実験実施

継続・充実

➢ 学校統合を見据えた新学童施
設設計（2025年度建設見込）

➢ 子育て支援に関するニーズ調査（第3期計画策定準備）

➢ 男女共同参画計画策定

➢ 男女共同参画に係る意識調
査（アンケート）

➢ 男女共同参画に係る各種啓発
活動

継続・充実

継続・充実

➢ 次年度学童保育開所時間延
長に係る調整・準備

：施策概要の作成対象



2023年度 2024年度2022年度

➢ 役場、有識者からなる検討体制の
整備

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
検
討

継続・充実

➢ ルート・ダイヤ・便数などの検
討

継続・充実

ゴールイメージ
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2024年度末までに目指すべき状態から逆算した3ヵ年のアクションプランを策定した

2024年度末に向けた3ヵ年アクションプラン初期案(3/6)

公
共
交
通
高
度
化

継
続
的
な
検
討
体
制
整
備

持
続
可
能
な

空
港
ア
ク
セ
ス
の
検
討

➢ 増便などの取組試行

継続的見直し

本プロジェクトにおけるアクションプラン検討の基本的考え方

✓ 既存会議体（「交通会議」）を活用し、本プロジェクト項目における企画・管理を行い、
一体的かつ効率的なプロジェクト運営を図る

✓ 公共交通の向上は本町の重大な課題の一つであることから、2022年度から、「空港
アクセスバスの増便、コミュニティバス・デマンドタクシーの最適化」に取組み、改善
を図る

◼ 成田国際空港・横芝光町間のバス
運行について、ダイヤ・ルートなど
の効率化・改善について継続的な
検討を行える体制を構築出来てい
る状態

◼ 成田国際空港・横芝光町間のバス
について増便を含めた、横芝光町
住民の利便性に資する取組が試
行されている状態

◼ 横芝駅の利便性が高まり、居住者
の駅利用における満足度が一定
水準に高まった状態

【関
連
構
想
】横
芝
駅
の
利
便
性
向
上

（
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
）

➢ 施工
（21年度～）

➢ 電力工事

➢ 竣工
継続稼働・運用保守

横芝光町主導：正体、民間主導：斜体



2023年度 2024年度2022年度

継続・充実

継続・充実

ゴールイメージ

◼ 成田国際空港・横芝光町間のバス
運行について、ダイヤ・ルートなど
の効率化・改善について継続的な
検討を行える体制を構築出来てい
る状態

◼ 成田国際空港・横芝光町間のバス
について増便を含めた、横芝光町
住民の利便性に資する取組が試
行されている状態

◼ 横芝駅の利便性が高まり、居住者
の駅利用における満足度が一定
水準に高まった状態
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2024年度末までに目指すべき状態から逆算した3ヵ年のアクションプランを策定した

2024年度末に向けた3ヵ年アクションプラン初期案(3/6)

公
共
交
通
高
度
化

継
続
的
な
検
討
体
制
整
備

持
続
可
能
な

空
港
ア
ク
セ
ス
の
検
討

継続的見直し

➢ 公共交通会議（最低年２回）や運
行事業者等との実績検証、課題
の洗い出し及び検討

➢ 2021年度末策定の公共交通運
行計画に基づく運行準備

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
検
討【関

連
構
想
】横
芝
駅
の
利
便
性
向
上

（
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
）

➢ 施工
（21年度～）

➢ 電力工事

➢ 竣工
継続稼働・運用保守

➢ 空港アクセスバスの増便、コミュニ
ティバス・デマンドタクシーの最適化

横芝光町主導：正体、民間主導：斜体



2023年度 2024年度2022年度

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
検
討

2024年度末に目指すべき状態
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2024年度末までに目指すべき状態から逆算した3ヵ年のアクションプランを策定した

2024年度末に向けた3ヵ年アクションプラン初期案(4/6)

継続・充実

継続検討・協議

屋
形
海
岸
活
用
高
度
化

◼ 交流機能の開発において、統一的
な推進や全体調整機能が発揮・維
持されている状態

◼ 活用高度化のための連携体制が
構築に着手している状態。

◼ 魅力的なイベントの開催などによ
るソフト面での高度化が行われて
いる状態

◼ マリンピア公園の再整備などの
ハード面での高度化に着手してい
る状態

◼ マリンピアくりやまがわの活用と連
動する形で、こどもの国跡地と漁
港の活用に関する協議が千葉県と
開始されている状態

◼ マリンピアへのアクセス道路につ
いて回遊性向上のための計画策
定に着手している状態

◼ 屋形海岸での滞在時間延長に資
する店舗などの誘致に着手してい
る状態

◼ 空家活用などを念頭に、コワーキ
ングスペースや移住体験住宅と
いったサブターゲット誘引のための
計画策定に着手している状態

海
岸
部
の
活
用
高
度
化
（マ
リ
ン
ピ
ア
・こ
ど
も
の
国
跡
地
・栗
山
川
漁
港
・屋
形
市
街
地
）

➢ 回遊性向上にむけた施策検討

➢ カフェ・店舗などの誘致に向けた
スキームの検討

➢ 店舗などの誘致に向けたスキー
ムに関するモデル事業実施

➢ 空家活用モデル事業としてコワー
キングスペースなどの整備検討 継続・充実

交
流
横
断

検
討
体
制

整
備

➢ 海・川活用に向けた
検討体制の模索・構築・運営 継続・充実

➢ マリンピア公園の再
整備にかかる検討

継続検討

➢ 関係機関との協力により、マリン
ピア公園・こどもの国跡地・栗山
川漁港の開発事業者模索

➢ こどもの国跡地/栗山川漁港の活
用に関する県との協議

➢ マリンピア公園の再整備にかかる
計画策定
（自治体主導で計画策定する場合）

➢ マリンピア公園の再整備
（自治体主導で再整備する場合）

➢ 海岸部での魅力的なイベント実施
に向けた構想検討

：施策概要の作成対象

（事業者模索を通じた開発条件を踏まえ
整備方針を検討する想定）

（検討において得られた示唆を反映）
本プロジェクトにおけるアクションプラン検討の基本的考え方

✓ 施策検討・実行においては、“海・川の活用に向けた関連プレイヤーとの連携”が必
要不可欠であることから、当該プレイヤーの意見聴取/当該プロジェクトへの積極的
な参画を促すため、「海・川活用に向けた検討体制の模索・構築・運営」を優先的に
着手する

✓ 2022年度に模索するデベロッパー候補やまちづくりのキーマン、プロモーション担当等
の意見を踏まえ、2023年度に「マリンピア公園の再整備にかかる計画策定」を図る

✓ 上記計画策定を待たずに、「海岸部での魅力的なイベント実施に向けた構想検討」を
行い、構想の検討で得られた示唆を上記計画策定に反映する想定



2023年度 2024年度2022年度

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
検
討

2024年度末に目指すべき状態
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2024年度末までに目指すべき状態から逆算した3ヵ年のアクションプランを策定した

2024年度末に向けた3ヵ年アクションプラン初期案(4/6)

継続・充実

継続検討・協議

屋
形
海
岸
活
用
高
度
化

海
岸
部
の
活
用
高
度
化
（マ
リ
ン
ピ
ア
・こ
ど
も
の
国
跡
地
・栗
山
川
漁
港
・屋
形
市
街
地
）

➢ 回遊性向上にむけた施策検討

➢ カフェ・店舗などの誘致に向けた
スキームの検討

➢ 店舗などの誘致に向けたスキー
ムに関するモデル事業実施

➢ 空家活用モデル事業としてコワー
キングスペースなどの整備検討 継続・充実

交
流
横
断

検
討
体
制

整
備

➢ 海・川活用に向けた
検討体制の模索・構築・運営 継続・充実

➢ マリンピア公園の再
整備にかかる検討

継続検討

➢ 関係機関との協力により、マリン
ピア公園・こどもの国跡地・栗山
川漁港の開発事業者模索

➢ こどもの国跡地/栗山川漁港の活
用に関する県との協議

➢ マリンピア公園の再整備にかかる
計画策定
（自治体主導で計画策定する場合）

➢ マリンピア公園の再整備
（自治体主導で再整備する場合）

➢ 海岸部での魅力的なイベント実施
に向けた構想検討

：施策概要の作成対象

（事業者模索を通じた開発条件を踏まえ
整備方針を検討する想定）

（検討において得られた示唆を反映）

◼ 交流機能の開発において、統一的
な推進や全体調整機能が発揮・維
持されている状態

◼ 活用高度化のための連携体制が
構築に着手している状態。

◼ 魅力的なイベントの開催などによ
るソフト面での高度化が行われて
いる状態

◼ マリンピア公園の再整備などの
ハード面での高度化に着手してい
る状態

◼ マリンピアくりやまがわの活用と連
動する形で、こどもの国跡地と漁
港の活用に関する協議が千葉県と
開始されている状態

◼ マリンピアへのアクセス道路につ
いて回遊性向上のための計画策
定に着手している状態

◼ 屋形海岸での滞在時間延長に資
する店舗などの誘致に着手してい
る状態

◼ 空家活用などを念頭に、コワーキ
ングスペースや移住体験住宅と
いったサブターゲット誘引のための
計画策定に着手している状態



2023年度 2024年度2022年度

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
検
討

2024年度末に目指すべき状態

栗
山
川
活
用
高
度
化

◼ 河川沿いサイクリングロード整備
に関する計画策定が着手されてい
る状態

◼ レンタサイクルステーションなどの
サイクリング普及に係る施設整備
の検討に着手している状態

◼ 栗山川沿いにおいて、マルシェな
どのイベントが開催され、交流拠
点としての機能高度化が着手され
ている状態

◼ 栗山川親水施設のリニューアルの
検討に着手している状態

◼ 町内事業者及び、周辺地域の事
業者による連携体制が構築に着
手している状態

◼ 土地利用規制に関する手続きの
手法が確定し、申請が完了してい
る状態
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2024年度末までに目指すべき状態から逆算した3ヵ年のアクションプランを策定した

2024年度末に向けた3ヵ年アクションプラン初期案(5/6)

栗
山
川
沿
い
の
回
遊
性
向
上

➢ 開発事業者・開発手法の模索

➢ 【複合拠点連携企業調整】広域
サイクル調査・バスターミナル
活用検討

➢ 【まちづくり基本調査】事業化方
針検討

➢ 農振協議・除外手続き着手

➢ サイクルツーリズム事業認定に
係る本調査

【
関
連
構
想
】

横
芝
光IC

周
辺
複
合
拠
点
の
開
発

➢ 【複合拠点連携企業調整】基本
計画策定・バスターミナル一部
利用

➢ 【まちづくり基本調査】合意形成
推進調査 継続

継続

➢ ツアー造成検討

➢ 河川沿いサイクルツーリズムの整
備に関する検討／県との協議

➢ 河川沿いサイクリングロード整備
に関する計画策定／一部着手 継続

➢ レンタサイクルステーションなどの
サイクリング普及に係る施設整備
の検討

継続

➢ 栗山川親水施設のリニューアル
の検討／県との協議／一部着手 継続

➢ 栗山川沿いにおけるイベントの構
想

➢ 栗山川沿いにおけるイベントの
実施

継続・充実

本プロジェクトにおけるアクションプラン検討の基本的考え方

✓ 成田国際空港株式会社や他の市町と連携し、“サイクルツーリズム”の検討を行って
いることや河川沿いのサイクリングロードの整備は交流機能の重要な施策である“回
遊性向上”が図られることから、2022年度から優先着手を行う

✓ 上記回遊性向上と併せて、河川沿いにおける集客・拠点化に向け“栗山川親水施設
のリニューアル”を図り、回遊性と集客性の相互連携の実現を目指す

横芝光町主導：正体、民間主導：斜体



2023年度 2024年度2022年度

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
検
討

2024年度末に目指すべき状態

栗
山
川
活
用
高
度
化
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2024年度末までに目指すべき状態から逆算した3ヵ年のアクションプランを策定した

2024年度末に向けた3ヵ年アクションプラン初期案(5/6)

栗
山
川
沿
い
の
回
遊
性
向
上

➢ 開発事業者・開発手法の模索

➢ 【複合拠点連携企業調整】広域
サイクル調査・バスターミナル
活用検討

➢ 【まちづくり基本調査】事業化方
針検討

➢ 農振協議・除外手続き着手

➢ サイクルツーリズム事業認定に
係る本調査

【
関
連
構
想
】

横
芝
光IC

周
辺
複
合
拠
点
の
開
発

➢ 【複合拠点連携企業調整】基本
計画策定・バスターミナル一部
利用

➢ 【まちづくり基本調査】合意形成
推進調査 継続

継続

➢ ツアー造成検討

➢ 河川沿いサイクルツーリズムの整
備に関する検討／県との協議

➢ 河川沿いサイクリングロード*整備
に関する計画策定／一部着手 継続

➢ レンタサイクルステーションなどの
サイクリング普及に係る施設整備
の検討

継続

➢ 栗山川親水施設のリニューアル
の検討／県との協議／一部着手 継続

➢ 栗山川沿いにおけるイベントの構
想

➢ 栗山川沿いにおけるイベントの
実施

継続・充実

◼ 河川沿いサイクリングロード整備
に関する計画策定が着手されてい
る状態

◼ レンタサイクルステーションなどの
サイクリング普及に係る施設整備
の検討に着手している状態

◼ 栗山川沿いにおいて、マルシェな
どのイベントが開催され、交流拠
点としての機能高度化が着手され
ている状態

◼ 栗山川親水施設のリニューアルの
検討に着手している状態

◼ 町内事業者及び、周辺地域の事
業者による連携体制が構築に着
手している状態

◼ 土地利用規制に関する手続きの
手法が確定し、申請が完了してい
る状態

*）「堤防管理道路」を示す

横芝光町主導：正体、民間主導：斜体



2023年度 2024年度2022年度 2024年度末に目指すべき状態
◼ プロモーション統括担当（専門家）

の任命が完了し、効果的なプロ
モーションの実施に向けた計画の
策定がなされた状態

◼ プロモーション統括担当（専門家）
の指示のもと、プロモーション施
策が実行されている状態

138

2024年度末までに目指すべき状態から逆算した3ヵ年のアクションプランを策定した

2024年度末に向けた3ヵ年アクションプラン初期案(6/6)

本プロジェクトにおけるアクションプラン検討の基本的考え方

✓ プロモーションの進化/多様化に対応するため、専門的知見を有するプロモーション人材の獲得に向け、人材の模索や適切な雇用
条件の検討・整理を優先的に実行する

✓ 専門人材の獲得の後、中長期的なプロモーション戦略策定や本格的なプロモーションの実行を行う

✓ 専門人材不在の2022年度については、大きな予算が伴わない範囲で可能なプロモーションを行い、本構想の認知度向上に向け
た機運醸成を図る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再
検
討

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
確
立

統
一
的
・中
長
期
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
体
制
等
の
構
築

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
行

➢ プロモーションを担うキープレー
ヤーの模索、獲得にむけた条
件の整理

継続・高度化

➢ プロモーション専門家の
公募・採用

➢ プロモーション戦略の検討・策定

➢ 成田空港及び空港関連会社へ
のPRの模索・実行

継続・高度化

➢ サブターゲットへの効果的な
PRの強化に向けた検討・実行

プロモーション戦略に基
づく効果的なPRの継続

専門知見に基づく
効果的なPRの模索・実行

：施策概要の作成対象

➢ サブターゲットに対する、空港
関連業務の紹介を通じた移住
への働きかけ



次年度施策概要
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次年度施策概要等の作成の考え方と対象

【参考】次年度施策概要等の作成対象

考え方 対象案

該当施策資料タイトル

次年度
施策概要

次年度施策
検討の
参考施策

NA

資料
作成対象

• 以前より町主導で
検討された施策
等

本
委
託
事
業
外

施
策

• 町において既に具
体的な取組みが
ある優先的な施策

• 既存の取組はな
いながら優先的に
取り組んでいく施
策

• 次年度から新たに
検討等に着手して
いくもの

本
委
託
事
業
内

施
策

次年度施策の整理

1.開発事業者の模索（西側／東側新宅地創出）

2.土地利用の基本構想検討

5.海・川活用に向けた検討体制の模索・構築・運営

8.マリンピア公園の再整備にかかる検討

6.海岸部での魅力的なイベント実施に向けた構想検討

9.プロモーションを担うキープレーヤーの模索、獲得にむけた条件の整理

10.成田空港及び空港関連会社へのPRの模索・実行

3.次年度学童保育開所時間延長に係る調整・準備

7.開発事業者の模索（屋形海岸活用高度化）

11.サブターゲットに対する空港関連業務の紹介を通じた移住への働きかけ

4.カフェ・店舗などの誘致に向けたスキームの検討
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1.開発事業者の模索（西側／東側新宅地創出）

開発可能性に対する意見や、開発可能性を高めるための条件等の把握を通じて、開
発事業者の候補を整理する

目的
◼ 開発可能性に対する意見や、開発可能性を高
めるための条件等の把握を踏まえ、開発事業
者の候補を整理すること

実施事項

◼ 対象地における現況整理（土地利用基本構想
で実施）

◼ デベロッパー等へのヒアリング
• ヒアリング対象企業のリストアップ
• 企業の絞り込み
• ヒアリング資料の作成
• ヒアリング依頼・実施
• ヒアリング結果の取りまとめ

◼ 条件整理と候補の検討
• 構想を踏まえた事業者の優先順位付け

ヒアリング
候補

◼ デベロッパー（まちづくりのキーマン含む）

ヒアリング
事項

◼ 開発可能性に対する意見
◼ 開発可能性を高めるための条件 など

対象エリア
◼ 西側新宅地エリア
◼ 東側新宅地エリア

◼ 参考：ヒアリング対象企業のリストアップのアプローチ例
目指すべき姿からキーワードを抽出し調査するトップダウン方式

東側宅地
エリアにお
ける目指
すべき姿*

◼ 子育て中の世帯を主たるターゲットとし、ゆとりのあ
る区画で、開放感・一体感のある住宅地の形成を
図る。

◼ 横芝光町の強みである自然環境と調和した、緑化
に配慮された宅地形成を目指す。

◼ 新規定住者と既存住民が交流を図り、また新規定
住者が横芝光町というフィールドで様々な取組を行
うことができるようなコミュニティースペースや、親子
で過ごしやすいサードプレイスとなるような空間整
備を検討する。

リサーチ
キーワード

ゆとり 自然／緑
コミュニティス
ペース

株式会社拓匠開発

出所：株式会社拓匠開発HP

*）「2028年度末時点で横芝光町役場が目指すべき状態」より抜粋

次年度施策概要
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2.土地利用の基本構想検討（西側／東側新宅地創出）

目指すべきまちの姿を踏まえた土地利用の基本構想を策定することで、以後の具体
的な開発検討の指針・枠組みを明確化する

目的
◼ 目指すべきまちの姿を踏まえた土地の利用方
針を整理することで、具体的な開発検討におけ
る指針や枠組みを明確にすること

手法
◼ 業務委託
（一定の専門性および集中的なリソース配分が
求められることから業務委託が有効と思料）

委託内容
素案

◼ 調査
• 参考事例
• 土地基本情報
（広さ、周辺インフラ、周辺施設など）

• 住民・関係団体ヒアリング など
◼ 基本構想の作成

• 区画全体としてのトータルコンセプト
• 住民のライフスタイルイメージ
• 上記を踏まえた機能案 など

◼ 事業手法の検討
◼ その他

• 関係機関等協議資料作成
• 会議体運営 など

対象エリア
◼ 西側新宅地エリア
◼ 東側新宅地エリア

◼ 基本構想の参考事例：オオソラモ野田みずき千葉県野田市
➢ 経済効率を優先した画一的な街とならぬよう、そこに永く住
み続ける住民の生活を第一に考え「街の骨格」である道路
や緑地、広場の位置や形状を丁寧に検討することで、住民
の生活を意識した街全体のトータルデザインを実現

（戸建分譲住宅地の街づくり オオソラモ野田みずき）

機械的な区画割

ライフスタイルの骨格
を念頭においた区画割

出所：株式会社拓匠開発HP及びグッドデザイン賞HP等を基にデロイト作成

次年度施策概要
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ヒアリングすべき設計事業者検討のための参考事例

緑地や集会所、交流機能としての飲食施設を備えた一体的な住環境の開発事例

事例概要

◼ 竣工後の様子

出所：株式会社拓匠開発HP及びグッドデザイン賞HP等を基にデロイト作成

事業名・呼称 戸建分譲住宅地の街づくり オオソラモ野田みずき

場所 千葉県野田市オオソラモ野田みずき分譲地

企業の
主な役割

宅地開発・設計・造成など

事例の特徴

◼ 区画全体約5.5ha。街中央には南北にまたがる
全長210mの緑地帯や集会所等パブリックスペー
スを配置する一方、各住戸のプライベート性は確
保、全体として選択性のあるコミュニティの在り方
を実現（ 2020年度グッドデザイン賞受賞）

◼ パンだけでなく色々な食べ物や商品がテイクアウ
トできる街のインフラとして活躍中のトイット タイ

ニーベーカリーを分譲地内に併設。イートインと
モデルハウスを兼用し、地域にもデベロッパーに
も価値を生む新しいビジネスモデル（2020年度
グッドデザイン・ベスト100を受賞）

時期 2017年竣工

会社名 株式会社拓匠開発

宅地開発基本構想検討の
参考資料として再掲
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西側宅地エリアにおける目指すべき姿・機能の概要

生活や児童・教育施設との近接性を活かし、西側エリア周辺の価値を高める
新たな居住拠点を目指すべきではないか

位置

エリアの概要

目指すべき姿・機能

◼ 大規模商業施設や駅、児童・教育施設との近接性といった利便
性×地方での暮らしにニーズを有する単身者（老若男女）や子
育て世帯をターゲットとした多世代共生型のまちづくりを目指す。

◼ 単身者向けのアパートや子育て世代向けの戸建てエリア、多世
代が交流を図る屋外型のコモンスペース、一部一階を店舗にし、
エリア内外の住民が訪れる仕組・仕掛けを具備し、西側周辺エリ
アの居住ニーズを高める新たな拠点化を目指す。

他エリア・関連機能との連動

◼ 当エリアの開発を通じて、西側周辺エリアの空き家・宅地の更な
る造成の推進・検討を模索する。

大規模小売店立地エリア

公共施設等が集積するエリア

◼ 約14ha（推計）の農振農用地。
◼ 航空機騒音障害防止地区を含む。

◼ 大規模小売店等が集積するエリアまで約３００mで利
便性が高い。

◼ 保育園や横芝中学校などが集積するエリアまで約
1.0Km

◼ 図書館や体育館等の公共施設等が集積するエリアま
で約2.5Km

現況

位置
関係

参考イメージ

東京都東久留米市
「ルシュバル東久留米」

東京都世田谷区
「下北線路街 BONUS TRACK」

当該エリア

保育園や横芝中学校

横芝小学校

宅地開発基本構想検討の
参考資料候補として再掲
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東側宅地エリアにおける目指すべき姿・機能の概要

子育て中の世帯を主たるターゲットとし、ゆとりのある区画で、開放感・一体感のある
住宅地の形成を図るべきではないか

位置

エリアの概要

目指すべき姿・機能

◼ 子育て中の世帯を主たるターゲットとし、ゆとりのある区画で、開
放感・一体感のある住宅地の形成を図る。

◼ 横芝光町の強みである自然環境と調和した、緑化に配慮された
宅地形成を目指す。

◼ 新規定住者と既存住民が交流を図り、また新規定住者が横芝
光町というフィールドで様々な取組を行うことができるようなコ
ミュニティースペースや、親子で過ごしやすいサードプレイスとな
るような空間整備を検討する。

他エリア・関連機能との連動

◼ メインターゲットである空港従業員のニーズを踏まえた、子育て
支援の強化・公共交通の整備を模索・検討する。

大規模小売店立地エリア

公共施設等が集積するエリア

◼ 約16ha（推計）の農振農用地

◼ 大規模小売店等が集積するエリアまで約2㎞ほどの
距離。

◼ 図書館、体育館、光中学校などの公共施設が集積す
るエリアまで約1Km

現況

位置
関係

参考イメージ

当該エリア

福岡県北九州市「サトヤマビレッジ」 北海道東川町「グリーンヴィレッジ」

光小学校

宅地開発基本構想検討の
参考資料候補として再掲
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3.次年度学童保育開所時間延長に係る調整・準備（女性に選ばれるまちづくり）
空港関連従業員による児童クラブ開館時間拡大に係る要望

【参考】空港関連従業員ヒアリングでは、常日勤の空港従業員であっても児童クラブ
の開館時間を前後30分程度拡大するよう検討してほしいという声が得られた

空港勤務従業員からのヒアリングに基づいてデロイト作成

➢ 横芝光町在住者の空港従業員の一日の流れ（夏休み期間中）

タイムライン
8:45 17:40 17:508:30頃 18:30頃

一日の流れ

不便・困難
（空港関連
従業員の声）

8:007:456:00

起
床

通
勤

勤
務

送
迎
直
行

・
通
勤

身
支
度

空
港
内
移
動

身
支
度

空
港
内
移
動

送
迎

児
童
ク
ラ
ブ
開
館

児
童
ク
ラ
ブ
閉
館

帰
宅

19:00

• 児童クラブの開館8時に合わせて子供を送って
も、8:45の始業に基本的に間に合わない。

• 一時間有給を使わざるを得ない場合もある。
（夏休み期間中）

• 退勤後、10分で着替えて駐車場まで走り車に乗り込む。
• 運よく道が空いていても児童クラブの閉館時間に間に合うか否
• 可能な限り急いで運転せざるを得ず、安全面に不安がある
• 児童クラブの閉館時間は前後30分程度拡大するとありがたい

支
度

(10分) (10分)

食
事
・育
児
等

※平時は朝の送迎なし

◼ 勤務形態は常日勤を基本とし、始業8:45、退勤17:40。土日勤務あり。
（※本来はシフト勤務だが、子供の送迎に対応するため会社と相談し常日勤に固定）

◼ 通勤所要時間は、自家用車で片道30分～45分程度

空港関連従業員
A様の勤務状況

◼ 平日：授業終了後～18:30
◼ 土曜・夏休み期間中：8:00～18:30

利用中の
児童クラブの開館時間

次年度施策概要

※本件は着手済みの施策につ
き概要作成は割愛し、本頁は施
策概要の参考情報として作成
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横芝光町の保育園・児童クラブの概要

【参考】空港従業員の就業実態を考慮すると、延長保育・延長学童の強化や、託児機
能を補完するサービスなどの施策は訴求力があると考えられる

横芝光町内小学校における学童保育横芝光町内保育園における保育時間

大総保育所

横芝保育所

上堺保育所

社会福祉法人
フタバ保育園

社会福祉法人
日吉保育園

社会福祉法人
光町保育園

社会福祉法人
光町中央保育園

社会福祉法人
白浜保育園

8時30分～17時15分
(17時15分～18時30分)

8時30分～17時15分
(7時30分～18時30分)

7時00分～18時00分
(18時00分～19時00分)

7時30分～18時30分
(7時00分～19時15分)

8時00分～17時00分
(7時30分～19時00分)

8時30分～12時30分
(7時30分～16時00分)

8時30分～12時30分
(7時30分～16時00分)

7時30分～16時00分

8時00分～16時00分

7時15分～18時15分

8時00分～16時00分
(7時30分～8時00分)

保育所 平日・通常保育時間 土曜日・通常保育時間

対象者

児童クラブ

開所日

児童クラブ
保育料

◼ 町内に住所を有し、かつ、町内の小学校に就学中の児
童で、授業の終了後、小学校の長期休業中に、保護者
等が労働などにより昼間家庭にいないため、家庭で保
護を受けることができない児童

◼ 横芝小学校児童クラブ
◼ 横芝小学校第2児童クラブ
◼ 上堺小学校児童クラブ
◼ ひかり児童クラブ
◼ 白浜小学校児童クラブ

◼ 平日 授業終了後から18時30分
◼ 土曜日及び長期休業期間 8時から18時30分

＜年間利用＞
8月以外の月 7,000円/月 8月 10,000円/月
＜長期休暇のみ利用＞
春休（4月）2,000円（3月）3,000円 夏休（7月）4,000円（8
月）10,000円 冬休（12月）2,000円（1月）2,000円

7時30分～18時30分
(7時15分～18時45分)

次年度施策概要

※本件は着手済みの施策につ
き概要作成は割愛し、本頁は施
策概要の参考情報として作成
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5.海・川活用に向けた検討体制の模索・構築・運営（屋形海岸活用高度化・栗山川活用高度化横断）

交流機能開発を横断的に検討する体制を整備することで、開発段階では構想や計画
策定の最適化、実行段階では相乗効果を見込む横断企画の検討等を可能にする

想定メンバー
の所属

◼ 役場
◼ 横芝光町観光まちづくり協会
◼ よこぴか倶楽部
◼ TREASURE SURF
◼ 釣り関連
◼ その他個別施策の推進メンバー など

目的
◼ 海・川の活用に向けた開発・整備、イベントの企
画・開催について、交流機能の最大化に向けた
意見交換や施策案へのフィードバックを行う

検討会の
位置づけ

◼ 役場施策案に関して意見交換・討議を行う
（意思決定は対象外）

役割
◼ 海・川の活用に向けた開発・整備に関する意見
交換

◼ イベントの企画・開催支援

開催頻度
◼ 施策進捗に応じた開催を基本とし、振り返り等
のため半期または1年に1回程度を想定

設置・運営
主体

◼ 横芝光町

検討事項

◼ 海・川の活用に向けた開発・整備に関すること
• 活用イメージに関する意見交換
• 施策案に対する現場有識者フィードバック

◼ イベントに関すること
• イベントアイディア
• 開催における支援の在り方 など

◼ その他（海・川の周辺に関することを含む）

メンバー候補 （案）

検討体制イメージ

※テーマに応じてメンバー属性を考慮し、適宜メンバー入替が必要

役場
その他検討会
メンバー

施策案内容や
進捗状況の共有

施策案への異見や
アイディア

• 施策内容の精緻化、
• 横断イベント等のアイディアなど

効果

次年度施策概要
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7.開発事業者の模索（屋形海岸活用高度化）

開発可能性に対する意見や、開発可能性を高めるための条件等の把握を通じて、開
発事業者の候補を整理する

目的
◼ 開発可能性に対する意見や、開発可能性を高
めるための条件等の把握を踏まえ、開発事業
者の候補を整理すること

実施事項

◼ 対象地における現況整理（土地利用基本構想
で実施）

◼ デベロッパー等へのヒアリング
• ヒアリング対象企業のリストアップ
• 企業の絞り込み
• ヒアリング資料の作成
• ヒアリング依頼・実施
• ヒアリング結果の取りまとめ

◼ 条件整理と候補の検討
• 構想を踏まえた事業者の優先順位付け

ヒアリング
候補

◼ デベロッパー

ヒアリング
事項

◼ 開発可能性に対する意見
◼ 開発可能性を高めるための条件 など

対象エリア ◼ 屋形海岸活用高度化

◼ 参考：ヒアリング対象企業のリストアップのアプローチ例
目指すべき姿からキーワードを抽出し調査するトップダウン方式

屋形海岸
活用高度
化におけ
る目指す
べき姿*

◼ 海岸後背地である屋形市街地には、海岸を訪れた
人が立ち寄る事が出来るカフェや飲食店などの周
辺的な拠点の導入が進められている状態

◼ マリンピアくりやまがわでのイベント開催などが定着
している状態

リサーチ
キーワード

海岸／ビーチ カフェ・飲食店 活性化・開発

*）「2028年度末時点で横芝光町役場が目指すべき状態」より抜粋

事例・事業者

イメージ出所：平塚市HP,大和リース株式会社HPより

湘南海岸公園龍城ケ丘ゾーン
整備・管理運営事業

事
例
・
事
業
者 積水ハウス株式会社

事
例
・
事
業
者

泉南りんくう公園整備事業

大和リース株式会社

次年度施策概要
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4.カフェ・店舗などの誘致に向けたスキームの検討 （女性・家族に心地よい居場所の創出・屋形海岸活用高度化）1/2

カフェ等の誘致により、まちの回遊における拠点機能や、居心地よい空間機能を提供
することで、交流人口や居住者人口のさらなる誘因を図る

目的

◼ 女性に選ばれるまちづくりに向け、居心地の良
い空間を創出する

◼ 「目的地」となりうるカフェ等を市街地に創出する
ことで交流人口の増加を図る

想定効果
◼ 居心地よい空間を好む女性や家族からの共感
による、生活満足度の向上

◼ 拠点機能向上によるさらなる交流人口の増加

手法

◼ 新設店舗の活用

（自治体は事業者募集活動や建物や用地にか
かる費用の一部補助等を行う）

◼ 空き店舗の活用

（自治体はや仲介窓口、建物の改築費や賃借
料を一部補助等を行う）

◼ キッチンカー

※低コスト低リスクのメリットから、空き店舗活用の優先
検討が好ましいと思料、右に参考記載。

⑤空き店舗見学会

参考：㈱リノベリングHP「長野市善光寺門前」

空き店舗活用のイメージ

空き店舗等
活用希望者

空き店舗等
活用促進窓口 ②相談・

⑥補助金申請

③空き店舗
情報提供

空き店舗等
所有者

①相談（空き店舗登録）

④利用希者
の情報提供

【想定される役場提供機能と施策案】
◼ 空き店舗情報の収集・相談：
➢ 窓口開設、ｾﾐﾅｰ開催・不動産登記簿調査による有力大家の発掘

◼ 空き店舗等活用希望者のニーズ収集・相談：
➢ 窓口でのヒアリング

◼ 空き店舗等活用希望者と空き店舗等所有者のマッチング支援：
➢ 空き家見学会・交流会の開催

◼ 補助金の受付：
➢ 窓口の運営

想定される
役割

◼ 空き店舗活用におけるマッチング運営：役場
◼ カフェ等飲食店経営：民間事業者

検討想定
エリア

◼ 屋形市街地
◼ 既存公共施設（図書館や直売所など）

次年度施策検討の参考施策
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4.カフェ・店舗などの誘致に向けたスキームの検討 （女性・家族に心地よい居場所の創出・屋形海岸活用高度化）2/2

【参考】山武市では、移動販売設備（キッチンカー）の導入費を一部補助する事業を展
開している

目的

◼ 新型コロナウィルス感染防止のため、新たに移
動販売設備（キッチンカー）を導入し、新しい経
営スタイルの確立を目指す市内に住所を有する
事業者、または、個人の方を対象に購入・改修
費の補助を行う

内容

◼ 対象となる経費
• キッチンカー本体の購入費及び調理用什器
を含む改修費

◼ 対象とならない経費
• 経常的な人件費、維持管理費
• 各種認可、契約等に要するもの
• 消費税及び地方消費税 等

規模
◼ 上限額 100万円
◼ 補助率 1／2

事業名称 ◼ 移動販売設備導入補費補助事業

対象者

◼ 市内に住所を有する中小企業者及び小規模事
業者（個人事業者を含む）または、市内に住所
を有する個人※市内に事業所を有する方も含
む

◼ 当該補助により購入した自動車は5年以上、営
業を行うこと（ただし、廃業等のやむを得ない事
情がある場合を除く） 等

（出所：山武市観光情報サイト山武セレクションHP）

◼ 出店の様子（山武市成東駅前観光交流センター）

出所：山武市HPおよび助成金・補助金ネットHPをもとにデロイト作成

次年度施策検討の参考施策
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6.海岸部での魅力的なイベント実施に向けた構想検討（屋形海岸活用高度化）

交流人口の増加に向け、海・川等を活用した魅力的なイベントの構想検討を推進する

目的
◼ 交流人口の拡大を通して居住人口の増加を図
るとともに、海川を体感できる町としてのブランド
化実現に向けたイベントを開催すること

想定エリア
◼ 屋形海岸（海岸に接続する栗山川および川沿い
サイクリングロードも含めて想定）

イベント
コンセプト

◼ 海や川などの自然の魅力体験
◼ 海や川を活用した居心地の良い空間

想定
コンテンツ

◼ カヤック
◼ サーフィン教室
◼ サイクリングや町の回遊イベントとの合同企画
（スタンプラリー等） など

開催に向けた
プロセス

（委託の場合）

◼ 基本構想の検討
• 目的、ターゲット、コンセプト
• 場所、規模、予算
• コンテンツ案
• 実行方針（委託等）

◼ 運営体制の検討・立ち上げ
◼ 委託要領の策定・選定
◼ 委託業者との調整・コンテンツ具体化
◼ イベントの実行

主催者名 NPO法人海の再生ネットワークよろん

開催場所 鹿児島県 与論島周辺海域

開催期間 2021年07月18日～2021年08月31日

募集人数 35名

参加費 1,000円～4,000円（アクティビティによる）

◼ 事例：マリンスポーツ体験 （ターゲット：高校生以上、大人）

（出所：日本財団HPをもとにデロイト作成）

自然体験をコンテンツとしたイベント事例

※財団利用のメリット
• 助成事業者／推進パートナーとして日本財団HPでイベント告知が可能
• 審査を受け助成事業者となった場合は助成金が得られる
（推進パートナーになるためには参加申請が必要）

（出所：リバーフロントマルシェHP等をもとにデロイト作成）

海や川を会場としたイベント事例

主催者名 リバーフロントマルシェ実行委員会

開催場所 川内川河川敷（鹿児島県 西開聞町）

開催期間 2021年10月10日（2015年より毎年開催）

出店募集 25～50店舗程度

出店料 3,000円～5,000円（提供物による）

◼ 事例：リバーフロントマルシェ

コンセプトは「Make a landscape～あなたが誰かの風景になる～」。
川内川が暮らしの日常的な皆の居場所となることを目指して開催を継続

次年度施策検討の参考施策
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8.マリンピア公園の再整備にかかる検討（屋形海岸活用高度化）

交流拠点として、またイベント会場としての今後の活用を見据え、アクセス道路やトイ
レ・シャワー室等のインフラ整備を最低限とした再整備を検討する

新築工事竣工後の宇多津中央公園トイレ

◼ 再整備の方向性に係る参考事例：
➢ 宮崎県宮崎市青島における、海岸におけるシャワー室や更衣室な
どの設備整備（日本財団助成金活用）

➢ 湘南海岸公園における基礎設備の改築を含めた一体的な開発
（Park-PFI活用） ※インフラ等整備後の開発高度化の参考として

目的
◼ マリンピア公園および周辺の開発に向け、民間
企業を誘因するため最低限のインフラ機能の整
備を図る

検討事項
◼ 予算獲得に向けた対応事項
◼ 再整備すべき対象インフラ

実施事項

◼ 再整備すべき対象インフラの検討
• 施設の現況把握
• 予算案を踏まえた優先順位付け

◼ 予算獲得に向けた検討
• 次年度の業務内容案の整理
• 予算案
• スケジュール案

対象エリア ◼ マリンピアくりやまがわ

参考出所：日本財団HP、平塚市HP等をもとにデロイト作成

湘南海岸公園龍城ケ丘ゾーン公園イメージ図（資料提供：平塚市）

（青島渚の交番）

次年度施策検討の参考施策
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宮崎市青島地区におけるまちづくりの取組の概要

海岸部活性化の第一段階として、基本的インフラとなるライフセーバー常駐の施設で
ある「渚の交番」を整備

渚の交番ハード整備

◼ 夏季に限らず、年間を通じてライフセーバーが常駐す
るアクティビティの拠点として2008年に設置された施
設。

◼ 更衣室やコインロッカー、シャワーなどが通年利用可
能なほか、観光サービスの情報提供などを行っている。

事業
概要

設置
経緯

◼ 市が整備・管理していた海水浴場管理棟を、日本財
団の助成を受けて2008年にリニューアル。

◼ その後、2010年に指定管理者制度を導入。

運営
◼ 渚の交番青島プロジェクト実行委員会（宮崎市観光協
会、宮崎市ライフセービングクラブの共同事業）が指
定管理者として管理。

日本財団

渚の交番青島プロジェクト
実行委員会

宮崎市

（公社）宮崎市観光協会

（NPO法人）宮崎市
ライフセービングクラブ

指定管理契約
助成
（施設整備）

共同事業

維持管理
業務

海水浴場
運営

自主事業

実施実施実施

渚の交番青島プロジェクト実行委員会の設立体制整備

設置
経緯

◼ 渚の交番の運営主体として、宮崎市観光協会と宮崎
市ライフセービングクラブの共同事業として設置され
た組織。

◼ 現在では、青島ビーチパークの運営も実施している。

渚の交番に関する体制図

出所：日本財団HP「渚の交番プロジェクト」等を基にデロイト作成

マリンピア公園の再整備にかかる
検討の参考資料候補として再掲
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ヒアリングすべき設計事業者検討のための参考事例（積水ハウス株式会社）

海の活用が停滞していた平塚市において活性化に取り組んでいる事例

事例概要

◼ 開発後イメージ

出所：平塚市HP「湘南海岸公園龍城ケ丘ゾーン整備・管理運営事業」等を基にデロイト作成

事例の特徴

◼ 狙い：平塚の海により多くの方が気軽に来ること
ができて、海を眺めたり、緑に囲まれた中で、潮
風を感じながら散策や食を楽しみ、憩い安らげる
場所にしていきます。

◼ コンセプト：

事業名・呼称 湘南海岸公園龍城ケ丘ゾーンの公園整備

場所 神奈川県平塚市

企業の
主な役割

・全体統括管理
・公募対象公園施設設計・施工設計 など

時期 2021年12月施行、2022年12月オープン予定

会社名 積水ハウス株式会社

マリンピア公園の再整備にかかる
検討の参考資料候補として再掲
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9.プロモーションを担うキープレーヤーの模索、獲得にむけた条件の整理
（統一的・中長期的なプロモーション体制等の構築） 1/2

事例調査やヒアリングを通じて、キープレーヤーの活用手法や獲得可能性を高める
ための条件を検討し、候補となる人材要件の概要を整理する

目的
◼ キープレーヤーの獲得に向け、効率的かつ効
果的に成果を出すための勤務条件の把握や待
遇の市場感の把握を行う

ヒアリング
対象者

◼ 事例調査：外部広報官の採用を実施している自
治体（掛川市、流山市など）

◼ 対象候補者：プロモーションを担当した実績ある
個人（青島ビーチパーク宮原氏など）

推進プロセス

◼ プロモーション担当の職務内容等の整理
• 事例調査（雇用・勤務形態や関与内容等）
• 職務内容初期案の作成

◼ 対象候補者へのヒアリング
• ヒアリング対象のリストアップ
• 対象の絞り込み
• ヒアリング資料の作成
• ヒアリング依頼・実施
• ヒアリング結果の取りまとめ

◼ キープレーヤー候補の検討及び職務内容等初
期案の具体化

• 候補人材の要件整理
• 候補の優先順位付け

ヒアリング
事項

（事例調査）
◼ キープレーヤーの活用手法
◼ 職務内容等初期案へのフィードバック など
（キープレーヤー個人）
◼ 職務内容等初期案へのフィードバック など 参考：掛川市HP「令和３年度 市職員採用試験案内【広報戦略官／DX推進担当】」

参考事例：掛川市における広報戦略官の募集（要綱抜粋）

次年度施策検討の参考施策
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9.プロモーションを担うキープレーヤーの模索、獲得にむけた条件の整理
（統一的・中長期的なプロモーション体制等の構築） 2/2

【参考】民間人材とのマッチングを提供する「複業クラウド」を活用することで、採用条
件や就業期間等において、より柔軟な民間人材の活用が可能となる

大阪府岬町の広報アドバイザー等採用

• 就業期間：3ヶ月間
• 職務内容：SNSや広報紙を活用した、町内外の認知拡大・ロイ
ヤルティの向上

サービス概要
◼ 「複業クラウド」は複業・フリーランス人材のため
の求人検索・仕事探しに特化した、完全無料の
複業マッチングプラットフォーム

サービス内容

◼ 人材データベースの提供
◼ 求人票の作成支援
◼ 人材とのコミュニケーション機能
◼ 専属担当による求人立ち上げや運用サポート

費用
◼ 人材データベースの利用料を支払う
（複数の料金プランがあり、契約時に相談）

◼ 雇用契約が成立した際の成功報酬は無料

利用実績

◼ 大手企業からスタートアップ、自治体まで600社
以上が導入

（就任式の様子）

（サービス概要等出所：複業クラウドHPをもとにデロイト作成）

福岡県豊前市のマーケティングアドバイザー等採用

• 就業期間：7ヶ月間
• 職務内容：豊前市の魅力を発信、ブランディング、PR

サービス活用事例

（就任式の様子）

（サービス活用事例出所：サービス運営会社Another works作成のnote記事）

次年度施策検討の参考施策
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10.成田空港及び空港関連会社へのPRの模索・実行（効率的かつ効果的なプロモーションの実行）

空港関連会社への協力を得ることで、本構想のメインターゲットである空港関連従業
員への効率的なPRを実現する

目的
◼ 本構想のメインターゲットに対し、効率的かつ効
果的、廉価に、本構想の内容を訴求すること

協力依頼先
◼ 成田国際空港株式会社・グループ会社
◼ 空港関連サービス事業者（警備・設備保守等）

実施方法

◼ 成田空港株式会社が開催する空港関連企業向
けの会議体での資料説明および配布

◼ 本構想の資料概要版等チラシの配架・掲示
• 事業所内
• 独身寮掲示板 等

◼ 成田空港関連企業合同説明会

実施場所
◼ 事業所内、休憩室
◼ 独身寮掲示板 など

◼ PR用資料の参考

次年度施策検討の参考施策

（本事業の業務報告書概要版より）

（本事業の業務報告書より）
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11.サブターゲットに対する空港関連業務の紹介を通じた移住への働きかけ

本構想のサブターゲットに対し、コストを抑えながら効率的かつ効果的にアプローチ
するため、空港関連業務の紹介を通じた移住への働きかけを検討する

働きかけのイメージ

移住相談

空港関連業務への
就業可能性の紹介移住検討者 移住相談所（役場）

空港関連企業仕事紹介窓口

移住・就業を
検討する方の紹介

就業機会に
関する説明

就業機会に
関する相談

◼ 施策初期の実施案と高度化のイメージ

※点線内部は高度化後の実施イメージ部分であり、
実行には追加的な検討や関係者協議・調整を要する想定

次年度施策検討の参考施策

目的
◼ 本構想のサブターゲットに対し、効率的かつ効
果的、廉価に、本構想の内容を訴求すること

プロモーショ
ンのオプショ

ン案

◼ 移住・定住サポートセンターでの仕事紹介
• センターに訪れた／連絡した検討者に対
し、移住に関する情報のみならず、成田
空港の仕事が多様にあることを伝え、移
住と仕事のあることをセットで伝える

◼ 移住相談会での仕事紹介

プロモーショ
ン実現に向け
た働きかけ

◼ 空港関連企業仕事紹介窓口の設置に向けた
検討・調整

関連企業：
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